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巻頭言 

金子 晋丈  
慶應義塾大学 DMC 研究センター所長 

慶應義塾大学理工学部准教授 

2025 年度の DMC 所員による研究活動及び研究成果をまとめた『慶應義塾大学 DMC 紀要』
第 13 号をお届けします。本号は、2020 年より開始した DMC 所員による対談 DMC TALK シ
リーズ 1 編の寄稿、2026 年 3 月に開催した DMC シンポジウムの記録、所員からの投稿論文１
件を掲載しています。

DMC 所員による対談 「DMC TALK」は、DMC からの社会への新しい発信チャンネルとし
て 2020 年に開設し、今までに 6 名の所員の対談を発信・掲載してまいりました。本 13 号でも
引き続き私が聞き役を務め、#07 を掲載しております。また、DMC ではシンポジウムを毎年開
催して DMC の研究成果の発表と議論を行なってきましたが、本号では、2026 年 3 月に開催し
た 2025 年度 DMC シンポジウム『情報と人間——情報システムはどこまでコンテクストに寄
り添えるのか？』の様子を掲載しています。 

DMC 研究センターでは、旧来ながらの社会システムというと語弊がありますが、図書館に代
表される、分類された学問形態に基づいて、配架され並べられていて、そこに我々が足を使って
訪問し、そこから情報を得るという、そういった世界が大きく変わってきていることを鑑み、こ
れからの情報アクセスに関する社会システムの在り方を考えています。2025 年度のシンポジウ
ムでは、改めて情報というものに対し我々はどうしたいのか、本来的な情報に対する要求にもう
一度立ち返って、情報と人間の関係についていろいろな知見をお持ちの先生方をゲストにお招
きしました。池谷のぞみ教授（文学部）には「状況に埋め込まれた行為を記述すること：システ
ム開発研究への含意を考える」、佐藤千尋准教授（大学院メディアデザイン研究科）には「信頼
される情報サービス」とそれぞれ題し、ご講演いただきました。また、DMC 所員である 3 人の
先生方から主に技術的なトピックをお話しいただきました。その後、現在の AI 性能の向上を踏
まえ、情報共有のあり方とそこへの人間のかかわり方に関して活発な議論が交わされました。
情報の流通、知の共有は真っ向から向き合っていかなければならない課題です。本質的に我々

はどういう風な知なり情報へのアクセス、もしくはそのサービスを社会の中で提供していくの
か、人文学や社会学、哲学、歴史学などの観点からそれらを技術と組み合わせながら真に深掘り
し、それらを発信することで皆さんと一から考えていきたいと思っています。 
このような問題提起は、AI の出現を契機としたものではなく、DMC がその前身である DMC

統合研究機構を開始した 2004 年から継続して挑戦してきていたことと連続しています。また研
究成果のアピールにとどまらず、日常的に DMC 内で繰り広げられている議論や会話という学
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問のプロセスそのものを社会に向けて発信していくことは、情報社会の未来を模索する DMC の
新たな挑戦でもあります。『DMC 紀要』第 13 号を通じ、より多くの研究者、関係者の皆様へ当
センターの活動をお伝えできましたら幸いです。
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【DMC TALK】 

ニッチな視点で読み解く活版印刷の美術史

池田 真弓 （慶應義塾大学 DMC 研究センター所員／慶應義塾大学理工学部准教授） 
金子 晋丈 （慶應義塾大学 DMC 研究センター所長／慶應義塾大学理工学部准教授） 

美術史家による書物研究 

金子：こんにちは。DMC トークです。今日
は理工学部で 1，2 年生に総合教育科目と英
語の授業をされて、DMC の研究員もしてい
ただいております、池田真弓先生の研究室
にお邪魔しております。よろしくお願いい
たします。池田先生は理工学部の 1 年生と 2
年生に英語をメインで教えられているんで
すけれども、英語はどちらかというと副業
という感じで、専門はここにあるような美
術史をご研究されているということで、今
日はいろいろとお話を伺いたいと思います。
よろしくお願いいたします。 
早速ですけれども、池田先生はどのような

ご研究をされていますでしょうか。 
池田：そうですね、私は専門分野でいうと美
術史になります。普通、美術史というと絵画
とか彫刻とかというのがメインストリーム
なんですね。でも私は、書物の研究をしてい
ます。 
書物で美術史ってどういうことかというと、
ここに実物も少し持ってきていますけれど
も、本の中にある綺麗な装飾——綺麗でな
い装飾もありますが——それから挿絵とい
ったものを美術史の観点から研究するとい
う分野が実はあるんですね。そちらをやっ
ておりますので、美術史プラス書物史とか
書誌学という分野になります。 

特に私の場合は、15 世紀の半ばにヨーロ
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ッパで活版印刷術が始まった時に、今まで
手書きで本が作られていたというところか
ら、新しい技術を用いて本を作るようにな
った、その時の本の見た目ですね、そういっ
たところに注目しつつ、そこにどんどん踏
み込んでいくと、今度は本の作り方、印刷術
といったもの、あるいは出版した本を印刷
した後に手描きで装飾を入れるということ
が行われるんですけれども、その辺りにフ
ォーカスして研究しています。非常に研究
者が少なくて、何と言いますか、ちょっとニ
ッチな領域になります。 
 

書物の歴史：手書きから印刷へ 

 
金子：ありがとうございます。こう見てみる
と、すごいですね、何色ぐらいで色を付けて
るんですかね。 
池田：それはですね、大体——、あ、ちなみ
にこちらはですね、印刷ではなくて手書き
なんですね。 
金子：これ全部、文字もですか。 
池田：ええ文字から。これは全部手書きなん
です。 

 
金子：だまされましたね。 
池田：だましがいがあってうれしいです。で
も学生さんも本っていうと印刷が当たり前
なので、印刷術が出てくる前は何か石に彫

って云々みたいなことを言う学生さんもい
るんですが。印刷術がヨーロッパでは 15 世
紀の半ばに発明されたのですが、その前は
全部手書きだったんですね。これ、文字から
全て手書きなんですが、基本的にはこうい
った手書きの本は、黒インク、セピア色のイ
ンクに加えて、もし色を入れるとしたら必
ず赤で、次に赤とコントラストをなす青色
が使われることが多いですね。それに白だ
ったり緑が入ってきたり。この本では緑は
ないですけれども。ピンクなんかは赤と白
を混ぜて作ったりします。それから金箔だ
ったり、金泥と言って、金の粉を使った顔料、
絵の具を用いて描いたりということですね。 
金子：そうすると、これは全て手書き。それ
では、書籍の印刷と美術の融合したものは
どちらですかね。 
池田：ズバリ私が研究しているもので言い
ますと、こちらのものは全て印刷です。 
金子：絵を含めて。 
池田：絵も含みます。こちらは木版ですね。
それから金属の活字で印刷してある。この
図版はアルファベットの J ですが、これも
恐らく木版だと思います。金属ではなくて。
これは私が主に研究しているペーター・シ
ェーファーという印刷業者が 1492 年に出
版したザクセン年代記という本ですね。 

 
金子：1492 年。これ、本物ですか？ 
池田：本物です。 
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金子：レプリカとかじゃなく。 
池田：レプリカではなく。 
金子：じゃあこの紙も当時の紙。 
池田：当時の紙ですね。透かして見るとチェ
インライン ［鎖線］といって、紙を漉いた時
の網に貼ってあるワイヤーの跡が見えたり
します。 
金子：ほんとだ、あるある横線。こちらは縦
の線ですかね。 
池田：縦もあります。 
金子：これが 1492 年から。 
池田：ドイツのマインツからはるばる日本
にやってきました。それから使用していた
人がこうやって手書きで書き込みなんかも
していますね。私はこちらの書き込みは専
門ではないんですが。 
金子：いつ頃書き込まれたものですか。 
池田：それはですね、そういう研究もあるん
です。この文字を見て、大体 15 世紀後半だ
とか 16 世紀のいつだっていうことを分析
する、パレオグラフィーという、日本語で古
文書学っていうんですかね、そういった分
野もあるんですけども。これは割と印刷さ
れてからそんなに経ってないと思いますね。
16 世紀には書かれてるかな。私は専門では
ないので、何となくという感覚ですけども、
字体、字の形ですとか、インクの感じなんか
から年代を推定したりします。 
 

現代と地続きの 15 世紀 

 
金子：1500 年近辺っていうと結構古いイメ
ージがあって、今の我々の生活とは全然違
うんだろうなみたいなイメージを持つんで
すけど、こうやって見ていると、これ今ので

すよって言われても、ちょっと手垢とかシ
ミとかが付いているけどそんなに違和感が
ないっていうか。手書きの文字も、アルファ
ベットみたいなのも、アラビア数字なんか
も普通に読めるし、印刷されているこの文
字も、まあ全然僕読めないですけど、読める
気がするような印刷というか。原始時代と
か、その太古のなんちゃらみたいなイメー
ジではないっていうのが一つの驚きという
か、新鮮な感じですね。 
池田：確かにこれもね、ちょっと飾り文字で
はありますけども、J なので皆さんも読める
と思いますし、これ年代ですけれども、
MCCCLXIXなのでローマ数字ですね、1369
って書いてありますね。現代でもローマ数
字は使われていますので、そういう意味で
はちょっと現代につながっているような。 

 
金子：面白いですね。ついこの前出張でリス
ボンに行ったんですよ。今までだとヨーロ
ッパとか行って色んなところに彫り込まれ
ている文字とか、「何か彫り込まれてるな」
みたいな感じだったんですね。そこにこう
翻訳アプリをかざしてみたんですよ。そし
たら全部読めるんですよ、翻訳されて。 
池田：いいですね、そのアプリ教えてくださ
い。 
金子：今までヨーロッパ行って、何か彫り込
まれて、この人何か書いてんだろうなぐら
いにしか思ってなかったのが、全部読める
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ようになると、こんなことがここに書かれ
てるんだっていうのがガイドブック見なく
ても分かってくるというか、それが面白い
なと思って。こういうの ［古書］も、もし ［ア
プリが］活字を理解してくれれば。 ［彫り込
みは］何年くらいのものだったのか、もうち
ょっと分かんないですけれども。 
池田：ラテン語でしたか。 
金子：いや、何語かもちょっと分からないで
すけど、もしかしたらラテン語もいけるか
もしれないですよね。そうやって読むとへ
えって、何かすごく親近感が湧くなと思っ
て。今、これもそのアプリとかやってみたら
面白いかななんてちょっと思いながら。 
池田：いや、でも 15 世紀に書かれているも
の、それこそ私——誤解があるといけない
のですが私は中身を読む専門家ではないで
すけど、中身は読まないといけないことも
あるんですが、結構書かれてることが面白
くて。印刷が始まった直後に、本の一番最後
に奥付があるのですけれども、そこにこの
本はどういう理由で作りましたとか、場合
によっては印刷業者の名前が入ってたりと
かするんですけども、 「これは全くペンを使
わずに作られた本です」って書いてあった
りとか、当時の文章を読むと結構親近感が
わきます。何て言うか、今ほどかっちりとし
ていない、オフィシャルな文章でもどこか
に柔らかさがあるというか。そういうとこ
ろは本当に面白いなと思います。 
 

技術的過渡期の印刷と手描き 

 
金子：ご専門は 15 世紀ぐらいの古い本に描
かれている美術の要素ということで、さっ

きの模様に近い。時代的に言うと最初に手
書きで全部本を作っていた時代があって、
その次これ ［ザクセン年代記］が来るんです
か？ 
池田：なかなか時代がばっさり分かれてい
るわけではなくて、両方共存していました。
だから、この時代に全部手書きの本という
のも作られていましたし、ザクセン年代記
はたまたま絵が木版画で刷られていますけ
れども、手書きで印刷本に絵を入れるとい
うこともありますし。あと、挿絵というほど
ではないけれども、字は印刷して、こういっ
た綺麗な装飾頭文字ですね、装飾イニシャ
ルとか、彩飾イニシャルって呼ぶんですけ
ども、これは手で入れるっていうものもあ
ったので、かなりハイブリッドな本がずっ
と半世紀、それ以上は共存していました。 
金子：その中の一つが慶應で昔買ったって
いうグーテンベルクの聖書。 
池田：そうなんですよ。あのちょっと古ぼけ
た写真見せていいですか、あれがあると説
明がしやすいんですが。 

 
本物じゃなくてごめんなさい。色がかなり
褪せてしまいましたけれども、こちら慶應
が所蔵しているグーテンベルク聖書と呼ば
れている、活版印刷術で初めてヨーロッパ
で印刷された書物の 1 ページですね。これ
は最初の 1 ページ目のプロローグ［序文］、
創世記が始まる前に、ヒエロニムスという

8



慶應義塾大学 DMC 紀要 13(1), 2025 

 

教父——キリスト教がだんだん定着してい
くにあたって非常に寄与した聖人——が書
いた文章がここに刷られているんですけれ
ども、私が研究しているのは、この印刷本の
中で手で描かれている部分、例えばこちら
ですね、これは手で描いたイニシャルの F
なんですね。それに手描きでこういった模
様を描いている、あるいは最近はこういっ
たそんなに模様がなくても手で書かれてい
るイニシャルなんかにも注目して研究して
います。 

 
金子：なるほど、グーテンベルク聖書はこれ
［ザクセン年代記］とどっちが先なんでし
ょう。年代記は 1492 年とさっきおっしゃっ
ていましたっけ、こっち ［グーテンベルク聖
書］は何年くらい。 
池田：これはですね、1455 年頃ですね。グ
ーテンベルクが他の弟子や協力者と一緒に
印刷したんですが、その弟子の中にペータ
ー ・シェーファーという人物がいて、彼がこ
ちらの本 ［ザクセン年代記］を刷ったんです
ね。なのでこのペーター ・シェーファーもこ
ちらのグーテンベルク聖書の印刷に関わっ
ていた。 
 

世界でたった一人の研究テーマ 

 
池田：グーテンベルク聖書の研究といった

ら、やっぱり印刷術の研究っていうのが主
流なんですね。それが当たり前であって、こ
ういった手描きの装飾を研究するというの
はあまりなかった。一応 1970 年代の後半
に、ドイツの研究者が初めてこのグーテン
ベルク聖書の手描きの装飾イニシャルの研
究をして、それが非常に新しいアプローチ
だって言われたんですが、それ以降、研究す
る人がいなかったんですね。 
金子：2 番目。 
池田：2 番目です。 
金子：世界で 2 番目。 
池田：2 番目だし、最初に研究した研究者
は、 ［グーテンベルク聖書は］彼自身の本当
の専門ではないんですね。本当はフランス
の綺麗な、彩飾写本の専門なので、そこまで
深掘りはしていない。ここまでどっぷり研
究しているっていう研究者は今のところど
うやら私だけみたいなんですね。 
金子：世界で、たった一人。 
池田：たった一人孤独に。 
金子：ニッチって言ってますけど、めちゃく
ちゃニッチな。 
池田：めちゃくちゃニッチですし、ちょっと
また話戻りますと、元々美術史の方面から
書物の研究するっていうと、こういったき
らびやかな彩飾写本を研究するというのが
主流なんですね。やっぱりどうしたって美
しい手描きの彩飾写本に比べると印刷本っ
て地味なので、そもそも美術史の人でそこ
を深堀りして研究するっていう人はいなか
った。なので何が出てくるかなと思いなが
ら研究していたのですが、実は結構面白く
て。なぜかというと、印刷した後に誰が装飾
を入れたか、誰が入れさせたか、どこで入れ
たかっていうところに注目すると、本が印
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刷された後の世界が見えてくるんですよ。 
それこそ 70 年代後半に初めてこのグーテ
ンベルク聖書の彩飾を研究した研究者は、
この彩飾がどの地域で入れられたかってい
うのを大まかに場所を特定したんですね。
そうすることで、マインツだけじゃなかっ
た、南ドイツでも流通してたんだとか、遠く
になるとイギリスにまでグーテンベルク聖
書が持っていかれてそこで彩飾されたとい
うのが分かったので、聖書の流通がちょっ
と見えてきたんですね。 
それもすごく面白いんですが、最近私が注
目しているのは、意外とグーテンベルク聖
書もマインツで装飾が入れられているもの
が多いんじゃないかっていうのに気が付き
まして。意外と、といいますか当たり前と言
えば当たり前ですが。もうちょっと研究し
ないといけないんですが、そうするとどう
いうことかというと、印刷業者が彩飾まで
手を入れてから売っていたのかなと。そう
すると、本の印刷だけじゃなくて、売るって
いう段階に至るまでの出版のプロセスをき
ちんと面倒見て流通させていたんじゃない
かとか。 
あとはですね、あんまりこれ言うと自分の
研究のネタバレになるから大丈夫かな ・・・。 
金子：一人しかいないじゃないですか。誰も
盗む人はいない（笑） 
池田： （笑）、ドイツでエアフルトっていう町
があるんですね。結構大きな大聖堂のある
主要な町だったんですが、そこで彩飾され
たグーテンベルク聖書っていうのも何冊か
あって。彩飾もされて、製本もエアフルトで
されてるっていうのが分かっている。だか
らもしかしたらエアフルトにグーテンベル
ク聖書の印刷所に関わっていた、何て言う

か中間業者というか、リテイラー［小売業
者］がいたんじゃないか。その人が何冊か一
括してエアフルトに持っていって、そこで
彩飾させて製本させて、エアフルトは聖書
の需要があったので、大きな大聖堂もあれ
ば修道院もあったので、それで売ったんじ
ゃないか。 
あるいはグーテンベルク聖書はまだちょっ
と分からないんですけれども、先程申し上
げたペーター・シェーファーが、グーテンベ
ルクに次いでマインツで 2 つ目の印刷所を
始めるんですが、彼が印刷した本の何冊か
が、今度はケルンというやっぱり重要な大
聖堂がある司教座の町で彩飾されて、その
ケルンの町で使われていた。あるいはケル
ンではなくてフランクフルトの修道士が買
ってるとかっていう例があるんですね。そ
うすると、今度はケルンにも販売の拠点が
あったんじゃないかなっていうのが、この
彩飾の様式、場所を推定することで、どんど
んその本の流通ネットワークが見えてくる
んですね。 
なので最初はこの研究を始めた時、そんな
ことが見えてくると全く分からず、とにか
く他の人もやってなかったし、やってみる
かという形で始めまして、もう 15 年くらい
やっていて、そういう新しい可能性がこの
研究手法で見えてきたというのが、最近個
人的にはすごくホットな、500 年以上前の
話を追っていますが、自分的にはすごくホ
ットです。 
 

研究者になるまでのこと 

 
金子：ありがとうございます。そのニッチな
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誰も今までやってなかった領域に足を踏み
入れるようになったきっかけとか、生まれ
た時から 「私はグーテンベルクだ」みたいな
ことじゃなかったと思うんですけど、どう
でしょう。 
池田：ありがとうございます、聞いてくださ
って。実は、先程も申し上げた通り、元々こ
ういう綺麗な本の挿絵というか彩飾が好き
でした。学部生で美術史を勉強している中
で、フランスのそういった 15 世紀あたりの
美しい彩飾写本を研究しようって思ったん
ですね。ところが修士課程から海外に出て、
その海外で修行した先があまりにも大変過
ぎて厳しすぎて、無事に修士号は取れたん
ですが、ちょっと疲れたので日本に帰って
きまして。母校である慶應義塾大学でデジ
タル化のプロジェクトというのに関わった
んです。何のデジタル化かというと、まさに
これ［グーテンベルク聖書］なんですね。
HUMI プ ロ ジ ェ ク ト と 言 い ま し て 、
HUmanities Media Interface プロジェクト
の略称なんですが、世界で初めて貴重な古
い本、稀覯書というんですけれども、それを
デジタル化しようという試みを始めたプロ
ジェクトなんですね。 
そちらでリサーチアシスタントとしてお世
話になりまして、そのプロジェクトのメイ
ンの撮影対象がグーテンベルク聖書だった
んです。それで、いろんな海外の図書館に機
材を持って赴いてはグーテンベルク聖書を
撮影するということをやっていました。そ
の中で本当に素晴らしい、高精細かつ高品
質の画像をたくさん取得したんだけれども、
何か研究で使わないともったいないなと思
って。 
もちろん他の方面で研究している方がいら

したんですけれども、私もどっぷりこのプ
ロジェクト、結局、修士 ［修了］と博士 ［進
学］の間の 2 年間関わったので、せっかく
頑張って自分でも撮影に関わった画像を自
分の研究で使いたいと思ってたどり着いた
のが、じゃあこういった彩飾かなと思った
んですが、こちらの慶應のものはすごく華
やかな金も入っていて、美しい彩飾なんで
すが、もう地味な地味な、彩飾とも呼べない
ようなものしかない作品［グーテンベルク
聖書］も非常に多かったので。これはグーテ
ンベルク聖書ではないんですが、やはりペ
ーター・シェーファーという印刷業者が
1470 年代に出版した本ですが、ご覧いただ
くと分かるように、黒で印刷された文字の
他は、赤と青の手書きのイニシャルしかな
いんですね。 

こういった地味なものが印刷本って実はと
ても多くて、美術史の方面から研究すると
いうのはなかなかハードルが高いといいま
すか、今まで研究者がいなかったのも納得
だなというところなんですけれども、でも
頑張ってやってみようと思って研究を進め
てきて。ただ昔はこういった赤と青だけの
イニシャルって見るところがないなって思
ってたんですね （笑）。やっぱりなんだかん
だいって、こういった華やかな彩飾の研究
が自分の博士論文でもメインになりまして、
実際にグーテンベルク聖書の彩飾を一部手

11



慶應義塾大学 DMC 紀要 13(1), 2025 

 

がけた彩飾画家、職人ですね、彼にフォーカ
スを当てて、グーテンベルク聖書だけでな
くて、彼の写本 ［の作品］も含めたいろんな
作品を網羅的に研究するということをした
んです。 
 

頼りは「脳内機械学習」 

 
池田：ですが最近はこの地味な赤と青のイ
ニシャルがとても楽しくてですね。皆さん
分からないですよね、何が楽しいかって。一
つにはこの地味なイニシャルにも地域性が
出るんですよ。だからこれ、私がぱっと見る
と、多分これはマインツの印刷所のところ
でイニシャルが入れられたんだなっていう
のが分かるんです。 
金子：どんな目をすれば、これがそんな分か
るんですかね、特徴があるんですか。 
池田：AI の機械学習と一緒で、たくさん見
る、とにかくたくさん見れば、だんだん頭の
中でマインツっぽさみたいのがプロットさ
れて、それプラスいろいろな、例えばこの本
はマインツの修道院で所蔵されていたとか、
そういった外的な情報も総合して、自分の
中で機械学習をして覚えていくので、だん
だん見ていくと、これはマインツっぽいな
とか、これはイタリア、というのは分かって
きます。意外とこういったさりげない、何の
気もなしに書いたイニシャルの方が、特徴
が、本人の癖が出やすいんです。こういった
綺麗な彩飾というのは、師匠から教えられ
て学ぶとか、あるいは例えばパトロンから
依頼されて描くとやっぱりちょっと気合を
入れてとか、他の人達とチームで描く場合
はやっぱり ［他の人達と］トーンを合わせな

きゃいけないみたいなのがあるので、個性
が出つつも、それを自在にコントロールし
ているというのがあるのですが、その中で
もこれは職人 A だ、職人 B だっていうこと
を判断するんですが、一方こういった流れ
作業的に描くものは癖が出やすいので、こ
れはそんなに癖が出てないんですが、結構
遊び心があって、なんかちょっとくるくる
って書いたりっていうような遊び心のある
イニシャルなんかもあると、ああこれ、この
人この間も会ったね、ここにもいたねって
いうのがだんだん分かってくるんですね。
そうするとやっぱり先程も言いましたよう
に、この本はこのマインツの印刷所で仕上
げられてから販売されたんだっていうこと
も分かりますし。 
面白い例では、こういった地味なイニシャ
ルはマインツで挿入されて、大きな章の区
切りとかには割と華やかなイニシャルを入
れるスペースがとってあるんですが、そこ
はイタリアで入れられているとか、そうい
ったハイブリッドな仕上げをしているもの
もあったりして、そういったところを自分
の脳内機械学習を頼りに場所を特定してい
くと、どういうルートでこの本がここに来
たかとかが分かったりする。そうすると、当
時の 15 世紀印刷技術がヨーロッパで始ま
ってからの直後のそういった印刷業、出版
業ってどういったことをして販売していた
のかな、誰が読んでいたのかな、どこまで流
通していたのかなっていうのが見えてきて、
結構これは大きなプロジェクトになりそう
だなと思っていますし、こんな地味なとこ
ろを見ていても、出版の歴史というところ
に寄与することができるんじゃないかなと
思っています。 
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推しの印刷所 

 
金子：素人目に見ていてもすごいクオリテ
ィ高いんですよ、この印刷が。例えば何て言
うんですかね、1 行にこう活字の上下の揺
れがあるのかと思ったら、ピシッ、ピシッっ
て揃ってて、それだけ相当に完成度の高い
ものができてきて。先ほど数十年かけてこ
の流れができてきたとおっしゃっていまし
たが、そのトランジションというか、移行期
に絵っていうものがどういう風に最初の
［手描きの］綺麗な世界からこう移ってき
たのかなみたいなところを研究されている
ということで。この活版技術っていうのが
当時のメディア世界を大きく変えたってよ
く言われているじゃないですか。で、今、
我々はデジタルでそういうのが変わりつつ
あるわけで、そういった視点から見て、今の
デジタルもやっぱり同じようなこういうト
ランジションというのは感じられますか。 
池田：感じますね。やっぱり歴史を勉強して
いて一番、一番ではないですけども面白い
醍醐味の一つは、過去の流れを見ていくと、
現在起こっていること、それからこれから
私たちがどんな道筋を辿っていくのかって
いうのが推測できるというのがすごく面白
いんですけれども、やっぱり似たようなこ
とが繰り返されているっていうのは実感し
ます。 
今言っていただいたように、こちらの手書
きの本の歴史というのが、1000 年以上、
1500 年とかあったわけですね。こういった
歴史を踏まえて活版印刷技術っていうのが
出てきたわけですけども、特に初期の本と

いうのは、手書きの本の形状、レイアウト、
デザインを踏襲して作られたわけですね。 
ですから先ほどからお見せしてるこのグー
テンベルク聖書っていうのも、写本、手書き
の本と間違えて図書館で分類されていたこ
ともあるくらい、一見手書きっぽいんです。
なので、メディアの歴史っていうことを考
えると、やっぱり新しいメディアが出てき
た時に、どうしてもその前のメディアと形、
形状、デザイン、使用感っていうものを同じ
にするっていうことがよく見られて、それ
こそ iPad なんかも、あの形っていうのはや
っぱり書物の大きさっていうのを意識して
るのかなとか。レイアウトにしても、それこ
そ PDF っていうのがありますけど、未だに
皆さんがそれを使うっていうのは、ああい
った版組がされているような、レイアウト
がされているような、紙面をそのまま電子
化した、それが私たちはいまだに落ち着く
っていうのは、本当に 500 年前に起こって
いたことと同じっていうことだと思います。 
それから、先ほどこの印刷のクオリティの
高さをお褒めいただきましたが、ありがと
うございます （笑）。私の推しの印刷業者な
ので。本当にありがとうございます。このペ
ーター・シェーファーの作品、特に初期の作
品ですが、ヨハン ・フストというビジネスマ
ンと組んで作品を出版していた。ヨハン ・フ
ストはグーテンベルク聖書にも投資をして
関わっていた人物ですが、とりわけフスト
が関わっていた時代の作品は本当に印刷の
クオリティが高いんですね。 
金子：フストさんはものすごいクオリティ
重視な。 
池田：本当にそう思います。シェーファーも
結構こだわりな人だったと思いますし。 
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金子：オタクな技術者で。 
池田：オタクだし、やっぱり完璧主義だった
んですよ。 
金子：グーテンベルクもなんか完璧主義だ
ってどこかで聞きましたけど。 
池田：そうですね。グーテンベルク聖書もヨ
ーロッパ初のフルの印刷物、出版書物とし
ては、もうあまりにも完成度が高すぎて、そ
のインクのクオリティとか活字の美しさ、
レイアウトも本当に美しくて、これがデフ
ォルトというか、標準、スタンダードじゃな
いんですね。同時期でもどんどん新しく印
刷業者がいろんな地域で印刷術をスタート
させるんですけれども、クオリティはまち
まちです。 
本当に美しい印刷物を作るところもあれば、
廉価版で質より量を求めるところもある。
その中で私がずっと見てきているペータ
ー ・シェーファーは、まずそもそも紙からし
てとってもいいんですね。これは大きさも
大きいのでそもそも高い。質も当時はドイ
ツではまだそんなに紙というのは作ってい
なかったので、イタリアだったりバーゼル
だったりから輸入して紙を使ってたんです
が、やっぱり実際に実物を研究調査で見て
も本当にクオリティが高いなと。あと羊皮
紙での印刷も多いですし、活字もとても綺
麗で、レイアウトもきれい。本当に見ていて
気持ちがいいんです。クオリティが高いな
といつも思って。ペーター・シェーファーに
は敬意をもっています。 
金子：推しの印刷所。 
池田：そうですね、推しですね。シェーファ
ーは 1500 年くらいまで一応活動していた
ということになっているんですが、後期の
方は若干クオリティが落ちていく。 

金子：手抜きになってきた。 
池田：もしかしたら、息子が印刷業を引き継
ぐので息子にやらせてクオリティが落ちた
のかもしれないですが、その辺まだちょっ
と研究してなくて。 
いずれその研究もしたいなと思ってるんで
すが。やっぱりそうですね、1470 年代くら
いまでは本当に素晴らしいですね。そうい
ったところでさっきの話に戻りますと、今
のメディアのなんていうか、トップクオリ
ティを目指すというグループと、その二番
煎じと言ったらアレですが、その技術をち
ょっと廉価版として、より広く安く、クオリ
ティはそこそこに提供するっていう、少な
くとも 2 つのそういった方向性があると思
うんですね。それが当時の活版印刷技術が
始まった頃もあって、そして今もあるって
いうのが私はすごく面白いなと思っていま
す。 

 
 

昔も今も変わらない技術革新と人の関係 

 
金子：ありがとうございます。最近 WEB 見
てたら HTML に特化した、ページ割りもな
くものすごい縦長スクロールのページが出
てきていて、僕がよく触れるようなところ
も、今までページ組、版組されてたのが、も
うベースが HTML のページ区切りのない
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チャプター区切りだけがあるような文章に
変わって、シニアの人が「あれは美しくない
から嫌だ」みたいに言うのを耳にしたりも
するわけですけれども。何かもうそろそろ
デジタルのそういうパブリッシングの流れ
も、今までのこの印刷から徐々に徐々に独
自のスタイル、もしくはデジタルにフィッ
トした形に移行してきているのかな、みた
いな。ちょうどそんな変革期に我々はいる
っていうのが当たり前のように感じてます
けれども、500 年後、どっかの研究者が 「あ
の時代はね面白いんだよ」っていう風に言
ってるかもしれないですね。 
池田：今また面白いキーワードを挙げてい
ただいたんですが、その HTML に特化した、
今までのメディアとはフォーマットが違う
そういったものをシニアの方々がクレーム
つけるっておっしゃったじゃないですか。
実はそのシェーファーなんかの顧客は宗教
関係者、保守層だったんですよ。なので写本
時代のレイアウトだったり、美しさだった
り、紙の質感だったりっていうのを意識し
て作っていたらしく。だから顧客層がちょ
っと堅物な。新しいものを怪しいぞって思
っている顧客たちにも受け入れられるよう
なものを作っていたっていうのがシェーフ
ァーだったと思うんですね。で、一方でやっ
ぱりだんだんレイアウトが新しいメディア
に合わせて変化していくっていうのも非常
に面白く、私はやっぱり昔ながらの紙の本
のレイアウトというのは好きですが、そう
いった新しいメディアに合わせた新しいデ
ザイン、新しいフォーマットが出てくるっ
ていうのも面白い事象だなと思って見てい
ます。なので何が残って何が新しくなるか
っていうところに結構注目はしています。 

金子：そこに先程のお話にあった、例えば印
刷をして、その後何部か分かんないですけ
ど、その塊でどこかの仲介業者が買ってき
て、そこでまた彩飾を綺麗に入れて、それで
もう一回売ってみたいな。グーテンベルク
の活版印刷っていう 1 個の技術からスター
トして、なんか完成しましたみたいなイメ
ージで言いましたけど、そこにも流通のプ
ロセスとか、ドイツのマインツってフラン
クフルトの近くでしたっけ、その近くから
出てきたのにイギリスに行ったりとか、先
ほど紙はイタリアから持ってきてとか、ス
イスから持ってきてとか、そういう話がで
きて、結構ヨーロッパ全土で、何か昔のイメ
ージでいくと、1500 年って日本だと戦国時
代、室町後期ですかね。その時って移動手段
も徒歩と馬とみたいな世界で流通ってあん
まりされてないのかなっていうふうに思う
かもしれないですけど、結構な流通がもう
既に確立されていて、実際 1 か所そのグー
テンベルクがやり始めて、推しのシェーフ
ァーさんがそれをマインツでやられて、そ
の後どんどんどんどんとヨーロッパに印刷
所がぼこぼこって出来てくるでしょう。ど
のぐらいの期間で広がっていくんですか。 
池田：そうですね。グーテンベルクが 1455
年頃にこちらの聖書を印刷して、もう 1460
年になるかならないかの頃には、バンベル
クだったりストラスブールだったりで印刷
所ができてますし。 
金子：1455 年にやって、1460 年には。 
池田：60 年になるか、ならないかには。そ
うですね、いくつかドイツ周辺の地域に広
まりますし、60 年代に確かもうイタリアに
も入ってた気がする、ローマにも。 
金子：イタリアにも入ってくる。そうすると
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なんか昔の世界ってメディアの革新とかっ
て遅いような印象を勝手に思ってましたけ
ど、今と結構変わらない速度感で新しい技
術っていうのが広がっていくっていうか。 
池田：当時の中世のヨーロッパの貿易とか
情報の流通ってもう半端ないですよ。中世
っていうと英語でもダークエイジズ（Dark 
Ages）っていう言い方が少し前、何十年か
前まであって、暗黒の時代、人々は革新も求
めず分断された地域で貧しく暮らしていた
みたいな、かなり偏見にあふれたネガティ
ブなイメージがあったんですが、もちろん
時代にもよりますけれども、ヨーロッパ流
通貿易のネットワークって本当にすごくて、
それこそ私、美術史で色も研究していると
いうことで、色の素材、顔料というんです
が、その研究も少ししたりしているんです
が、アフガニスタンからとか、インドからと
か、エジプトからとか、顔料を集めて、ヨー
ロッパ中に売っていた。ベネチアなんかア
ジアと本当に古くから貿易をして、例えば
ベネチアに入ってきたウルトラマリンと呼
ばれるラピスラズリを原料とした顔料なん
かが 11，12 世紀のイギリスの写本ではもう
使われているんですね。あとはヨーロッパ
各地でメッセと言って、例えば本に限って
言いますと、ブックフェアみたいなものが
結構盛んに行われていて、フランクフルト
だったりライプツィヒだったりいろんな地
域で行われていて、そこにヨーロッパ中か
ら業者が来てやり取りをして、そういった
記録も多少は残っていますし、私がこの間
研究した例でも、北ドイツに住んでいる貴
族が南ドイツで書物の制作と彩飾を依頼し
て。なんというかこう、Amazon で家に居な
がら発注して、遠くから作られた本が届く

みたいな、現代とそんなに変わらないよう
な感覚で、色々なもの ・人が流通していまし
た。本当に驚くべきなんです。なので私、先
ほど顔料の研究もしていると言いましたが、
一つの本の中でいろんな地域からの顔料が
使われていますし、逆にそういったよく流
通している顔料については、そんなに地域
性がないんです。 
だから、もうヨーロッパの中でグローバラ
イゼーションが行われていると。今、EU と
いうヨーロッパ全体をまとめるような組織
がありますが、彼らはそういったことを中
世からやっていたのかな、というような感
じが、ちょっと飛躍がありますけれども、
EU がああやって存在しているというのは、
中世近世を見ている人間からすると納得で
きますね。 
金子：いや、皆さんどうですか、この昔の話
を、昔は昔だろう、今は最新のトレンドでデ
ジタルでバーンみたいな感じに思いがちで
すけれども、結構そうでもないと。人間は
ね、変わっていないと。 
池田：本当に変わってないと思いますよ。歴
史を研究して面白いのはそこですね。今も
昔も人間は変わってないなって。一人一人
の人間にフォーカスすると適当な輩もいれ
ば完璧主義もいるし、挑戦的だけど、結構性
格悪そうだなみたいな人もいて、それをま
さに発掘して日の目を浴びさせるっていう
作業が面白いですね。 
 

歴史を学び、今を俯瞰する 

 
金子：なるほど。ありがとうございます。逆
に何て言うんですかね。僕なんかは IT に今
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メインにフォーカスしてるわけですけれど
も、昔を知ってる身からして、何かアドバイ
スとか、デジタル考えるんだったら、このと
ころ考えておいた方がいいんじゃないのみ
たいな、そういうのってありますか。
池田：大きく言えば、やっぱり歴史を学びま
しょうということですかね。メディアの転
換に興味があるんだったら、15 世紀半ばの
写本から印刷本へ移る時期の研究はとても
面白いと思いますし。そうですね、やっぱり
何につけてもこう一歩引いて周囲を見渡す
っていうことは大事かなということと、あ
と具体的な事象があった時に、それをちょ
っと抽象化するっていうんですかね、モデ
ル化するっていうんですかね、抽象化して
他の事例と当てはめられないかなっていう
ことを考えるっていうのは——、私はどう
しても歴史を研究して、しかもこんなニッ
チなことを研究していると、なんでそんな
の研究しているの？っていう声がいろんな
方面から聞こえてくるので、その自衛の策
として身に付けたスタンスなんですけれど
も、常に、今自分が研究している小さな分野
を一歩引いて、それを抽象化し、そのモデル
が他に当てはめられないか、そうすること
で他のことにも理解が及ぶのではないかっ
ていうことを意識しています。
そうしてみると、全てやっぱり繋がってく
るんですね。なので何の分野をするにして
も、一旦ちょっと距離を置くというのはい
いかもなと思います。
金子：そうですよね。やっぱりグーテンベル
クで聖書ですって言われると、活版印刷な
んだ！みたいにこうギューって［視野が狭
く］なるけれども、一歩引いてみたら、 「い
や、絵があるじゃない」みたいな、そういう

ふうなところも何か今のお話に通ずるのか
なっていう風に、こう思いながら聞いてい
ました。 

金子：今日は DMC の研究員で理工学部に
お勤めの池田真弓先生のところで、初期の
印刷技術に描かれている装飾を美術史の観
点から研究されているということで、非常
に楽しくお話を聞かせていただきました。 
DMC としてはですね、今皆さんがこうデジ
タルに当たり前のように接している、で、そ
こから先ほど HTML ファイルの話があり
ましたけれども、どんどんどんどんもっと
デジタルっていうものがナチュラルな形で、
もしくはネイティブな形でっていうんです
かね、この出版の話でいくと、どんどんまた
進化を遂げていく、そういったところをぜ
ひ歴史的な背景からいろいろアドバイスを
いただいて、で、みんなで研究をやっていこ
うと考えています。
本当に今日はどうもありがとうございまし
た。
池田：ありがとうございました。
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池田 真弓（いけだ まゆみ） 
慶應義塾大学理工学部准教授・デジタルメ
デ ィ ア ・ コン テ ンツ 統合 研 究 セ ンタ ー
（DMC 研究センター）所員。専門は中・近
世ヨーロッパ美術史、書物史。デジタル画像
の特性を活かした美術史・書物史研究の可
能性を模索している。2002 年慶應義塾大学
卒業。2004 年ニューヨーク大学美術史研究
所修士課程修了。慶應義塾大学デジタルア
ーカイヴ・リサーチセンター（DARC）リサ
ーチ・アシスタントを経て、2010 年ロンド
ン大学コートールド美術研究所美術史学科
博士課程修了、博士（美術史学）。2014 年
4 月より慶應義塾大学理工学部専任講師、
DMC 研究センター所員を兼任。2020 年 4
月より現職。

金子 晋丈（かねこ くにたけ） 
慶應義塾大学理工学部准教授・デジタルメ
デ ィ ア ・ コン テ ンツ 統合 研 究 セ ンタ ー
（DMC 研究センター）所長。専門はアプリ
ケーション指向ネットワーキング。特に、デ
ジタルデータの利活用を促すデジタルデー
タのネットワーク化について研究を行って
いる。2001 年東京大学卒業。2006 年同大
学院情報理工学系研究科博士課程修了、博
士（情報理工学）。同大学院新領域創成科学
研究科での特任助教を経て、2006 年 9 月よ
り慶應義塾大学デジタルメディア・コンテ
ンツ総合研究機構、特別研究助教。2007 年、
同機構特別研究講師。2012 年、慶應義塾大
学理工学部専任講師、DMC 研究センター所
員を兼任。2019 年 4 月より理工学部准教
授。2025 年 4 月より DMC 研究センター
所長。
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投稿論文 

モノとしての書物から何を読み取るか：オープンサイエンス時代の

書物研究における「物理的痕跡」と研究データ 

Decoding the book as a material object:  
material evidence and research data in book history in the age of open science 

安形 麻理 慶應義塾大学文学部 教授 

1 オープンサイエンスの潮流と人文学領域におけるデータ 
1.1 データマネジメントプランの制度化 

21 世紀初頭から、論文や学術書に代表される研究の最終的成果を誰もが無料で制約なく

利用できるようにするオープンアクセスが大きな動きを見せている。さらに近年は、その根

拠となる研究データや分析に用いたソフトウェアなどの公開や二次利用を推進するオープ

ンサイエンスが世界的な潮流となっている。UNESCO は、2021 年の勧告において、オープ

ンサイエンスとは“研究データ、ソフトウェア、ソースコード、ハードウェアを可能な限り

迅速に関係するすべての人々に利用可能にする”ことだと述べている（UNESCO, 2021）。こ

の背景としては、根拠となるデータを公開することで研究の透明性を高め、さらに異なる領

域においてもその研究データが再利用されることにより、イノベーションが起きることが

期待されている。

日本においても、2021 年の第 6 期科学技術・イノベーション基本計画では、大学等に対

する研究データポリシーの策定と、公募型研究資金におけるデータマネジメントプラン

(Data Management Plans: DMP)の提出とメタデータ付与の導入が義務づけられた（内閣府, 
2021）。DMP とは、研究中および研究終了後の研究データの管理と取り扱いについて記述し

た文書を指す。これを受け、2024 年度からの公募型研究資金ではデータマネジメントプラ

ン（DMP）の提出が義務化されるなど、制度的な整備が急速に進行している。

しかし、研究者の側には戸惑いがあることが推測される。論文という研究成果物をオープ

ンアクセスにすることには、APC などの費用の問題を別にすれば、研究者にとって学術コ

ミュニケーションという文脈において理解しやすく、理念的になじみがよい。しかし、その

過程で生成されるデータを他の研究者と共有することはこれまでは一般的ではなく、共有

しやすい形への整備や必要なドキュメント作成の手間、データ作成に対する正当な評価が

行われないことへの懸念なども予想される。

2020 年に日本の研究者を対象に行われた池内と林による調査では、DMP を書いた経験が

ある研究者は全体でわずか 20％だった （池内と林, 2021）。2024 年の調査では 40％に増え
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ていたものの、分野間の違いが大きく、人文学・社会科学では 30%に過ぎない（池内と林, 
2026）。 
データの公開と再利用についても複数の調査が行われているが、定義自体にもゆれがあ

るため、結果は大きく異なる。たとえば、Tenopir ほかが実施している全世界の研究者を対

象とした質問紙調査の結果では、2014 年に何らかのデータ共有を行った研究者は 9 割

（Tenopir et al., 2015）、2018 年にデータの再利用を定期的に実施している研究者は 38.4％だ

った（Tenopir et al., 2020）。一方で、Sakai と Kurata ほか（2023）による 2018 年刊行論文を

対象にした調査では、データ公開が 9％、データ再利用が 25％と大幅に低い。Pasquetto や

Borgman ほかによるメタ分析では、研究者は公開されているデータや他の研究者からのデ

ータを比較するという目的で探すことはあるものの、分析したり自分のデータと統合した

りするのはまれであることが示されている（Pasquetto, I.V. et al., 2019）。ただし、2021 年 11
月に日本学術振興会が 『人文学・社会科学におけるデータ共有のための手引き』を公開して

おり、ここからは社会調査データや公的統計といった量的データの蓄積がある社会科学分

野が記述の中心とはなっているものの、人文学においてもデータの共有が意識されている

ことがわかる（日本学術振興会, 2021）。 

1.2 人文学における「データ」 
こうした DMP の義務化やデータ公開の制度設計が進められるなか、自身の研究を標準的

なデータ管理の枠組みに適合させることに困難を感じている人文学研究者は多いと考えら

れる。もちろん、人文学の中でも状況は一様ではない。たとえば地理空間情報（GIS データ）

は整備やデータセットの公開が早くから進んでいることから、歴史学では GIS データを活

用したデジタル・ヒューマニティーズのアプローチからの研究が盛んであるし、文学作品に

現れる地名の分析や、書物の来歴に関する研究などにおいても幅広く活用されている。しか

し、このようにある意味では扱いやすいデータばかりではなく、数値化、標準化されにくい

要素も多い。

そこで、本稿では、対象の「物質性 （materiality）」を重視する人文学の領域の典型として、

書物そのものを研究対象とし、物理的なモノとしての特徴およびそれによる本文の伝達を

扱う書誌学に着目する。書誌学においては、対象資料の書誌情報や成分分析結果など、一般

的にデータとして認識されやすいものも扱われる一方、羊皮紙や紙の手触りや色味といっ

た質感や、装飾の豪華さや洗練度、またそこから推測される用途、斜めから光を当てて観察

することによりはじめて読み取ることができる表面を削った痕、印刷の圧力、罫線の状態の

観察など、「データ」という言葉では認識されていないであろう物質性がその書物の成立過

程を明らかにするうえで極めて重要である。書物の中のテキスト部分ではなく、装飾や挿絵

に焦点を当てる美術史学からのアプローチにおいても同様である。また、テキストを対象と

する文学研究においても、あるテキストがなぜその形で存在しているのかを理解するには、

草稿、清書、植字、印刷、校正、製本などといった書物制作の工程を検討することが不可欠

な場合もある。写本のように一点ずつ制作される書物はもちろん、15 世紀にヨーロッパで

金属活字を用いて印刷された初期印刷本（インキュナブラ）のように印刷後に人手で装飾や

朱書き、製本が行われ、複製物であるという印刷本の特徴と一点物の写本としての性格をあ

わせもつ資料では、こうした物質性に着目した研究が活発に行われている。
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また、このような領域では、伝統的に、共同研究ではなく単独で調査することが主流であ

って研究の途中でのデータ共有の必要性が薄いこと、研究課題の固有性が高く他人の調査

結果の再利用が難しいこと、それがデータの扱いに影響していることが予想される。そこで、

書誌学においては何がデータとみなされるのか、研究対象としての物理的な書物からどの

ようなデータをいかにして読み取っているのか、ということ自体が問いとなる。 
書物は筆写、活版印刷、装飾、製本など、さまざまな技術と文化が交叉する場であり、物

理的な特徴を観察、調査することから、その制作工程や読者による受容について豊かな手が

かりを得ることができる。この手がかりを「データ」と捉えることができるだろう。本稿の

目的は、写本やインキュナブラの現物から、あるいは印刷複製版 （ファクシミリ）から、デ

ジタル画像から、書誌学、美術史学、文学といった分野の研究者たちがどのような物理的痕

跡（material evidence）をデータとして読み取り、研究に活用しているのかを考察することで

ある。 
 

2 国際シンポジウム「モノとしての書物から何を読み取るか」に見る書物研究のデータと

方法論 
2.1 シンポジウムの概要 
前節の背景をふまえ、2025 年 11 月 29 日、慶應義塾大学三田キャンパスにて、国際シン

ポジウム「モノとしての書物から何を読み取るか：書物史研究におけるデータ、痕跡、そし

て方法論（Decoding the Book as Material Object: Data, Traces, and Methodology in Book History）」
を開催した （図 1）。科学研究費補助金基盤研究(B) 「DMP を中核とする研究プロセスへの変

革：オープンサイエンス時代の研究データ管理」（課題番号：24K03229、研究代表者：倉田

敬子）の主催によりハイブリッド形式で実施したもので、筆者が総合司会を務め、写本やイ

ンキュナブラを対象に書誌学、美術史学、中世英文学という多様な角度から取り組んでいる

5 名の研究者が、各自の研究においてどのようなデータを得ているかについて発表した。ま

た、休憩時間には関連する資料の高精細ファクシミリ （オリジナルと同じ大きさ、装丁で作

られた写真複製本）の小展示も行った。本節では、シンポジウムの内容を簡潔に報告する。

なお、シンポジウムは英語で行われたが、本稿では日本語で表記する。 
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図 1 シンポジウムのプログラム 

 
倉田敬子 （慶應義塾大学名誉教授）による趣旨説明では、多様な学問分野において、研究

データとは一体何か、研究プロセスの中でデータはどう位置づけられるかという問いが提

起された。統計分析に用いるような大量の数値データのみではなく、書物の余白に残された

手書きのメモ、インクの成分、製本の物理的痕跡、あるいはそのデジタル画像もまた、書物

研究における重要なデータでありエビデンスを構成するという立場が示された。 
 
2.2 インキュナブラを対象とする書誌学研究 

基調講演の 1 件目は、エリック・M ・ホワイト（プリンストン大学図書館貴重書部門副館

長兼シャイデ図書館長）による「Excavating Gutenberg Bibles: Layers of Evidence, Problems, and 
Methods （グーテンベルク聖書の「発掘」：証拠の層、問題点、そして方法）」という演題で、

書誌学者の立場から見たデータについて語られた。 
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ホワイトは、ヨーロッパにおいて金属活字を用いて印刷された最初の本格的な活版印刷

本であるグーテンベルク 42 行聖書の現存本を、製本材料などに再利用されてしまったもの

を含め、長年にわたり調査してきた （White, 2017a）。そうした中には、冊子体の形で残って

いるものはもちろん、1 枚ずつばらばらにされて流通しているもの（リーフ、あるいはオリ

ジナルの原葉に解説をつけて冊子に仕立てたリーフブック）もあれば、別の書物の表紙とし

て使われた例も （White, 2017b）、製本時の補強材料として再利用されてしまったものもある。

その経験に基づき、書物の物理的側面を人間の活動によって堆積された物質的な証拠の 「地

層」になぞらえ、「書物の考古学（archaeology of the book）」としてとらえるという概念を提

示した。基礎的なレベルとしての 3 層、つまり、①現存する書物の発見、②支持体（紙と

羊皮紙）、③活版印刷、次に印刷終了後の流通と使用に向けた最終準備に関わる 3 層、つま

り、④手書きの朱入れ、⑤彩色・装飾、⑥製本、があり、これは各地域あるいは各現存本

に固有の段階である。また、特定の書物が実際に読者によって使われていた期間に関わる利

用の痕跡として、⑦学者による注釈、⑧教会や修道院における聖職者による典礼用の印、

⑨来歴という 3 層、最後にその後の期間に関わるものとして、⑩現代的な介入（損傷、欠

落、改変、修復、再製本、その他の古書愛好家による関与）の痕跡が考えられる。ただし、

この 10 層は単純に垂直に重なっているわけではなく、それぞれが書物の物理的な諸側面に

影響を及ぼしうるので、デジタルなツールを使って、あるいは肉眼でよく観察することによ

り、証拠を発掘することができる。こうしたものは、必ずしもわかりやすい形で記録される

わけではないが、いずれも書誌学的なデータとみなすことができる。 
デジタル画像は多くの現存本を調査するうえで極めて効率的であり、特に比較において

威力を発揮するものの、限界もあることが示された。たとえば、紙の透かし模様は現物調査

であれば、裏から光を当てれば肉眼で観察できるが、所蔵機関によるデジタル化では通常は

紙の透かし模様は撮影されない。また、製本に施された空押し模様は、製本の時期や場所を

特定するうえで重要な手掛かりとなるが、現物調査であればいろいろな角度から見ること

で判断しやすくなるのに対し、革の色が暗い、劣化している、表面が反射しやすい、などの

要因により、よほど工夫を凝らさないと、模様がきちんと読み取れるような撮影は難しい。

あるいは、インクを使わずに余白に金属製スタイラスなどでつけられた×印は、ページをめ

くっていれば気付きやすい利用の痕跡であるが、正面から撮影した画像には写らないため

調査できないといった例があげられた。 
 

2.3 写本の美術史研究 
2 件目の基調講演は、パメラ・パットン （プリンストン大学美術・考古学部門 中世美術

インデックス所長）による 「ピクセルを超えたまなざし：写本美術史家がモノの調査を依然

として必要とする理由（Looking Beyond the Pixel: Why Medievalists Still Need Material Study of 
the Manuscript）」である。13 世紀後半のスペインでアルフォンソ 10 世が制作させた挿絵入

り羊皮紙写本『聖母マリアの古謡集』（エル・エスコリアル王立図書館所蔵、MS T-I-1）の制

作の背景や用途、絵師の裁量を明らかにすることを目指す研究において （Patton, 2012; Patton, 
2016）、印刷版ファクシミリ、デジタルファクシミリ、そして写本の現物を対象にした調査

から、どのようなデータが得られたかについて述べられた。 
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デジタル画像の最も大きな利点としては、研究資金や物理的な移動、あるいは仕事上のコ

ネクションといった制約なしに、誰もがアクセス可能になったという「民主化

（democratization）」があげられる。デジタル写本学という新たな学問領域が現れてきており、

デジタル画像を単なる複製物を超えたものとして、文化的遺産として位置付ける研究者も

いる。さらに重要なことに、一定のネットワーク環境が必要だとはいえアクセスの制約が減

少したことは、多様な背景を持ち、新たな手法や観点を持つ人々が研究に加わることを可能

にした。そこにおいて、デジタル画像は最初の問いを立てるうえで有効である。 
ただし、いかに高解像度の画像であっても、書物の物理的な大きさ、金箔の厚みといった

質感、羊皮紙の手触りなどの触感といった物理的特性を伝えることはできない。この写本は

49.0 x 32.6 cm と 1 ページが A3 よりも大きく、256 葉の分厚い羊皮紙からなる。しかし、実

際にそのページをめくるという身体的なアプローチなしでは、これが、歌うのに共同で用い

る実用的な書物ではなく、裕福な王侯貴族が個人的に鑑賞するための宝物として制作され

たというもともとの機能を理解するのは難しい。こうした物理的な存在としての書物を理

解するうえでは、印刷版ファクシミリは極めて有効である。ただし、印刷技術のレベルに依

存するところが大きい。今回のシンポジウムで展示しているファクシミリは 2011 年刊行の

優れたフルカラーのものであり、以前のファクシミリよりも細部の観察が行いやすい。 
また、急いで仕上げたことによる装飾職人の手抜きや間違い、写本制作の監督者による余

白への指示やそれを削った痕跡、下描きからの微細な修正痕などは、現物を子細に観察して

初めて得ることができる。たとえば、図 2 に示した挿絵には、父親の不信仰に対する罰とし

て頭が逆さになって生まれてきた赤ん坊を魔術師マーリンが受け取る場面が描かれている。

白枠で囲った部分を見ると、足の下にうっすらと上下逆さの横顔が見える。つまり、下絵の

段階では直前の場面（本図には示していない）と同じく横顔が描かれていたのが、完成した

挿絵では体は後ろ向きだが、顔が読者の方を向いた形に修正されていることがわかる。これ

は、こうした豪華なゴシック写本で通常想定されるような厳格な指示なしに、絵師たちが制

作過程において創造性や即興性を発揮できる余地があった可能性を示唆している。 
この修正痕は、ひとたび存在に気付けばデジタル画像や紙の高精細ファクシミリ版でも

視認できるが、現物調査によって初めて気付いた修正痕であった。解像度が制約となること

は当然あるが、それだけではない。羊皮紙写本では不要になった下描きや指示、あるいは間

違いなどを表面から削りとることは珍しくなく、それは表面にごくわずかな質感の変化を

もたらす。その痕跡は光の当て方を変えたり、自分が頭を動かして様々な角度から見ること

によって観察可能となるが、デジタル画像やファクシミリでは平坦な二次元画像となって

しまうため、こうした質感の違いに気付くのが極めて困難になってしまうためである。 
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図 2 『聖母マリアの古謡集』(Cantigas de Santa María) 第 108 番（部分） 
(オリジナルはエル・エスコリアル王立図書館所蔵、MS T-I-1), f. 155v 
（画像はファクシミリ版より ：Alfonso X, Fernández Fernández, L., Ruiz Souza, J. C., & Fidalgo, 

E. (2011). [Las cantigas de Santa María]. Patrimonio Nacional.  慶 應 義 塾 図 書 館 , 
141Y@76@3@1） 
 
こうした事例に基づき、パットンは、デジタル画像が研究を民主化し、問いを立てるのに

貢献する一方で、その問いに答えるためには現物の調査が依然として不可欠であることを

示していると結論付けた。 
 
2.4 インキュナブラ：美術史学研究の事例 
 池田真弓（慶應義塾大学理工学部）は、グーテンベルク聖書の装飾やイニシャルに着目し

た研究事例を紹介した。初期のインキュナブラでは、装飾は購入者が職人に指示して施させ

ることが一般的であるため、現存本によって異なり、そのスタイルなどから装飾が施された

場所の推定が可能である。先行研究からは、グーテンベルク聖書が印刷地マインツだけでな

く、ドイツ国内外に広く流通していたことが明らかになっている（König, 1979）。 
池田は現存する 49 冊のグーテンベルク聖書のうち 4 冊がエルフルトで装飾されており、

うち 3 冊は製本もエルフルトでなされたことに着目し、同地の書籍商がマインツの印刷業

者から複数冊をまとめて購入し、装飾、製本させたうえで、地元の宗教機関に販売したとい

う説を提唱した （池田, 2013）。また、ブルゴス本とモーガン・ライブラリー＆ミュージアム
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本の 2 部の現存本は、装飾スタイルが酷似していることから、フスト・マスターと呼ばれる

画家が手がけたものであったことを明らかにした（Ikeda, 2012a; Ikeda, 2012b）。フスト・マ

スターとは、グーテンベルクのパートナーだったフストと弟子だったシェーファーが設立

したフスト・シェーファー印刷所の印刷本を多く装飾した画家の通称である。そこで、池田

は同印刷所がこの 2 部を所有していたという仮説を立てて調査するなかで、植字工による

印が書き込まれているのを見つけ、同印刷所が 1462 年に刊行した聖書の原稿としてこれを

用いたことを示すことができた。さらに、トリーア本も、装飾や朱字のスタイルから、同印

刷所が所有し、装飾させた 3 冊目のグーテンベルク聖書であることを明らかにした。そこか

ら、フスト・シェーファー印刷所が、グーテンベルクの聖書売れ残りや半端な折丁を引き取

ったのではないかと推測している（Ikeda, 2025）。 
 このように、池田は美術史のアプローチにより得られた装飾スタイルという手がかりを

データとして用いることにより、書物の生産、販売、流通、利用の歴史に関する書誌学的な

知見が得られることを示した。 
 
2.5 インキュナブラを対象とした中世英文学研究の事例 
 徳永聡子（慶應義塾大学文学部）は、イギリス最初の出版業者ウィリアム・キャクストン

が翻訳、編集、印刷した聖人伝集『黄金伝説』（1483/84 年）の批判校訂版作成プロジェクト

におけるデータに焦点を当てた （Jacobus de Voragine, 2020）。そして、印刷本の編集は、固定

されたテキストの単純な翻刻作業にとどまらず、本文の生成過程、書物の構造、さらには職

人の仕事といった諸側面の地層を掘り起こす発掘行為であることを論じた。 
まず、本文の生成過程という第一の層において、キャクストンは単なる翻訳者ではなく、

フランス語訳に依拠しつつ、中世後期イングランドの典礼暦の枠組みを付与し、同時代の社

会的・宗教的動向を反映させ、さらに自身が印刷した Polychronicon（1482 年）から文章を

補うなどして、主体的にテキストを編纂していた。こうしたテキストの改変を理解するには、

書物の構造の調査が不可欠である。 
第二の層は、物質性という書物の構造に関わるものである。『黄金伝説』は複雑な印刷工

程を経ており、一部のセクションでは異なる活字や紙を使って組版と印刷が二度行われた

ため、いわゆる「理想本」は構築できない。さらに、18〜19 世紀の「書物狂（bibliomania）」
の時代には、不完全な現存本から切りとってきた紙葉や複製の紙葉を組み合わせて、欠葉が

なく完璧に見える 1 冊を人工的に仕立て上げ「手を加える （sophistication）」という改変行為

が広く行われていた。校訂版作成の底本には、できるだけ均質な現存本を選ばなければなら

ない。 
また、イニシャルは本文の印刷後に専門の職人が書き入れたため、現存本ごとに異なって

いる。改変の有無と均質性の判断、印刷中に職人によってなされたテキストの修正や事故に

よる現存本ごとの微細な差異の検出、職人や後世の所有者などがその現存本に残した痕跡

という物質的な地層を正確に理解するには、現物調査が欠かせない。その発掘調査で得られ

るすべての手がかりがデータということになる。 
 

2.6 インキュナブラを対象とした活字研究と書誌学 
筆者（慶應義塾大学文学部）は、グーテンベルク聖書の活字に関する研究を題材に、デジ
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タルな手段と物理的な現物の観察について論じた。19 世紀以降のインキュナブラ研究にお

いて、活字は重点的な研究対象であり、印刷業者や年代の推定などに活用されてきた。特定

の印刷業者が用いた活字について、文字種ごとに代表例を一つずつ示した活字一覧は、基礎

資料としてデータベース化されるなどして現在も使われ続けている。従来、グーテンベルク

は金属製の父型と母型を作成し、一つの母型を繰り返し用いて同じ形の活字を大量に鋳造

したと考えられてきたが、近年、最初期の 1450 年代から 1460 年代における活字鋳造方法

について疑問が呈され、検討が必要とされていることが背景にある（安形, 2010）。 
デジタルな分析手段としては、ページ画像から 1 文字ずつの活字画像に分割し、各画像デ

ータにトランスクリプションデータ、X 座標と Y 座標、文字の幅と高さのデータを付与し

ている。活字画像に関するこうしたデータからは、活字を構成する各部分の相対的な関係や、

印刷上のベースラインからのばらつきの度合い、形の微細な違いの検証など、肉眼による観

察では困難な分析が可能になる。省略記号付き文字を対象にした省略記号と文字本体の距

離の統計的分析からは、複数の母型が併用されたことを裏付けることができた（Agata, M, 
and Agata, T., 2021）。また、隣接する 2 文字の並び（2-gram）をプログラムで照合すること

で、植字規則からの逸脱を検討することも可能になった。こうした分析や、また世界中に分

散している現存本のデジタル画像を重ね合わせることによる体系的なテキストの比較（校

合）は、肉眼による現物調査では不可能な規模の調査を可能にし、それにより印刷工程の解

明が進んでいる。 
一方、デジタルデータによる研究だけでは限界があり、現物の観察も欠かすことができな

い。たとえば、印刷時の圧力は正面から撮影した一般的な画像からは読み取ることが難しい

が、現物であれば見る角度を変えたり斜めから光を当てることで見やすくなる。そのため、

現物の方がインクの汚れが付いただけか印刷されているかどうか、手書きによる修正か印

刷されているのかどうかといったことを判別しやすい。実際に、デジタル画像による校合

（比較）を行った結果、テキストに違いがあることはわかったものの、紙の表面を削って手

書きで修正をしたのか、活字が差し替えられて印刷の時点で修正がなされているのか、画像

だけでは判別できずに、現物の印圧と表面の質感の違いによって確定できた事例があった。 
たとえば、図 3 左は片面しか印刷されていないページに斜めから光を当てたところで、裏

面からの活字の食い込みがはっきりわかる。図 3 右は通常光で撮影された典型的な画像で、

高精細ではあるが、こうした表面の凹凸を見ることはできない。また、洋書の画像は通常は

1 ページずつ撮影、公開されるため、ページの裏表などの基本的な物理的関係さえわかりに

くくなってしまう。たとえば、図 4 上ではページに 2 か所の黒い円形があるが、図 4 下に示

した裏ページの対応する位置を見るとそれぞれ同様の円形があることから （図の水色同士、

緑色同士がそれぞれ表裏で物理的に同じものである）、物理的に穴が開いている紙葉を撮影

したときに下に敷いた黒い布が写っているだけであり、印刷されたものでもインク汚れで

も異物の痕跡でもないと判断できる。現物ではページをめくるだけでごく簡単に確認でき

ることであるが、デジタル画像では、2 枚の画像の縮尺を揃え、ページの端からの位置を測

定するか、画像を裏返しにして重ね合わせるなどといった煩雑な作業が必要となる。 
ただし、現物の物理的な痕跡から得られる知見や解釈は「目を鍛える」ことによって増え

るため、共有や伝達が難しい。デジタルデータと現物の直接的な調査から得られるデータを

どのように組み合わせていくかは、手法の発展とともに一層重要な課題となるだろう。 
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図 3 慶應本グーテンベルク聖書 ：片面のみ印刷されているページ（慶應義塾図書館, vol. 1, 
246v） 
左：斜めから光を当てて撮影した画像 
右：通常の照明で撮影され、デジタルコレクションから公開されている同ページ画像 
（画像出典：慶應義塾大学メディアセンターデジタルコレクション. グーテンベルク 42 行

聖書. https://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja/gutenberg） 
 

図 4 グーテンベルク聖書の紙に開いた穴（オックスフォード大学図書館, Arch. B b.10. vol. 
1, 004r b22） 
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上：f. 4r、下：f. 4v 
（画像出典：https://iiif.bodleian.ox.ac.uk/iiif/viewer/?iiif-
content=https://iiif.bodleian.ox.ac.uk/iiif/manifest/bea56620-793f-4dee-875d-
ff051563292a.json#?c=0&m=0&s=0&cv=0&r=0&xywh=-259%2C-100%2C5900%2C7290） 
 
3 書物を対象とする研究におけるデータと DMP の展望 
 
本稿では、2025 年 11 月に開催した国際シンポジウムでの発表に基づき、書誌学、美術史、

中世英文学などの領域において、書物から得られる何が「データ」として捉えられ、どのよ

うに活用されているかを捉え直した。こうした領域における「データ」とは、単に標準化・

数値化された書誌情報や高精細な画像データにとどまらない。書物に残された手書きの注

釈や朱入れ、紙・羊皮紙の質感や透かし模様、製本の構造、活字の微細な印圧、さらには制

作過程で生じた修正、余白に書き込まれた挿絵の指示や装飾といった物理的痕跡そのもの、

あるいはそれらが消された痕跡を、極めて重要な研究データとみなすことができる。ただし、

こうしたデータは、わずかな差異や違和感、質感の違いに気が付くことにより取得できるも

のであり、「目を鍛える」ことが必要である。デジタル画像は比較を行う際には効率的で正

確であるものの、物理的に存在している 3D の現物としての書物を、文字通りさまざまな角

度から観察することにより初めて得られるデータも多い。 
また、これら現物由来のデータと、デジタル画像を用いた解析や統計的手法によって得ら

れるデジタルデータとを相互補完的に組み合わせていくことが、今後の書物史研究におい

て不可欠であることが示された。本シンポジウムでは時間の関係でほとんど触れられてい

ないが、使われている顔料やインクの成分分析や、3D 撮影でないと得られないようなデー

タもある。シンポジウムの事前イベントとして開催した書物の現物調査に関するワークシ

ョップ、および、具体的なインキュナブラを対象としたワークショップにおいては、そうし

た新しい手法についてもとりあげられた。書物研究においてはデジタル画像が頻繁に参照

されており、原資料の所蔵機関が画像を公開する際の国際的な枠組みである IIIF も普及が

進んでいるため、比較研究や注釈付けをデジタル上で行いやすい環境が整ってきている。し

かし、特に初学者ほど、デジタル画像に過剰な期待をかけ、パソコン上ですべての問いを立

てることができ、すべての問いに答えうると考えてしまいがちであり、現物からしか得難い

データに気付かないおそれがある。 
 一方で、このような人文学固有の研究データの管理と共有には、独自の課題が存在する。

書誌学研究者らが調査・観察の過程で収集・記録するデータ（ノート、スケッチ、撮影写真、

比較用メモ等）は、研究者個人の「目を鍛える」プロセスや固有の関心と深く結合しており、

極めて個人的な形式で蓄積・保持される傾向が強い。そのため、自然科学や社会科学のよう

に汎用的な「データセット」としてリポジトリ等で広く一般公開される事例は、現時点では

極めて限られている。  
しかし、データ共有がまったく行われていないわけではない。研究者同士の個人的なネッ

トワークや特定の共同研究コミュニティ内において、非公式かつ限定的にデータが共有さ

れ、知見の交換が行われている実態もある（Agata, 2026）。ただし、こうした個人的共有が

どのような範囲で、どのように行われているのかという、具体的なプロセスはこれまで十分
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に把握されてこなかった。そうした制度的ではない個人間の共有は、現在の DMP に関する

議論からは抜け落ちていると考えられる。 
そこで、今後は、書誌学や美術史学など書物を対象とする人文学領域の研究者が、研究プ

ロセスの各段階においてデータをどのように生成、記録、保存、共有しているのかという「生

の実態」を明らかにすることが重要な課題となる。本科研費による研究プロジェクトでは、

データの共有や管理が先行している医学、太陽地球系物理学、社会科学という 3 分野および

人文学分野という、あわせて 4 領域の研究者に対するインタビュー調査を進め、質的な分析

によりそれを明らかにすることを目指している。その中において、筆者は人文学領域に特有

のデータのライフサイクルや研究慣行を尊重しつつ、研究プロセスの中にデータを適切に

位置づけ、人文学研究者にとって実効的かつ持続可能な DMP の検討を進めていきたい。 
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シンポジウム 
 

DMC シンポジウム 2025 
「情報と人間——情報システムはどこまでコンテクストに寄り添えるのか？」 
 
日時：2026 年 3 月 17 日（火）14:00-17:00  
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス 来往舎 シンポジウムスペース 
 
シンポジウム概要 

 
人類は、自身にとって価値ある情報を得るために、古くは図書館、昨今ではインターネ

ット検索エンジン、SNS プラットフォームや生成 AI モデルなどの情報システムを生み出
し利用してきた。しかしながらこれらのシステムは、経済的合理性や物理的、工学的特性
=制約を前提として設計されているため、情報を捨象、一般化、言語化、カテゴリー化し
て扱わざるを得ず、本来は多様であいまい、しかも言語化が必ずしも容易ではない、一人
ひとりにとって異なる「価値ある情報」が提供しきれていないという根源的な矛盾を抱え
ている。むしろ人間側が、既存の情報システムに迎合し、システムの都合に合わせて自分
の求める情報を意識的/無意識的に調整することで(擬似的な)満足感を得ている状況が起き
ている。それでは、真に個人に向き合い、一人ひとりにとって異なる「価値ある情報」を
提供するシステムを構築することは可能なのだろうか？この自己矛盾的な問いに挑むべく、
図書館情報学、社会学、工学、哲学等の様々な視点から議論を行う。 
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ご挨拶 
 

奥田 暁代 
（常任理事、慶應義塾大学法学部教授） 

 

本日は、第 14 回 DMC シンポジウムにご

参加くださり、誠にありがとうございます。

ただいまご紹介いただきました、慶應義塾で

常任理事を務めております、奥田でございま

す。 

この日吉キャンパスにはいくつもの研究

センターがありますが、なかでも DMC（デ

ジタルメディア・コンテンツ）統合研究セン

ターはユニークです。多様な分野の方々が共

に活動し、知を融合させることで新たな知を

創り出す、そんな刺激的な「知の拠点」とな

っています。 

少し自己紹介をいたしますと、私は、この

DMC に関わっていらした松田隆美先生と同

じく、慶應義塾大学の英文科出身です。印刷

されて装丁された本に魅せられて数十年とい

うところです。デジタルというよりは、アナ

ログな人間であります。本日のテーマは「情

報と人間——情報システムはどこまでコンテ

クストに寄り添えるのか？」です。私自身も

この問いについて考えてみました。「コンテ

クスト（Context）」は、「Con（一緒に）＋

Text（織ること）」。背景や状況、文脈を指

すことば、と言えるでしょうか。 

いまは情報を得ることがきわめて簡単に

なりました。図書館のアーカイブに入り資料

を収集することが、研究の大事な一端でした

から、こうも簡単になりますと、自身の、研

究者としての、存在意義を疑ってしまいそう

です。 

何日もアーカイブに通いながら、19 世紀

に書かれた手紙を丁寧に読み込んでいく。ア

ーカイブには何も持ち込めませんので、備え

つけの鉛筆と用紙で地道にノートを取ってい

く。これぞ「研究」！と思っておりました。

考えてみれば、それもいつの間にかデジカメ

の持参が認められ、手紙をそのまま撮ること

ができるようになり、「楽になった」と思っ

たものです。こだわりはどこへ行ったのか、

と自分に呆れてしまいます。いまは自宅にい

ながらにして、150 年前に出版された新聞も

100 年前に書かれた日記も、そのまま読むこ

とができます。これによって、何が変わった

のでしょうか。情報量は圧倒的に増えました。

鉛筆でノートをとっていた時とは雲泥の差で

す。ですが、変わったのは量だけではありま

せん。 

写真を撮れば、手紙の紙質、インクの色、

筆跡、誤字脱字まですべて記録されますし、

封筒の切手から消印まで、当時の「状況」を

読み取れるようになります。新聞となれば、

紙面全体を繰り返し読むことができ、ノート

を取っていたときとは違い、マストヘッドか

らイラスト、広告まですべてが目に入ります。

当時の読者や社会の「背景」をおのずと知る
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ことになります。これこそが、「コンテクス

ト」です。文脈という意味でも、なぜこの詩

がこのページのこの位置に掲載されているの

か、その前後にあるものを見ながら考えるこ

とができます。 

ということは、情報は時代と時代を繋ぎ、

人と人を繋いでくれるのではないか。そう思

いたいところです。そこにはまだ「個人」が

存在する、と。 

最近は、生成 AI によって情報が画一的に

提供されることに漠然と不安を感じるなか、

「人間性」はどうなるのだろうかと、やはり

漠然と考えます。本日のシンポジウムでは、

一人ひとり異なる「価値ある情報」の提供、

真に個人に向き合う情報システムの構築は可

能かという問いに挑むとうかがっており、た

いへん楽しみにしてまいりました。皆さんと

共にしっかりと学ぼうと思います。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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シンポジウム趣旨説明 

 
金子 晋丈 
（DMC 研究センター所長、 

慶應義塾大学理工学部准教授） 
 

DMC 研究所長を務めております金子
と申します。本日はお越しいただきまし
てありがとうございます。オンラインの
方も見ていただいてありがとうございま
す。 
今日のシンポジウムなんですけれども、

今、奥田先生の方から素敵なご挨拶をい
ただきましたけれども、自分が欲しい情
報っていうのは一体何なのか。例えば今、
我々が生活している空間では、情報って
いうのは雨あられのように降ってくるも
のだというふうに、皆さん感じられてい
るのではないかと思います。 
一方で、もう少し自分の前にある、い

わゆる情報とされている、YouTube のリ
コメンデーションであったり、いろんな
X から流れてくるメッセージとか、ウェ
ブページに書いてあるような記事である
とか、そういった自分の目の前に置かれ
ているいわゆる情報だけじゃなくて、も
う少し俯瞰的に、こう地球規模に距離を
置いて見てみますと、どれだけのファイ
ルが世界中に散らばっているのか。これ
は昔、例えば書籍として出版されてとい
う形の情報の流通とは桁違いに多くの数
の、いわゆる情報とされているものが
日々作り出されていて、そしてそのごく
ごくわずかな分だけが自分のところに来
ているということに、気づかれることだ
ろうと思います。 

そういった中で、我々の社会システム
というのは、図書館という、旧来ながら
のと言ったらちょっと奥田先生にあれな
んですけれども、分類された学問形態に
基づいて、配架され並べられていて、そ
こに我々が足を使って訪問し、そこから
情報を得るというところから、そういっ
た世界がどんどん崩れてきているように
なっているかと思います。 
これは決して、いわゆる知と呼ばれる

ような学問的な世界観だけではなくて、
エンターテインメントの世界であっても、
CD というものがどんどん消えて、映画
というものがちょっと斜陽しかかってき
ていて、そういったところも含めて、い
わゆるメディアコンテンツ、もしくは
我々が消費するいわゆる情報というもの
が大きく変容してきている時代かなとい
うふうに思います。 
そんな中で、情報という言葉を改めて

考えてみますと、ただ単に情報学的に定
義された情報量とかファイルサイズとか
そういう話ではなく、今我々が本当に何
を求めているんだろうか、それも短期的
に欲しいものなのか、長期的に知ってお
いた方がいいものなのか、そういったこ
とを、今の ITシステムなり情報システム
というのは、あまり上手にハンドリング
してくれてないのではないかなというふ
うに考えております。 
そういった問題意識に立って、じゃあ

我々はどうしたいんだっけ。ただ単に、
日々どこかの国の誰かが作り上げたアプ
リケーションやサービスに流されて、
「こんなサービス出てきたよ」「こんな
システムになったよ」と右往左往すると
いうよりも、我々がもう一度立ち返って、
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自分というものはどういうふうに情報と
いうものに接したいのか、もしくは接す
ることができるのか。それを技術的な側
面だけじゃなくて、いろいろな他の側面、
人文的な側面、社会的な側面、そこをい
ろいろな先生方の話を伺いながら考えて
いきたいなというふうに思っている。そ
れが今日のシンポジウムの趣旨でござい
ます。 
今日は、前半 2 名の先生にご講演いた

だきまして、その後、DMC の所員の方
から 3 名、主に技術に関するところをお
話しいただこうと思っています。その後、
最後にパネルディスカッションというこ
とで、非常に難しい問いでありますし、
決して答えが即日、今日出てくるような
問いでもないと思います。我々は DMC
として、この問題にきちんと向き合って、
そしてそれに対して少しでもいいから前
進するということを、今日、シンポジウ
ムを通して発信できたらなというふうに
思っております。 
以上、簡単ではございますけれども、

趣旨説明といたします。午後 1 日、重い
話ですけど、楽しんで聞いていただけれ
ば、もしくは参加していただければと思
います。ありがとうございます。 
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招待講演 1 
状況に埋め込まれた行為を記述すること：

システム開発研究への含意を考える 

 

池谷 のぞみ 

（慶應義塾大学文学部教授） 

 

今、ご紹介にあがりました池谷と申しま

す。結構壮大な問いを前に、ちょっとどうし

ましょうって思っておりますが、私は図書館

情報学と、社会学の中でも特にエスノメソド

ロジーというものを専門にしておりまして、

情報行動研究とかユーザースタディみたいな、

現在では人間中心主義設計などのような形で

標準化されたことの大元になった研究を取り

上げていきます。そこから少しひも解きなが

ら、現在どんなふうに研究として取り組んだ

らいいのかとか、社会の中で、先ほど金子先

生、奥田先生からあったような、偽情報やAI

の登場との関わりで、結構私も混乱しつつあ

るし、どう学生に教えたらいいかというとこ

ろも非常に迷う日々ですので、そこを皆さん

とご一緒に考えられたらというふうに思って

おります。よろしくお願いいたします。 

今日の流れとしては、頂いた問いをその

まま受けて、価値ある情報を提供するという

ことはどういうことなのかを、文脈に立ち帰

って考えるということがどういう意味がある

のか、それを研究として行うとはどういうこ

となのだろうか、それをもし情報システム開

発に意味があるものとして出すとしたらどの

ようなことなのか、この最後の部分について

はなかなか難しいのですが、最近 JSTのさき

がけの研究領域「社会課題を解決する人間中

心インタラクションの創出」に、プロジェク

トのアドバイザーとして関わっているなどし

て、日々考えていることもありますので、ご

共有ができたらというふうに考えております。 

1つが情報行動研究、もう 1つがヒューマ

ンコンピュータ・インタラクションという、

大きく2つの流れをとおしてお話をしたいと

いうふうに思います。それぞれは、従来あま

り関係づけがそんなにはなされてきていない

のですが、あえて今回はこの2つの関係づけ

を行ないながら、このあたりの研究領域から

今回の問いを考えてみたいと思います。情報

行動研究というのは図書館情報学を中心に研

究がされてきたこと、ヒューマンコンピュー

タ・インタラクションというのは、今では多

様な分野の研究者が入ってきているのですが、

最初はエスノメソドロジーという研究分野が

ずっと牽引をしてきて、コンピューターサイ

エンスの方と一緒にやってきている部分でも

あります（池谷，印刷中）。そこら辺もご紹

介しつつ、日本ではなかなかこの辺りの領域

が発展してきていないのですが、今、改めて

こちらでお話しさせていただくことで、知っ

ていただくよい機会になるかと思っておりま

す。 

最後に、情報の提示というのが、いわゆ
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る情報サービスという分野だけじゃなくて、

実はいろんな活動の中で、情報の収集とか情

報の提示というのが私たちの関わるあらゆる

活動に埋め込まれているという点です。その

辺りに注目するということも、おそらく AI

の開発などに関係が出てくるのだろうなとい

うところもありますので、その辺りまでお話

できればというふうに思っております。 

私たちは、日常的にいろいろな課題解決

をしようとする中で、情報を使っています。

その情報を探す前に、現在はすでに情報が降

り注がれているという感じがあると思います。

機械からもらった情報に「こんなのがあった

のね」と驚きや喜びを感じる場合もあるし、

「これが欲しいわけじゃないけど」というよ

うな情報が一方的に届いてある種の疲労を感

じる場合もあります。最終的に専門的な知識

をもつ信頼できそうな人間と話す段階にたど

り着いて、ようやく問題を解決できるみたい

なご経験もあるかと思います。昨年親族が亡

くなったもので、いろいろ手続きの山をくぐ

り抜けてきたので、そうしたことを私自身

多々経験しました。 

その中で、改めて人間がコンピューター

とどのようにやり取りして、得た情報をどう

やって使っているのか、提示された情報を人

間がどうみなすのか。また、そもそもその情

報提供とかに関わる人間が、どういう方法で

何が他者にとって価値のある情報ってみなし

ているのかとか、情報を求めている人とのや

りとりみたいな部分をどういうふうに理解、

研究として考えたらいいのか、それをどうい

うふうに最終的なシステムの部分で参考にす

るのかまで、考えられればというふうに思い

ます。 

 

情報仲介者の研究に基づく利用者の情報行動

のモデル化 

テイラー（R.S. Taylor） 

情報行動研究、ヒューマンコンピュー

タ・インタラクション研究（HCI研究）は、

実はもう図書館とか情報サービスとかってい

う場面だけではなくて、職場とか、それから

日々の日常でのやり取りみたいなことも対象

にしてきています。けれども、そもそものき

っかけとなった研究が実はかなり遡るのです

が、1968 年のロバート・テイラーという、

結構今でも引用されている論文です(Taylor, 

1968)。これがまさに図書館でのレファレン

スサービスを対象にした研究です。この時代

に、AI の開発をもし情報提供サービスにお

いて試みるとしたらどうしたらいいだろうか

を考え、レファレンスサービスを対象にどの

ように図書館員が利用者とやり取りして、情

報提供に到達するのかを研究しました。 

この時は専門図書館員、特に研究所の図

書館のレファレンスライブラリアンにインタ

ビューを実施してその分析を提示する部分と、

それからもう1つの研究のパートとして、利

用者自身が図書館で自分の情報ニーズがある
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時に探索過程を通じて、どのように認識が変

わっていくのか、自分の情報ニーズに対する

認識が変わるのかみたいなことも合わせて研

究した有名な論文です。最初にテイラーは、

世界に関する理解に何かしらの不完全さが生

じた時に、その人は情報探索のある種の「旅」

というものに出ると言えるだろうとします。

その時に最初は例えば同僚に尋ねるところか

ら始まって、もしかしたら自分の蓄積した本

とかメモとかを見るかもしれないし、もしく

は図書館に行き、さらには問題によっては実

験をするかもしれないっていうところも入っ

てきています。 

何ともできないとなった時に、中には図

書館員に尋ねるという選択肢を取る場合もあ

るでしょうとします。その上でテイラーは、

図書館員とのインタビューの結果として、5

つのフィルターというのを出しています。図

書館員が利用者を理解するという時に、5 つ

の観点から理解をしているということをある

種モデルとして提示したのが、この5つのフ

ィルターっていうものです。トピックである

とか、質問者がどういう立場の人なのかとか、

その動機とか目的、それから求めている内容

がどのようにその情報に関する情報源のファ

イルの組織のされ方、あるいは図書館での組

織のされ方とどんな関係にあるか、それから

最終的に期待している回答ってどんなものな

のだろうかということを把握していくとして

います。 

次にテイラーが出したのは情報ニーズの

レベルというものです。これが Q1～４と、

Q1 実在するが表現できないニーズから始ま

って、Q2 意識され頭の中に記述されている

ニーズ、そしてQ3ニーズを定式化した、言

語化したもの、そして最終的にQ4情報シス

テムに対して提示された質問というものがあ

ります。テイラーはこのモデルを提示した上

で、最終的に定式化され言語化されたニーズ

であっても、これを最終的にコマンドとして、

これを探せ、探そうってすぐに図書館員はそ

のまま受け取るということはしないとします。

図書館員は、この利用者が探そうとしている

もの、もしくは探すべきものみたいなところ

がどこにあるのかというのを、場合によって

は意識化されているけども言語化されていな

いニーズに遡り、もしくはもっとQ1の方に、

そもそも何をどういう経緯で探そうと思った

のかっていうレベルまで遡りながら、最終的

に情報システムに対して提示すべき質問って

いうものを、利用者と一緒に定式化していく

っていうようなことをしていくんだ、という

ような説明をしました。 

この論文は後に、最初は情報探索行動研

究っていうものに発展し、最終的には情報行

動研究という、今広く行われているものに発

展するきっかけとなった論文というふうに言

われています。つまり、この研究は、行為者、

人に対する理解を探究する情報行動研究の領

域が発展するきっかけとなりました。さらに、
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図書館員を含めた、あらゆる情報提供者の方

法に対する理解を探究する領域をも発展させ

るきっかけとなりました。このようにテイラ

ーの研究は、2 つの研究領域を発展させるき

っかけとなった、いまだに影響の大きいもの

と言うことができます。 

 

ベルキン(N.J. Belkin) 

このテイラーの研究に、端を発して少し

後になって出てきたのが、このニコラス・ベ

ルキン(Belkin, 1993)という人の一連の研究な

のですが、ASK モデルというのを提示して

います。この方は情報検索システムの知的イ

ンターフェースをどう開発していくかという

課題において、情報の仲介者、特に利用者の

代行でデータベースを検索する際に、仲介者

が利用者のニーズをどう把握するのか、そこ

の知識の枠組みを提示しています。皆さんの

どのぐらいの方がご存知か分かりませんが、

その当時データベースの検索では、国際電話

をかけていましたので、その仲介者、例えば

図書館員がその質問を聞き取って、それをう

まい形で、電話代が長くかからないように定

式化をすることで、うまく検索をするってい

うことをしていたわけです。ですので、利用

者の求めているものを理解し、それを検索式

で適切に表現する必要があるのです。 

ASK というのは、Anomalous State of 

Knowledge という略語なのですけれども、そ

もそも個人っていうのは何か情報を求める時

に、自分の知識の変則性っていうものを認識

した時であるとします。その変則性というも

のを解消しようとして起こすのが情報行動で

あるとベルキンは説明します。さらに、「情

報システム状況」という概念を提示していま

す。これは日本語としてなかなかこなれない

のですが、「情報システム状況」というのは、

何らかの意図とか目標を抱えている人が、そ

の問題状況をなんとか抜けるのに自分の知識

が不十分だっていうことを認識して、そして

訪れるのが情報提供機構です。図書館かもし

れませんし、データベースや何らかのナレッ

ジベースかもしれません。問題状況にある人

が、情報提供機構を訪れている状況を「情報

システム状況」であるとベルキンはしました。

ベルキンは、こうした説明をすることによっ

て、情報提供機構の設計をする際には、何ら

かの問題状況にいる利用者がいて、その問題

状況を理解することの重要性を考慮に入れる

ことの重要性を強調したのです。 

 

その時の利用者の問題状況の記述、利用

者が抱えている問題の記述というものを、仲

介者がどのようにするのかを、こうした形で

情報システム状況というふうに絵を描いてい

ます。利用者がいて、右の方にある知識の生

産者、知識源の情報、組織、表現情報を結び

つけているのが仲介者で、利用者がそれぞれ

の目的を持って活動していて、問題状況に至

ります。手持ちの知識では問題状況を抜ける

40



慶應義塾大学 DMC 紀要 13(1), 2025 

ことができない利用者の知識状態を「知識の

変則状態」と呼びます。こうしたモデルを描

く中で、どのように知的インターフェースを

作っていくべきかという時に、ここの利用者

と仲介者のやり取り、つまり実際の会話を分

析したりして、そしてその仲介者がどのよう

に問題の記述を利用者とのやり取りを通して

するのかを定式化しているのがベルキンの論

文です。これは、テイラーの論文と同様に、

利用者の情報探索行動のモデル化を行なった

研究とも位置付けられますし、先ほどで言え

ば情報の提供者の部分を研究展開していった

研究としても位置づけられます。 

 

ダーヴィン(Brenda Dervin) 

もう1人、ブレンダ・ダーヴィンという研

究者は、それまでの図書館情報学研究におけ

る利用者像について問題提起をします。その

背景には、70 年代、80 年代にコミュニケー

ション科学において、いわゆる情報の送り手

から受け手に情報というものが移動するとい

うように、情報をモノとして捉えてきたこと

に対してなされた批判と反省の動きがありま

す。ダーヴィンは、これまで情報の受け手と

なる人間というものがきわめて受け身的、消

極的に捉えられてきたと批判します。つまり

情報の受け手は情報を受けるだけという形で

描き出されてきた傾向に対して、実は受け手、

人間は創造的な側面があるわけで、そこをも

う少し考慮していく必要があるという主張を

ダーヴィンはします（Dervin, 1992; Given et al., 

2023）。さらに言えば、従来の情報概念で

は、送り手となる情報システムの側が、適切

な情報を放り込む先として人間を捉えている、

つまり人間をあたかも「空のバケツ」として

扱っているのではないかなど、かなり辛辣な

批判というものをします。 

では、どういう研究が必要かということ

になりますが、ダーヴィンによれば、人間と

いうのは常に意味付与、センスメイキングと

いうことをしている、その状況について意味

付与、意味を見いだして、そして突き進むこ

とができているというモデルを提示します。

他方、従来の情報概念においては、情報は客

観的に現実を記述するものであって、人間が

左右するようなものとしては考えられていな

いとします。また人間の情報ニーズというの

はジグソーパズルのピースが抜けているよう

なもので、抜けている穴が人間にある状態が

情報ニーズで、そこにはまるものが情報であ

るというような、そういう考え方になってし

まっていると指摘しました。 

このように、情報というのは人間活動か

ら独立して存在するものとして捉えられてき

たけども、意味付与モデルで考えれば、情報

は内的に生成されたもので、世界をきちんと

進んでいくためには周囲の世界に対して意味

を付与することが必要だし、時にその意味付

与ができない事態が起きるでしょう。その状

況を超える時に、つまり意味を付与できなか
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ったことに対して意味を付与できるようにな

る情報を見出すこと、そうした行為自体も含

めて情報であるという考え方を提示しました。

それが情報 1、情報 2、情報 3 っていうもの

なのです。情報1というのは、いわゆる今ま

での概念とそんなに違わないものなのですが、

人間が事実を記述した情報であったとかデー

タとか、そういうものが情報1であるとしま

す。情報2というのは、その中のいずれかを

選んで、はめ込んだ構造というものが情報 2

で、そのはめ込むことによって意味をその人

なりに付与できて、その障害を超えられると

いう、その行為そのものが情報3なのだとい

う議論をダーヴィンは提示しています。 

こうしたダーヴィンの議論は、これまで

の研究が図書館とか、それから情報サービス

システムやメディアとか情報源などにもっぱ

ら焦点を当てているということに対する批判

でもあります。人はそもそもシステムに行く

前にも意味付与という活動をしていて、それ

が困難になった時に情報システムに出会うっ

ていうことがあるわけで、もう少しその人た

ち、システムの「ユーザー」でもある人に対

する理解そのものを進める必要があるという

流れが作られるきっかけをダーヴィンは作っ

たことになります。 

 

実は情報行動研究の傾向として、これま

でのお話から言えるのは、モデルの提示とか

その検証とか修正に焦点があったということ

です。モデル自体が果たしていろいろな場合

に適用可能なのか、その検討の末にモデルを

補足していくというような研究が多くなされ

ています（Given et al., 2023）。 

一方、モデル、つまり説明図式を提示す

ることで一見すると多様な状況を統一的に説

明できるということで、汎用性は高いという

ふうに思うけれども、だけど本当にそうなの

でしょうか。いくらでも説明できない状況は

でてきてしまうかもしれないし、その状況を

超えて汎用的なものを出そうとすると抽象度

が高まっていきます。また、モデルを提示す

るということを目的にすると、結局、個々の

状況を理解するということからは関心が遠ざ

かってしまう可能性が高くなります。このあ

たりの、モデルの提示と個々の人の状況、文

脈を理解するということの両立に関わるジレ

ンマが生じます。そこで、もう1つの研究の

流れをお話ししたいと思います。 

それが、この状況に埋め込まれた行為を

把握し記述するということを徹底的に進めた

ルーシー・サッチマンという人です。この人

は、パロアルト・リサーチセンター（PARC）

にインターンとしていた文化人類学者なので

すが、そこで見かけたコピー機に格闘する博

士号を持つ研究者2人が、どういうふうに試

行錯誤しながら、コピーっていうことをやろ

うとするのかっていうことを観察、録画、記

述したという例があります。実はこの PARC

に私も6年間ぐらい研究員としていたことが
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あります。理系の研究者が中心でしたが、文

化人類学に加えて心理学や私のようなエスノ

メソドロジーの研究者もいる学際的な環境で

した。本日はビデオでお見せしている時間が

ちょっとなさそうなので、これは割愛しよう

かと思いますが、こちらのビデオは、ちょっ

と面白いです。YouTube（PARC, 1983）にあ

りますので、よろしければご覧ください。 

実は当時の認知科学のモデルでは、人間

の頭にあらかじめプランっていうものがあっ

て、そのプランに基づいて人は行為するって

いう形のところに基づいてコピー機のインス

トラクションも作られていました。ところが

サッチマンが撮影したビデオにおいて実際に

観察されたのは、コピー機が発してくるメッ

セージや、コピー機から排出されてくる紙の

向きなどを2人で一生懸命見ながら話し合っ

て前に進んでいく一連の行為です。きわめて

即興的に、事態が刻々と進むなかでその都度

得られる情報を参照しながら行為をしている

ことを、実例をもって示し、当時の認知科学

のモデルに対して議論を提示しました。この

知見に基づいて、研究対象となったゼロック

スのコピー機のインターフェースをコンピュ

ータ科学者が設計を再考し、設計し直すに至

りました。 

このように、サッチマンの研究は、今で

は当たり前の、人間中心主義設計の1つの大

きな流れを作ることになりました。つまり、

行為者が時々刻々と進む状況の何をどういう

ふうに前提として考慮しながら達成していく

のかということを、その行為をする行為者の

視点から再現していくっていうことに注力す

ることで成り立つ研究です。これが実はエス

ノメソドロジー研究というものなのですが、

これに沿った形で、大学図書館のレファレン

スの記録を分析したというものが実はありま

す。 

時間的に限られているなかでこの研究を

どこまで紹介するか迷うところですが、この

研究はレファレンスの記録、同僚に共有する

ために作った記録なのですが、この記録をど

うやって作っているかというのを再現した研

究です（長谷川, 2017）。レファレンス記録

は、いくつかの項目から構成されています。

例えば「質問内容」は利用者が遂行しようと

していることの記述をしていて、「回答内容」

としては図書館員が利用者に対して提案した

ことの記述を簡単にしています。「回答プロ

セス」ということで、「当該学生は CiNii 

Articles はおろか、OPAC やデータベースポ

ータルも知らなかったので、まずは基本的な

ところからということで、キーワード検索機

能を使って図書の所在や論文の情報を調べる

ことから教えた」と書かれています。利用者

がどういう問題状況にいるのかを特定して記

述し、文献探索に関する知識がなければ先に

進めないという、そういう問題状況にいるっ

ていうことを定式化しています。そうした問

題状況から抜け出すために利用者が行うべき
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こととして、どのような内容を教えたのか、

その内容を記述としているものとして理解す

ることができます。 

ここで「価値ある情報」というものが何

なのかを見ると、先ほどのダーヴィンによれ

ばモノとしての情報という捉え方というのと

はかなりイメージが違うと思います。質問者

が次の行為、その問題状況から少しでも進む

ために、どんな行為が必要か、その行為をこ

の利用者ができるようになるために知らなけ

ればならないことは何かということを考えな

がら、提案をし、そして教えているというこ

とが見て取れるかと思います。つまり、質問

者の行なおうとしている行為の文脈を知り、

その行為を行なうのに必要なことを情報とし

て提示しているということになります。 

このように、他者にとって価値のある情

報を提示する行為というのをつぶさに見るこ

とによって、情報サービス（レファレンスサ

ービス）で図書館員がどのような点に留意し

ながらもしくはどのような価値観にもとづい

てサービスを行なっているのかを理解するこ

とができます。 

さらに言えば、こうした行為は、実は情

報サービスの文脈ではなくても、いろんな多

様な活動の中で、実は「今この人にとってこ

の情報を得られることが大事」「今、相手が

こういう行為をするためにこれが大事で、こ

れがあると彼らはこういう行為ができるよう

になるだろう」というような形で、実は私た

ち日々情報の授受をしています。それを私は

多様な場面で見てきていると言えます。例え

ば119番救急要請の場面でも見てきています

し、ドクターヘリにおけるナースとドクター、

救急隊による多職種でのプレホスピタルケア

の場面でも見ています。もちろん、これらの

場面では情報提供だけで成り立っているわけ

ではありません。それぞれの場面で、特定の

原則を満たしながら達成しようとする活動の

一部で情報の共有ということが行なわれます。 

このように、それぞれの活動場面の状況

に埋め込まれた行為を記述するということに

よって、価値ある情報を提示するということ

がどういうことなのかを考えるための示唆を

与えてくれるのではないかということを、今

回のお話を通してご紹介したいと考えました。 

時間がオーバーしてしまいましたが、あ

りがとうございました。 
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招待講演 2  
信頼される情報サービス 

 

佐藤 千尋 

（慶應義塾大学大学院メディアデザイン研

究科准教授） 

 

こんにちは。慶應義塾大学大学院メディ

アデザイン研究科というところで准教授をや

っております佐藤千尋と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。私、本日は「信頼

される情報サービス」という名前の講義をす

ることになっているんですけれども、まず私

が一体何者なのかと、結構初めましての方が

多いかもしれないんですけれども、実は

DMC さんは、そこの入口のところにポスタ

ーがあるんですけれども、慶應出版会がやっ

てらっしゃる FutureLearn のコースで、サー

ビスデザインのコースを実は 2020 年から展

開してまして、「サービスデザインことはじ

め」という名前のMOOCコースを全世界で

公開中でございます。もう 5年、6年ぐらい

経っちゃってるので、結構履修者数もすごい

数になってるんです。全百何カ国ぐらいから

履修してくれてる人がいるんですけれども、

ですので私の専門分野はサービスデザインと

いうことになります。 

元々経済学部出身なので、その頃は経済

地理学、都市経済学などをやっていました。

その中でも特に私の指導教員が、とても経済

地理というもので、地域の研究というものを

すごくやる先生だったこともあって、経済学

部の頃はとてもそういうのを、地域に行って

分析するっていうことをいろいろやっていた

んですけれども、なんか分析してるだけじゃ

つまんないなって思って、自分でなんか作り

たいなって思って、その当時150周年記念の

時に新しくできた大学院メディアデザイン研

究科に、一期生として修士に入りまして、そ

ちらから分析したものをどうやって作ってい

けるのかっていうことに挑んできてます。結

果、博士やりまして、その後助教やりまして、

講師やりまして、現在准教授になりました。 

ずっと慶應にいるように見えるんですけ

れども、私は女子高校からなんですけれども、

途中でニューヨーク大学のスタインハートス

クールで、ミュージック・アンド・パフォー

ミングアーツ、要はピアノ演奏ですね、クラ

シックピアノは私やるんですけれども、そち

らに短期で行ったりしてましたし、キング

ス・カレッジ・ロンドンのデジタル・ヒュー

マニティーズのデパートメントに途中で交換

留学で行かせてもらったりなどしていました。 

ですので私は、なんで地域、こんなバラ

バラの人が何やってるんじゃというふうに思

うかもしれないんですけれども、基本的には

私はパフォーマンスというものをすごく大事

に思っています。人前に出る、人前で話す、

人前で表現をする、人に何かをサービスする、

提供してみる、そして反応を見るっていう、
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その一連の流れが、やっぱり一番届けるとこ

ろまでが大事かなと思っていまして、届けた

結果、人ないしは組織ないしはいろいろな情

報というものがどのように受け取られるのか

というところまでを、責任を持って作ること

ができるようになれればなと思って、サービ

スデザインというものに取り組んでいます。 

私の研究テーマは、日本各国いろんな地

域のいろんな生活のウェルビーイングの向上

をしているんですけれども、先ほど池谷先生

が、救急とかすごくとても重たいお話のフィ

ールドワークをなさってるとおっしゃってた

んですけど、私はどちらかというと、なくて

もいいけどあったらいいかなっていうような

ものを扱っています。Nice to haveだと私は思

ってます。そういう、なくても死なないけど、

あったら確かに生活が楽しくなるし、豊かに

なるのよねっていうようなことのサービスの

実際と、その仕組みの設計と実践をいろいろ

やってます。 

私の夢は、47 都道府県全制覇することな

んですけれども、まだ 15 ぐらいしかやって

ないですね。ちょっと残りの時間、頑張って

制覇していきたいと思ってるんですけれども。

いろいろやってます。南は鹿児島、北はこれ

新潟か。新潟までしかやってないですね。ち

ょっとまだ東北には行けてないです。 

私都市経済学出身なんですけれども、都

市経済学の中における都市っていうものの定

義っていうものは、経済活動が行われる場所

のことを都市というふうに呼ぶそうです。そ

の経済活動って何なのっていう話なんですけ

れども、流れですね。空間がまとまってると

ころが、その流れというものをどうやって生

み出されるのか、それが都市というふうに呼

ぶそうです。なので物流ですとか、情報も流

れがありますよね。資金、お金、人材、ヒュ

ーマンリソース、このようなさまざまな資源

というものがどんなふうに流れていくのか。

その流れていって初めて価値が生まれる。ず

っと停滞していては価値が生まれないので、

その流れというものをどうやって生み出すこ

とができるのか、それを都市というふうに呼

ぶというふうに言われています。 

なので、それがまとまってコミュニティ

になっていくので、それがシステムとしてど

のように形成されていくのかというのが、都

市を研究するということですね。この流れっ

ていうのは、一方向ではなくって双方向、言

うならば分散ネットワーク的にいろいろな形

で回っていくことが望ましいんですけれども、

その流れることによって人々にそれぞれの定

義で豊かな生活というものを提供できること

が、一応望ましいのではないかというふうに

言われております。 

それぞれって言いますけれども、私も 15

都道府県やってきてますけれども、全国津々

浦々、いろんな人がいますね。人はみんな違

って当たり前なんですけれども、ついつい自

分と同じだし、私が頑張ってきたんだからあ
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なたも頑張れるでしょう、みたいなふうに思

う傾向ってちょっとあると思うんですけれど

も、なんかそういうマスクされちゃってると

ころってあると思うんですよね。いろんな人

がいると思います。働く人もいれば、学校に

通う人もいれば、それやりながら子育てする

人もいれば、介護してる人もいれば、定年退

職した人、そういう役割的な話もあれば、病

を持っている人、病を克服した人、車椅子で

いる人だったり、目が見えない人だったり、

そもそも家がない人だったり、心が疲れちゃ

ってる人だったり、いろんな人がいますよね。 

こう、いろんな人がいるのに、ついつい

自分と同じだっていうふうに考えてしまう傾

向がちょっとどうしてもあって。自分と違っ

て当たり前なんですけれども、ちょっと尋ね

たいんですけれども、今日朝ごはん何食べま

したか、皆さん。中には和食じゃなきゃダメ

って人もいれば、私は洋食、パンがいいとか、

卵がいいとか、もうコーヒーだけでいいとか、

フルーツで十分とか、サンドイッチが食べた

いとか、いろんな人がいると思うんですよね。

十人十色、いろんな答えがあると思うんです。

朝からフルコース食べたいって人もいるかも

しれないし、いや朝は何もいらないって人も

いると思うんです。 

こういうのって、何て言えばいいんでし

ょうね。当然、何々した方がいいよみたいな

感じのことはあると思うんですけれども、こ

うあるべきだとかっていう思いっていうのは

当然あると思うんですよね。でも、強要しち

ゃいけないと私は思っていまして、当然提案

することはできるんですけれども、その提案

を受け取るかどうかっていうのは、やっぱり

相手次第だと思うんです。やりたかったとし

ても事情があってできないのかもしれないで

すし、本当にいろいろな理由でできないかも

しれないということを、ついつい忘れてしま

いますよね。ってことがあると思います。 

ですので、生活のあり方っていうのは本

当にさまざまだと思います。自分が生きてい

る環境とかコミュニティの中とかで、みんな

それぞれに文脈、コンテキストというものを

持ってると思います。その中のさまざまなル

ールに準じて、たぶん皆さん生活なさってる

と思うんですね。例えば今、講演ですよね。

私しゃべってますよね。皆さん、おとなしく

座ってくださって、聞いてくださってますよ

ね。ありがとうございます。これ多分そうい

うルールじゃないですか。この場のルールを

皆さん分かっているから、こういう関係性が

成立しているわけで、一種、私は皆さんが座

って聞いてくれるだろうということを信頼し

ているわけですし、皆さんも私がずっとしゃ

べってる間は、とりあえずおとなしく座って

いようっていうふうに、ある程度信頼してく

れてるから座ってくれてるわけですよね。っ

ていう、人がしゃべってる間は座って聞くと

いうような、そういう合意が共有されている

からこの場は成立しているわけですよね。 
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これ、全然違うところに行ったら全く成

立しないと思うんですよね。例えば2歳児が

いる保育園とかで言ったら絶対こうはいかな

いと思いますし、私よく研究の都合上、高齢

者との研究をすごくするんですけれども、皆

さん、座ってるよりむしろしゃべりたくなっ

ちゃって、私にすごいどんどん話しかけてき

ちゃうみたいな。しゃべってるんだけど、し

ゃべりかけられちゃって、もう会話になんな

いけど、まあいっかみたいな。でも彼らが話

したいのであれば私はそれを聞くべきですし、

私もしゃべりたかったけど、まあ次でいっか

みたいなふうにもなる。そういうこともある

と思うんです。 

こういうのって全部、文脈が違う、コン

テキストが違うから起きることであって、す

ごく共有する人同士もいれば、人が感じる価

値っていうのも変わってきますし、親和性が

あるものもあれば全然遠いものもあると思い

ます。なので何を信頼するのかってのは本当

に人それぞれですし、コンテキストによって

変わると思うんですよね。 

こんな多様な人たちが都市というものに

は暮らしているんですけれども、それぞれ違

うので、何を可能にするんだろうって。それ

を統合するためのその地域のサービスみたい

なものって一体何が必要なのだろうか。どの

ようにしたら信用してもらい続けられるのか

なっていうことを考えるために、私はサービ

スデザインというものに取り組んでいます。 

私のこのサービスデザインの中で言われ

ているサービスっていうのは、一般的に考え

てるサービスっていうのとはちょっと違くて

ですね、一般的には製造業なのか、ものなの

か、サービス業なのか、ものじゃないものな

のかっていう分かれ方になってると思います。

物理的に触れるもの、物理的に触れないもの

みたいなふうに分かれていると思うんですけ

れども、製造業、自動車メーカーさんとかっ

てのは製造業に入ると思うんですけれども、

でも実はディーラーさんとか、板金とか塗装

とかなさるような方たちだってサービス業に

なりますよね。同じ製造物に携わるのに。な

のでこの分野の、しょうがないと思うんです

けれども、分類はある程度必要だと思うんで

すけれども、そもそもこの分け方自体を、考

え方を変えた方がいいんじゃないかというふ

うに言われているのが、このサービスの考え

方で、古くはレビットが『マーケティング発

想法』で、1968 年ですね、書いてくれてる

んですけれども、物っていうのは、そのサー

ビスの媒介手段の一部分なのではないかとい

うふうに捉えています。 

大体の場合は、物そのものじゃなくって、

それを使って得られる結果自体に興味がある

というか、それが欲しくて買っているもので、

当然、マイクを私は今使って皆さんにお話し

してますし、多分オンラインで見られてる方

もこの音声を聞いてると思うんですけれども、

なのでマイクというのはとても必要なものな
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んですけれども、私多分マイクコレクターで

はないかな。コレクターだったら多分そのも

の自体にすごく価値があると思うんですけれ

ども。これ何がしたいかっていうと、皆さん

に私がしゃべっている声を届けたいから使っ

てるわけですよね。 

なので、レビットは、この『マーケティ

ング発想法』の中で、彼が言ったわけでは実

はないんですけれども、彼のお友達が言った

というふうに中には書かれているんですけれ

ども、お客様は 1/4インチのドリルが欲しい

んじゃなくって、1/4 インチの穴が欲しいん

だよね、っていうふうに言ってます。ドリル

そのものね、かなり DIY とかが流行ってた

時期なので、今でもまた流行ってますけれど

も、このドリルを使うことで穴を開ける。そ

してその結果、例えば壊れたドアを自分で改

修することができたり、自分の好みに家を改

善したりすることができることで、その結果

得られる生活そのものが目指しているから使

うわけですよね。本当によほどドリルコレク

ターではない限り、なぜドリルを買うのかっ

ていうと、それを使ってできることが欲しい

から買うわけですよね。 

なので、その結果というものに物は寄与

するのではないかという考え方があって、こ

れを「サービス・ドミナント・ロジック」と

いうふうに捉えます。こちら 2004 年ですね。

割と新しいと書いてますけど、もう 20 年以

上前ですね。そこまで新しくなくなってきま

したね。マーケティングのロジックになりま

す。 

サービスデザインにおいて大事なのは、

物とサービス、物かサービスっていうそうい

う分け方じゃなくって、実はその物っていう

のは、そのサービスの中におけるすごく大事

な役割を持つのではないかっていうような考

え方をします。なのでサービスというものは、

情報サービスという考え方も当然あるんです

けれども、それ結果何が得られるのか、結果

私にどんな良いことがあるのっていうことを

思って考えるのがサービスの役割なのではな

いかというふうに、サービスデザインの分野

では考えられています。 

一応対比的に、私も経済学出身ですので、

グッズ、財という世界から元々は来ているん

ですけれども、このグッズ・ドミナント、財

ありき、あとサービス・ドミナント、サービ

スで考えるっていうその二対立が考えられる

んですけれども、価値はどこにあるんだろう

っていう考え方で考えると、財・物って考え

ちゃうと、どうしてもその財を作った人、物

を作った人がその価値をその中に埋め込んだ

ので、はいどうぞ買ってください、後はお任

せします、みたいな形になっちゃうんですよ

ね。すごく一方向なんです。作った人が偉い。

作った人が、その後はもうどうぞご自由に、

あとは知らない、みたいな感じになっちゃい

がちなんですけれども、実は価値っていうも

のは一緒になって作っていくべきなのではな
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いかというのが、このサービス・ドミナント

の考え方になります。 

その物を作った人と、それを享受する人

っていうものが一緒になって、これがあると

こんなふうに生活が良くなったようだとか、

この物をこういうふうに使ったよだとか、結

構ユーザー・ジェネレーテッド・コンテンツ

とかすごく多いので、もう今、若い世代はこ

んなの当たり前だよっていうふうに思うかも

しれないんですけれども、やっぱその価値と

いうものを、やっぱみんなで作り上げていく

ものだよねっていうふうに言っているのが、

このサービス・ドミナントの考え方になりま

す。 

やっぱりその価値というものはどこにあ

るのかっていうのは、信用する、信頼するっ

ていうことにもすごく影響があると思います。

きっとこれは高価だから価値があるんだろう、

だから私はそれを信じる、みたいな考え方も

あると思いますし、私はこの人に勧められた

から信じるっていうこともあると思いますし、

やっぱりその専門性を持っている、例えば図

書館の方が見つけてくれたからそれを信じる、

みたいな感じのこともあると思いますし、本

当にこういうのも状況に応じてだと思うんで

すよね。達成したいことが一体何なのかによ

って、何を信じるのかっていうのはすごく状

況的に変わると思います。 

あとね、こうやって言うの簡単なんです

けどね、やるの難しいんですよね。なので、

机上の空論をどうやって出していくのかとい

う挑戦がね、やっぱり結局私はメディアデザ

イン研究科にいるので、実際に作って試して

やってみようみたいな感じのところにいるの

で。 

私がちょうどコロナ中にやっていたモビ

リティサービスの例をちょっとお話ししたい

と思います。大型商業施設と地域の商店街っ

ていうのがどのように共存できるのかってい

う、また何とも言えない課題、解けそうで解

けなさそうな課題に挑んでいたんですけれど

も、超小型モビリティサービスっていうのが

あったらいいんじゃないかという仮説を考え

て、それを設計してみて、運用してみて、結

果いろいろ大変でしたよっていうお話をちょ

っとしたいと思います。これは中京地区です

ね。愛知県でやっていたんですけれども、マ

イクロモビリティシェアサービスなんですけ

れども、大規模な商業施設と地域の商店街っ

ていうのがどのように共助し合うことができ

るのかっていうことを、こちらはその企業、

商業施設を新しく作られる方と一緒に共同研

究でやっていました。 

よく昔から、昭和の頃から言われてるそ

の大店法とかってあったと思うんですけれど

も、大きい商業施設がちっちゃい店を潰して

いくみたいな、そういう構図が昔からあるん

ですけれども、いや、本当にそうなのかって

いうことで、どのように共存することができ

るのかっていうか、むしろお互いしんどいん
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だから、お互い助け合っていった方がいいん

じゃないかっていうようなことを考えて、や

っていたんですね。 

一応ゴールとしては、その新しくできた

商業施設が、地域の老若男女が集って、コミ

ュニティから愛される拠点になったらいいな

っていうゴールを立てました。それをどうや

ってやったらいいのかって考えた時に、先方

様から、すごくモビリティが強い地域なので、

モビリティが大事だと思うんだって言われて、

分かりました、じゃあ人が動いてもらえるよ

うに考えましょうっていうことで、その地域

住民の流動性を促すことでコミュニティ、コ

ミュニケーションを活性化できないかなって

いうふうに思ってやっていたんですけれども、

これ 2020 年 2 月に書いたんですよね。皆さ

ん覚えてますか。2020年3月に何が起きたの

か。難しかったですよね。いろんな意味で、

人が移動することがすごく難しい時代になっ

たんで、どうしようかなって思って、しょう

がないから、人が動くのは無理だから、じゃ

あ物に動いてもらおうということで、とりあ

えずデリバリーサービスとかちょっとやって

みたんですよね。 

これ一応、商店街だとか商工会加盟店だ

とか、地域でその地域内デリバリーみたいな

ものを、2021 年の春からスモールスタート

して、エリア拡大していってやったりしまし

た。人が動けないなら物が動けばいいじゃな

いかっていう、そういう安易な思いで、私た

ちはこれがきっと価値なんじゃないかなと思

ってやってみたんですよ。で、ちょっと少し

ずつ、いろんな規制も、外出規制も緩くなっ

てきたタイミングで、商業施設にもやっぱり

足を運んでもらうっていうことも大事だから、

小型モビリティを置いて、その市内各所に置

いて回してもらうっていうことができたらい

いかなっていうことで、市内にモビリティポ

ートみたいなものを、最終的に4箇所だった

かな、に置いて試してみたんですけれども。 

 

これを作るにあたってですね、私たち研

究者は、どうやってこんなよく分からない東

京の学校がこんな愛知県に行って、どうやっ

て受け入れてもらうのかみたいな、結構大変

なんですよね。なので私たちがどうやってこ

の地域の信頼を得たかと言いますと、結構草

の根です。ドライバーさんと一緒にチラシの

ポスティングしたり、一緒にデリバリー行っ

たりとか、営業さんと一緒にプロモーション

イベント実施したり、あと製造工場に出向い

て、新しい車体とかを運転させてもらったり、

鈴鹿とか行きました。小型モビリティの走行

ルートとか試乗会とか実施したり、コンセプ

トビデオは先ほどちょっと流せなかったんで

すけれども、作ったり、国内の別の場所で展

開してるシェアサービスの運用とか見に行っ

たり、営業補佐とか、店舗に取材に出向いて

記事とか書いたり、モールの店舗で売り子役

やったり、車体の修理とかメンテナンスとか
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手伝ったり、結構何でもやりましたね。 

今思うと、よくコロナ中にこんなことや

ってたなって私は思うんですけれども、逆に

こういうみんな困ってる状態だと、団結しや

すいというか、もう本当に猫の手でも借りた

いみたいな状態だったので、猫の手としてい

ろいろやってた結果、やっぱそのいろいろ蓄

積していくと、この人たち頼ってもいいかも

って思ってもらえるような関係性を築くこと

ができて、やってみたんですね。 

なんですけれども、いろんなステークホ

ルダーがやっぱりこういうサービスっていて

ですね、市役所さんだとか、観光協会さんだ

とか、商工会さんだとか、地域の顔役的な、

この人を通さないとまず何もできないみたい

な人ってどの地域にもいるんですけど、パブ

リックフェースっていうふうに言いますね。

これはサードプレイスの考え方なんですけれ

ども。そういうところを通過していく時にど

ういうふうに言ってるのかだとか、個別の地

域企業さんが言ってることだとか、みんなね、

それぞれちょっとずつ違かったりですとか、

あと皆さんやっぱそれぞれの内部のお付き合

いがあるから、意外と外から来てる私たちに

は割といろいろ言いやすいのかな、いろいろ

お話をしてくれたりですとか。 

あとはその実際にサービス運用してる営

業さんだとか、運用さんだとか、ドライバー

さんだとかっていうのの目標みたいな感じの

ものも、やっぱやりたいことはいっぱいある

んだけれども、本当リソースが足らない。人

も足らない。情報も足らない。お金も足らな

い。何もかもが足らない。先ほど言ったその

流れですよね。その流れになるような資源と

いうものが足らないから、そもそも動かない

みたいな感じのことですごく困っているとい

う状態でした。 

なのでですね、プロジェクト期間が終わ

ってもね、その地域の生活ってのは残念なが

ら終わらないんですけれども、やっぱ設計だ

けじゃなくって運営も含めてサービスなんで

すよね。なんですけれども、ついつい私たち

研究者って、やはりプロジェクト期間が終わ

ったからおしまいみたいな感じで撤収してい

きがちなんですけれども、やっぱその運用し

て、運営していく、その地域の中できちんと

回り続けていくっていうことも含めて、その

大学の信頼、その研究の信頼というものにつ

ながるのではないかなというふうに、いろい

ろな地域と活動していて思います。 

設計、確かにすることはできました。で

も、運用面に関しては課題がものすごくあっ

て、もう全然、課題に対してやってることが

間に合わなかったので、結局クローズしたり

しました。これは営利目的のプロジェクトだ

ったんですけれども、プロジェクト実施側が

きっと価値だなっていうふうに信じて設計し

てみたんですけれども、提案しただけではや

っぱりうまくいかなくって、実際届けてみて、

やっぱここが難しいよとか、ここが足らない
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よだとかっていうことを、やっぱ一緒になっ

て改善していくみたいな感じのことを、その

姿勢というものはすごく大事だなと思います

し、やっぱその改善していく姿勢を見せるか

どうかこそが、その信頼を獲得していくこと

につながっていくのだなっていうふうに、い

ろいろやってて感じました。 

時間があんまりないですね。もう1個話そ

うと思ったけど、ちょっと飛ばします。基本

的にこういうことで、そのサービス・ドミナ

ント・ロジックっていうのは大体この4つの

概念に決まるんですけれども、人ですね、ア

クター、登場人物です。2 つ目がリソース、

資源のことです。3 つ目が価値。先ほど言っ

てた何が価値なのっていうこと。これが

Value ですね。あとはそれを統合する仕組み

としてのサービスっていうもの。この4つに

分かれます。 

誰が関わっているのかな。通常その製造

とか消費者とか受益者とかっていうの分かれ

るんですけれども、サービスを考える時には

製造者が受益者になることもあるし、消費者

が製造することもあるし、このラベル分けそ

のものがちょっとおかしいんじゃないのって

ことで、関わる人がみんなアクターっていう

ふうに捉えようっていうのが、サービス・ド

ミナント・ロジックの考え方になります。 

資源に関しては、先ほど冒頭に私が言い

ました通り、物流ですとか、情報流ですとか、

人材流、いろんなもの、流れるものは資源が

流れるというふうに言いましたけれども、そ

の資源のことを全部指します。当然、物も資

源なんですけれども、実は見えないものも資

源です。能力、人脈、例えば皆さんの記憶、

過去に蓄積した、今まで学んできたこと、実

は知ってるいろいろなこと、スキル、暗黙知

とかって言葉もよくあると思うんですけれど

も、そういうものも実はリソースです。帳簿

に書かれるようなものもリソースですし、こ

のように帳簿に書かれないようなものもリソ

ースになります。 

価値はやっぱり文脈的、先ほどから今日

のあれですよね、コンテキストっていうもの

の中で、どんな実感があるのか、何か解決す

ることができたのか、何か達成感があったの

かっていうことがすごく大事ですし、それを

運用する、運営する仕組みとしてどうやって

変えるのかとか、どうやって届け続けられる

のかっていう、そこの設計まで責任を持つと

いうことがすごく大事だと思います。 

価値っていうのは、やっぱり先ほどから

言ってる通り、提案してみたけど、やっぱ棄

却されることもあるわけですよ。いや、いら

ないとか、余計なお世話とか、今じゃないと

か、さっき欲しかったとかあるじゃないです

か。あくまでもその提案してみた結果、欲し

い、ありがとうっていうふうになって、初め

てその価値というものが生まれるわけであっ

て、こっちがよかれと思ってやってるけど、

あっちがいらないって言ったら、もうその段
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階でも実は価値はないんですよ。でもこっち

はなんかよかれと思ってやったのにと思って、

結構いろいろくすぶるんですけれども、でも

しょうがないです。だっていらないんだもん。

いらないもの作ってもしょうがないんですよ。 

今じゃないかもしれないだけってのはあ

りますね。今はいらない。もしかしたら未来

には欲しいかもしれない。あるいはちょっと

過去に欲しかった。あるいは私はいらないけ

ど、あの人は欲しいかもしれないみたいな、

そういうことはいろいろありますね。ちなみ

にこういうの全然日常でもよく起きますよね。

私、結構家庭の中でよく見ます。なんかよか

れと思って買ってきたもの、いらないとか言

われたりだとか、早くお風呂入りなさいみた

いな、そういうやつ。いや、よかれと思って

言ったのに、みたいな、すごいいや入らない

とか言われるとか、そういう会話の中とかで

もあると思うんですよね。 

そうなんです。それぞれの文脈の中で価

値を感じるものなので、先ほどその長期的な

価値なのか、短期的な価値なのかみたいな感

じのことで、大体の場合、いや今はいらない、

短期的な価値を感じないから。でも長期的に

見ることができたらまあまあっていうふうに、

その状況に応じてそういうのは変わってくる

と思います。 

なので、街、都市というものは、こうい

ういろいろな交換、それぞれ人間ってみんな

それぞれの専門性というものを持ってて、先

ほど言った資源というものですね。いろんな

物であったり、スキルであったり、知識であ

ったり、人脈であったり、いろいろなものを

持って活動しているわけですけれども、そう

いうものを交換しながら、目の前にいる人、

あるいは目の前にいない人、遠くの画面越し

にいる人でも全然いいと思うんですけれども、

お互いの役に立つ行為というものを交換し続

けることの連鎖で、エコシステムというもの

が生まれてくるんですよね。これをサービス

エコシステムというふうに言います。サービ

スの研究だと、このエコシステムの研究が今

一番本当に大事な研究で、答えはないんです

けれども、やっぱりこの一方通行じゃなくっ

て、ネットワーク型にいろいろな形で双方向

的に、いろいろな形で自由に動ける状態とい

うものが、より美しいサービスだというふう

に言われています。 

多分時間も時間なので、最後にちょっと

私の FutureLearn の授業のコースの宣伝をし

ます。もしあれがあったら、ぜひ見てみてく

ださい。本日はありがとうございました。 
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研究紹介 1 
コンピュータと創造性 

 

杉浦 裕太 

（慶應義塾大学理工学部准教授） 

 

杉浦裕太と申します。佐藤先生と同じく、

慶應のメディアデザイン研究科出身でして、

今は理工学部の情報工学科で准教授をさせて

いただいております。その間に、産総研に 1

年間ポスドクをさせていただいたこともあり

まして、実は趣味は楽器演奏でして、このあ

たりも佐藤先生と共通している部分ではあり

ます。 

私の研究領域は、人間とコンピューター

の間をつなぐヒューマンインターフェースと

いう部分です。人間とコンピューターは全く

別のプロトコルで動いている。その全く別の

プロトコルで動いているものを、それぞれお

互いが意図を伝え合うことができるようにな

っているのは、このヒューマンインターフェ

ースがあるからです。このヒューマンインタ

ーフェースを使って、我々は意図を伝えるこ

とができるし、一方でコンピューターの意図

を我々が理解することができる、ということ

になっています。 

学術的には、これはヒューマン・コンピ

ューター・インタラクションということで、

池谷さんも HCI の話を今日されていたと思

います。私は理工学部にいますので、エンジ

ニアリングのサイドから、このヒューマンイ

ンターフェースというのは次世代にどういう

ふうなあり方であるべきなのか、また未来の

自然って一体何なんだろうということを考え

ながら、とにかく作りながら、手を動かしな

がら考えている、という立ち位置です。 

インターフェースと聞くと、いろいろ思

い浮かぶんですけれども、伝統的なインター

フェースとしては、このマウス、キーボード、

ディスプレイ、あと GUI、視覚的なインタ

ーフェースですね。私も今、これを使ってお

話をさせていただいております。これらの存

在によって、我々はコンピューターを自由に

扱うことができるようになっているわけです。 

 

では、いつからこのインターフェースの

セットが登場したのかということなんですけ

れども、こういったインターフェースの原型

は、1973 年の Alto というコンピューターで

提案されています。これはゼロックスのパロ

アルト研究所が作った試作機になってまして、

池谷先生もこのパロアルト研究所に居られた

ということですごく羨ましく思っているんで

すけれども、そこで 50 年以上前に作られて

います。ここではすでに、現在主流の GUI、

グラフィカル・ユーザー・インターフェース

がもう登場していまして、このまま今ここに

出てもおかしくないようなものができていた、

というものになります。 

一方で、この Alto は商業的にはあまり成
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功せず、その 10年後の 1984年にMacintosh

に引き継がれまして、これで一気に普及する

という流れになっています。HCIのトップカ

ンファレンスの CHI というカンファレンス

があるんですけれども、この頃から、この

Macintosh が出てきたタイミングから、GUI

の研究というのは爆発的に増えたと。ここで

一種のユーザーインターフェースとかコンピ

ューターのパラダイムシフトというのが起こ

った、というふうに当時の人たちは言ってい

ます。 

続いて、時代はさらに進みまして、1991

年にユビキタス・コンピューティングの概念

が提唱されます。この論文は、複数のスクリ

ーン端末が環境の中に存在してまして、人間

と自然にインタラクションをするという世界

観が表現されているという、素晴らしい論文

です。ここに下に見ていただくように、これ

はコンセプトなんですけれども、写真がたく

さん紹介されていまして、これが象徴的なデ

バイス、インターフェースのものになってい

ます。これをよく見てみると、今のスマート

フォンとかタブレットにかなり近い状態にな

っています。 

さらにこの論文は、すごく象徴的なとこ

ろがございまして、この論文の冒頭の一文で

すね。この部分、そのまま抜粋して書かせて

いただいております。その下の部分には和訳

したものがありますけれども、これ、英語で

何て言ってるかと言いますと、「最も深い技

術とは見えなくなるものである、日々の生活

環境と区別がつかないほどその中に溶け込む」

というふうなことを冒頭で言ってるんですね。

つまり、技術、コンピューターというのが生

活に溶け込んで、意識されなくなる、そうい

った状態になるんじゃないかということを提

案しているわけです。 

当時のコンピューターって、起動して使

うまでに 10 分ぐらいかかって、その間にコ

ーヒーを飲めると。使い方をマニュアルを見

ながら勉強する、知る、とそういった状況の

中で、このマーク・ワイザーという、パロア

ルト研究所の研究者なんですけれども、未来

のコンピューティングの世界観というのを一

般的に表現すると。これ、今では当たり前の

ことを言ってるように見えるんですけれども、

1991 年にこの話をしてるっていうのが、す

ごい先見の明があるということですね。 

さらに 1997 年、タンジブル・インターフ

ェースという概念が提案されます。これは、

デジタル情報はなかなか不透明でよく分から

ないと、こういったものを人間自身が身体を

使って触れるようにすると。従来は画面の中

をマウスとかキーボードとかを使って操作し

ていましたけれども、物理的なものを介して

操作することによって、より直感的に情報を

扱うことができる、そういった概念を石井先

生が提唱しました。 

ここからちょっと私の話になるんですけ

ども、ヒューマンインターフェースというの
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は、これまで知識の獲得、人間の知識の獲得、

さらには作業効率の向上、さらに表現、あと

は環境に溶け込む、身体、そういったように

ヒューマンインターフェースの対象領域がど

んどん広がっていく中で、私はこの生活の中

に溶け込むコンピューター、インターフェー

スというのをテーマにいくつか研究をしてお

ります。 

例えばその1つとして、このようなインタ

ーフェースを作っています。これは眼鏡型の

インターフェースで、人間の感情状態、表情

を常時計測することができる、そんなインタ

ーフェースになっています。例えば人間が笑

顔をした時、笑顔をしましたよ、悲しんでて

悲しい顔をしましたよ、というのを、この眼

鏡型のデバイスをつけるだけで、特にカメラ

とかを使うことなく常時計測することができ

るということです。そうなってくると、我々

は日常生活の中で、どういうようなコンテク

ストにおいて、どういうような情動状態なの

か、自分の感情状態なのかというのが逐一計

測できるので、その長いスパンでのその人の

状態を推定することができるかもしれないと

いうことです。あとは、例えばコンテンツを

見た時のこの人の表情を解析することによっ

て、コンテンツの解析をすることができるか

もしれない。そんなようなデバイスを作って

きています。 

こういったものはセンシングなんですけ

ど、人間の状態を計測するということなんで

すけれども、人間をさらに計測して、コンピ

ューターが解釈をして、情報を人間に対して

提示する、ディスプレイの部分の研究もして

います。例えば、これはぬいぐるみなんです

が、ぬいぐるみをロボット化することができ

るリング型のデバイスです。これは新しいぬ

いぐるみロボットを買うんじゃなくて、自分

自身が持っているぬいぐるみをカスタマイズ

して、非常に個人性の高いインターフェース

を作れる、そんな提案になっています。こう

することによって、すでに愛着のあるものを

インターフェース化することができて、いろ

んな人とコミュニケーションすることができ

るようになっている、そんな提案になってい

ます。 

 

あともう1つ、私の研究として最近やって

る研究を紹介したいんですけれども、これも

同じく情報提示の研究ではあるんですけども、

これは食べられる情報です。これは具体的に

何をしてるかと言いますと、コーンフレーク、

皆さん普段食べてると思います。このコーン

フレークの中に実は鉄が含まれています。こ

の鉄と磁石の関係性を使ってあげると、この

コーンフレークがうにょうにょって動いて、

何か特定のパターンを表示してくれることが

できるということです。 

こういうふうになってくると、情報とい

うのは、こうやってスマートフォンとかディ

スプレイを通してただ知るだけじゃなくて、
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いろんなものをメディアにして人間は知覚で

きる。こういったものが、私にとっては未来

の自然なんじゃないかなということを考えて、

日々プロトタイプをしているということにな

ります。 

私の発表時間は 10 分しかないので、ここ

までの整理としては、ヒューマンインターフ

ェースの重要な側面として、こういった人間

の創造的な活動を拡張する存在として進化し

てきたんじゃないかなというふうに思います。

最初は図書館のように知識を提供するもので、

さらには作業する、文章を作るとかの作業に

なってきた。さらにそれを使って人間の表現

をするようになってきた。さらにそれが環境

に組み込まれて生活を支援するようになって

きた。これが広がれば広がるほど、よりその

人の生活とか、そういったものに寄り添って

いく必要がある。個別のコンテクストを考慮

する必要性が出てきています。 

ヒューマンインターフェースの分野の研

究者として思うのは、ヒューマンインターフ

ェースのデザインの汎用化と個別化のジレン

マは、やっぱりこのヒューマンインターフェ

ースの中でも存在している、ということです。

その結果、最近感じるのは、商業的な側面と

研究的な側面っていうのは、ややちょっと乖

離し始めてるっていうのは危惧してることと

いうか、どうしようかなというふうに悩んで

るところではあります。 

一方で、最近はいろんな人が物を作れる

ようになってきている、これは 3Dプリンタ

ーの例ですけども、3D プリンターを使って、

いろんなものが作れるようになってくる。し

かも、いろんなものをダウンロードして自分

の家で作れるようになってくる。これは砂の

絵を描く装置なんですけども、これなんか

1000 人以上がダウンロードして、お家で作

ってるんですね。こういったデバイスを。 

なので、もしかしたらインターフェース

を一方的に提供するんじゃなくて、いろんな

人が作り始めるような未来っていうのが来る

んじゃないか。もしかしたらそこにエコシス

テムみたいなものができるんじゃないかな、

ということを私は考えていまして、最近やっ

ているのは、このユーザーインターフェース

開発の民主化というところになっています。 

どうもありがとうございました。 
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研究紹介2 
LLMをめぐる新たな試み 

 

シン・アンドリュー 

（慶應義塾大学理工学部助教） 

 

それでは、理工学部助教のシン・アンド

リューから、「LLM をめぐる新たな試み」

というタイトルで発表させていただきます。

よろしくお願いします。 

ちょっと簡単に自己紹介させてください。

ちょっと名前を聞いてるとこの人誰って思わ

れてるかもしれないですけど、アメリカ生ま

れの韓国人で、なぜか今、日本にいる者でご

ざいます。元々企業で研究開発をやってたん

ですけど、2022 年より慶應義塾大学に所属

していて、10 月から理工学部の助教になり

ました。 

研究分野は、自然言語処理や画像認識、

機械学習あたりで、たまに研究している分野

の本も出したりしています。学生時代、作曲

活動をしていたので、それに関して AI で音

楽を作るみたいな本も出していたので、今日

は佐藤先生と杉浦先生に続いて、ちょっと音

楽が共通になっている背景もあります。ちょ

っと緊張すると日本語は片言になる傾向があ

るので、ご了承ください。 

さて、皆さんご存知だと思いますけど、

2022年にChatGPTが公開されて、すごい人

間のような自然な会話ができるということで、

衝撃っていうところもあったんですけど、そ

れと同時に、いろんな限界というか問題点も

明らかになってきました。 

代表的なのが、いわゆるハルシネーショ

ンと呼ばれる、全く事実じゃないことを事実

のように、それっぽく語ってしまうという問

題があったりとか、あと、簡単な計算とか、

簡単な論理とかを、小学生でもできるような

ものを間違ってしまったりとか、最新情報や

リアルタイムの情報を全然反映できない問題

とか、開発のコストとか、例えば ChatGPT

だと数百億円だったり、そういう天文学的な

コストがかかるということで、さらに毎回使

うたびに推論にかかる費用もかかるという、

さまざまな問題が初期の LLM にはありまし

た。 

LLM は基本、その学習に用いたデータか

ら言葉の確率をつなげているので、その学習

データに含まれていない情報に関しては対応

ができなかったんですね。とはいえ、情報っ

て毎日もう新たに大量に生まれるので、その

学習自体、数百億円かかるのに、毎回やり直

すっていうことは明らかに現実性に欠けると

いう問題があります。 

それで現れたのが、RAG、検索拡張生成

とも呼ばれるものが対応策として現れました。

RAGっていうのは、そのAI、LLMが検索エ

ンジンの結果みたいに、外部から得られた情

報を参照して出力をするということで、例え

ば「今日の天気どうですか」って聞いた時に、
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明らかに学習データには今日の天気の情報は

含まれなかったので、それを検索エンジンの

結果などを参照して出力に出すような仕組み

です。 

RAG の登場によって、再学習を毎回しな

くても、最新情報や学習データに含まれてな

い情報も高い信頼度で回答ができるようにな

って、ハルシネーションみたいな問題も完全

にはまだ解決されてないんですけど、だいぶ

削減ができるようになりまして、現在ほとん

どの商用の大規模な LLM だと、基本的にこ

の RAG という仕組みに大きく依存しており

ます。 

しかし、まださまざまな課題が残ってい

る状況でして、例えばネットの検索結果を使

うとしても、全ての情報がネット上にあると

は限られないんですね。社内の機密情報だっ

たり、個人情報だったりなどは、明らかにネ

ット上にはない情報でして、あと、情報の意

味って、今日はコンテキストの話でもあるん

ですけど、人や文脈によって変わってくると

ころもあって、ちょっといい例が思いつかな

かったので、適当な例にはなるんですけど、

「モデルがだめになった」って言われると、

AI 研究者である私の場合だと、AI モデルの

計算が間違ってるふうには認識したんですけ

ど、ファッションデザイナーさんだったら、

ファッションモデルが倒れたとか、というふ

うに、完全に違う話に捉えられちゃう場合も

あります。 

あと、タスクって多様な観点が必要だっ

たり、複数のステップを経て捉えないといけ

ないようなタスクも世の中にはいっぱいある

と思いますけど、そういうのもまだ困難だっ

たり、開発費用もまだ高いなどの、さまざま

な問題がまだ残っています。 

今日は、この最近の LLM の、まだあふれ

ているいろんな問題に対して現れている新た

な試みに関して、簡略に紹介したいと思いま

す。主にこの4つです。コンテキストエンジ

ニアリング、マルチエージェント、ペルソナ、

SLMになります。 

 

コンテキストエンジニアリングに関して

ですが、文字通り、LLM に与える文脈を設

計する技術ですね。プロンプトだったり、知

識やメモリや、どのようなツールを使うかな

ど、結構幅広く、すごく広い意味で用いる用

語ではあるんですけど、今まで、いわゆるプ

ロンプトを用いて単なる入力段階での工夫を

やってたことに対して、それを超えて、文脈

を与えることでその LLM のコード全体を制

御して最適化するっていうことを、広くコン

テキストエンジニアリングって言っていて、

先ほどの RAG みたいなのも、ちょっと広い

意味ではコンテキストエンジニアリングの一

部とも言えるかと思います。 

LLM が使えるコンテキストっていうのも、

そのサイズには明らかに限界があるので、必

要な知識を適切に与えて、不要な情報はどの
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ように抑制するかっていうところがキーポイ

ントになって、その情報の収集と選択と圧縮

と更新方法などを設計する技術になります。 

例えば、なんとか論文の重要ポイントを

まとめてほしいっていう時に、従来のプロン

プト段階での工夫だと、「専門リサーチャー

として、なんとか論文の重要ポイントをまと

めてもらえますか」というふうに聞くところ

にとどまったんですけど、コンテキストエン

ジニアリングの場合は、それに加えて、例え

ば論文からの概要やテーマセクションを与え

たりとか、関連の趣旨やメタ情報などを与え

たりとか、使ってほしいツールの情報を与え

たりとか、メモリーに保存した過去の論文要

約などを追加で与えたりする。あくまで例で

はあるんですけど、こういった文脈に関わる

情報を与えることで、より意図にはまるよう

な出力が得られて、さらにコンテキストによ

って情報が絞られるので、ハルシネーション

などのリスクが大きく減少するというメリッ

トがあります。 

これによって、LLM をそれぞれのユーザ

ー特有の好みや属性やニーズによってカスタ

マイズすることができて、独自のデータ、個

人データだったり、社内機密情報などでも

LLM を活用することができるようになりま

す。 

 

続いて、マルチエージェントです。文字

通り、ひとつのLLMじゃなくて、複数のAI

が協力してひとつの大きな仕事をするってい

うような仕組みなんですけど、例えば企画す

るAIだったり、行動AIだったり、文章を書

く AI のように、役割を分担させて、お互い

会話しながら全体、タスクの目的に近づいて

いくような仕組みです。 

例えばソフトウェアを開発するというタ

スクだと、プログラムを書く LLM があって、

そのプログラムをテストしてバグを見つける

LLM、またそれに関してドキュメンテーシ

ョン、マニュアルを書く LLM と、全体を総

括するプロジェクトマネージャー、PM 的な

LLM があるみたいな、さまざまな構成がで

きます。 

このマルチエージェントも、LLM 同士が

ソフトウェア開発の場合みたいに協力的に、

各 LLM の状態や状況、プログレスなどを共

有する場合もあれば、敵対的に構成すること

もできて、例えば作文などもそうなんですけ

ど、議論したり競争したり、お互い批判する

ことによって多様さが得られて、クオリティ

が上がるような場合もあります。なので、最

近だと、例えば他社の LLM とマルチエージ

ェントで構成して、ChatGPT と Claude さん

がお互い協力したり競争したりするような、

面白い組み合わせも現れています。 

 

続いて、ペルソナに関してですが、AI に

特定の人物や専門家などになり切ってもらう

っていうロールプレイと、AI にユーザーの
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属性を推定してもらうっていうパーソナライ

ゼーションというふうに分けられるんですけ

ど、まずロールプレイの場合は、研究者だっ

たり、開発者だったり、専門家、ないし王様

だったり子供、みたいに特定の役割を与えて、

そのペルソナ、その人格になってもらうこと

です。これは先ほどマルチエージェントでも、

マネージャーだったり開発者みたいな役割を

与えてたと思いますけど、このマルチエージ

ェントとの親和性が非常に高いんですね。 

これ、特に企業からの注目とか最近非常

に高くて、例えば顧客が製品にどう反応する

かとかを、市場調査じゃなくて、LLM にそ

の特定のペルソナを与えることによってシミ

ュレーションをすることで、コストを大きく

削減するようなことがされています。 

ユーザーの特性を推定してもらう場合も、

例えば医療相談とか法律相談とかで、この依

頼者がちょっと冷静なタイプなのか、ないし

は不安になりやすいタイプなのかによって、

発話、話しするトーンを変化したりなどがで

きるようになります。 

ここで、ちょっと最近の自分の研究紹介

をしたいと思いますが、私、ここ1年2年ぐ

らいで、法律に AI を適用することにすごい

興味を持っておりまして、1 月に LLM を用

いて日本の司法試験に合格したという初事例

になる論文を発表しまして、それが記事にな

ったり、ちょっと一瞬Xとかでバズったりし

てました。 

ここで、2024 年の司法試験の短答式試験

を取らせたんですけど、やったこととしては、

その過去問をコンテキストとして与えて、ま

たその出力を出した後にもう1回それを検証

するという仕組みを導入してまして、ここで

やってることは、結局、その過去問というコ

ンテキストエンジニアリングと、解答を出す

役割と検証するという異なる役割を与えるこ

とで、ペルソナを使ってるような組み合わせ

によって得られた成果と言えます。 

 

ちょっと時間がオーバーしてますので、

ちょっと巻き目でいきます。最後にやるのは

SLM です。SLM というのはなんやねんとい

うことなんですけど、Small Language Models

で、LLM－大規模モデルの反対ですね。

LLMの試みとしてSLMというのはちょっと

矛盾してる気もしてるんですけど、矛盾は見

逃しておいて。今皆さんの ChatGPT とかで

何か入力して、その出力が返ってくる時は、

どこかしらデータセンターにある GPU を経

由してその出力が返ってくるわけなんですけ

ど、なのでそのデータセンターをどんどん作

らないといけなくて、最近だと宇宙にデータ

センターを作ろうっていう話も出たりするん

ですが、LLM のサイズって結構、冗長なと

ころをたくさん含めていて、そのタスクとか、

そのデータの質だったりとか、モデルの圧縮

などをうまく活用すると、性能は全然劣るこ

となくって、サイズを大幅に、1%とかに小
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さくすることができるので、今後はスマホだ

ったり車だったり、冷蔵庫だったり、医療機

器など、それぞれのローカルデバイスで回せ

ることが可能になると予想されていて、これ

によって莫大なコスト問題が解決されると予

測されてます。 

 

まとめると、今まで一律的に回答をして

くれる、ちょっと優秀ではあるけど、めちゃ

くちゃ費用が高い 1 人の天才みたいな LLM

だったのが、今後、背景をコンテキストで理

解して、役割を持って、チームで働いて、管

理可能なマネージャブルなコストで動くツー

ルへと進化しつつあるかなというふうに思っ

ていて、その技術の細かい仕組みを知らなく

ても、どのような文脈と役割と作業の構造を

与えるかという、ちょっとマネージャー的な

力が問われる事態になりつつあるかと思いま

す。 

ちょっと長くなりましたが、ありがとう

ございました。 
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研究紹介3 
パーソナライズを工学する 

―機械化と汎用化の壁― 

 

山下 剛志 

（慶應義塾大学DMC 研究センター特任助

教） 

 

「パーソナライズを工学する」というタ

イトルで、僕の研究を紹介します。 

簡単に自己紹介します。僕は 97 年生まれ

の 28 歳で、実は今年社会人 1 年目、去年ま

で金子所長の研究室で博士課程の学生をやっ

ておりまして、去年の4月からこちらでお世

話になっております。 

僕は「パーソナライズを工学する」って

いうタイトルをつけたのですが、「パーソナ

ライズ」と「工学する」という2つの話があ

ります。パーソナライズって何かというと、

簡単に言えば個人に合わせて情報やサービス

を提供することと言えるかなと思います。こ

れはやっぱりユーザーの嗜好、先ほど情報行

動がどうとか、そういう話もいろいろありま

したが、自分の情報探索のポリシーってどう

なのかとか、興味関心って何なのかとか、そ

れが明示的であるかどうかっていうところは

また別ですけれども、それらをどれだけリア

ルに反映して情報やサービスが提供されるか

ということが、パーソナライズにおいては重

要なことになります。 

身近な例だと、Amazon とかでいろいろ物

を買ったりすると、それに関連したものが勧

められたりとか、そんな例が挙げられるかな

と思います。工学するっていうことは、これ

はすごく多様な解釈があると思うのですけど、

ここでは、合理的に利益を追求する仕組みづ

くりっていうふうに一言で言ってみました。

つまり、得られる利益とそのために払わなき

ゃいけないコストっていうもののバランス感

覚っていうものを重要視するところが、工学

的な視点だと思います。 

今日来ていただいている皆様、図書館に

詳しい方が多いと思いますので、ちょっとそ

こら辺で何か工学の例あるかなと思って、こ

の日本十進分類法っていう、図書館とかで本

の背表紙についている3桁の数字とかのラベ

ルのことですけれども、これもやっぱり工学

の中で考えられているなっていうふうに思っ

ていて、3 桁の数字で表現できるのは非常に

直感的で、コンピューターでも扱いやすいし、

人間も扱いやすいし、そこはウィンウィンか

なと思うのですが、でもその一方で、十進法

を人間が勝手に使っているというだけで、各

レベルで 10 通りの分類しかできないという

ところは、やっぱり制約として生じる、払う

べきコストというところになります。また、

定期的な更新で新たな領域を反映させる。こ

の十進分類法、昨日ちょっと調べていたら、

1930 年ぐらいに元々オリジナルのものがで

きていて、そこからおよそ 10 回改定されて
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いるそうです。僕は情報工学科出身で、情報

工学っていうのは大体 1960 年ぐらいに生ま

れてきた学問なのですが、それもやっぱり

1980 年ぐらいの改定で追加されたようです。

それが追加されるということは、10 通りの

制約の中で何かがどこかに吸収されるみたい

なことが定期的に起こっていると。そうする

と結局、図書館の方ではラベルの付け替えと

か本棚の移動とか、そういうコストを払わな

いといけない。こういうのが工学的な考え方

かなというふうに思っています。 

これ、情報サービスの文脈で言いますと、

パーソナライズっていうのは、なるべく個人

に合わせて違う解析をしてほしいということ

になります。ただ一方で、工学の視点からす

ると、なるべく同じ解析結果を使い回した方

が得になるわけですね。工学っていうと、本

当にサボることが大好きですので、1人 1人

違うことやろうなんて、そんな面倒なことは

なるべくやりたくないっていうのが基本的な

考え方になります。結果として、パーソナラ

イズと工学っていうところは、本質的に相反

する思想があるということが言えると思いま

す。 

それを現実的にはどう落としていくのか

っていうと、例えば1人1人に異なる解析っ

て、先ほど工学的な視点では難しいって話を

したのですが、そうしたらユーザーの抽象化

みたいな、単純化のテクニックを入れてなん

とかサボろうと、工学側は考えます。例えば

年齢とか性別とか居住地とか、分かりやすい

情報で情報提供のあり方を変えようと。例え

ば僕なんか 20 代男、大体日吉あたりに住ん

でいる、と言うと、ラーメンなんかを検索し

た日には、もう家系ラーメンしか出てこない

みたいな感じになります。というように、同

属性に対しては同じ情報が提供される。これ

はパーソナライズされているようで、本当は

されていない。そんな話になります。また、

例えば映画とか見ていると、特定のコンテン

ツを視聴した人に対するおすすめっていうの

は出てくるのですが、それは僕が例えばその

監督が好きだからクリックしたのか、友達と

か先輩におすすめされたから、なんとなく話

を合わせるために見たものなのかとか、実は

視聴のモチベーションって裏に隠れているも

のがあるはずなのですが、そこまではトラッ

クされないということが発生します。 

また、この抽象化の軸、先ほど年齢とか、

そういうのを適当に出してみたのですが、こ

の抽象化の軸というものはサービス依存であ

りまして、その結果としてパーソナライズっ

ていうのはサービスの中に閉じるということ

が起きます。分かりやすい例で言うと、家電、

テレビを買おうってなった時に、Amazon と

かYahooとか複数のサービスで検索したとし

ます。それで Amazon で買ったけれども、

Yahooは僕が Amazonでテレビを買ったこと

は知らないわけですよね。そうなると、僕が

2 台目を買うはずもないのに、Yahoo に行く
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たびにテレビがおすすめされる。ここでBlu-

ray のレコーダーとか、Apple TV とか、そう

いうものを出してくれたら僕は全然買う余地

があるのに、それはサービスの中でデータが

閉じているから発生しない。ユーザーが負っ

ているデメリットになるわけですね。 

さらに進むと、結局、個人のデータをど

う解析するかみたいな話って、サービス事業

者の資産になってくるわけですので、そうす

るとより個人が情報探索自体に介入できない

っていう問題が起こってきます。なので、こ

のサービスを超えた真のパーソナライズの実

現に向けて、各個人が主権を握るサービスを

目指した研究っていうものも進めています。 

目指すこととしては解析のオープン化を

掲げています。先ほどの話で言うと、こんな

感じで今ユーザーがいたとしたら、これがあ

るサービス、これが他方のサービスってなる

と、このサービスの中にユーザーの嗜好デー

タがたまっていて、ここで解析手法があって、

この中でぐるぐるして、結果、何かコンテン

ツが提供されるみたいな、探索も提供も解析

自体も全部1つのところで完結するってこと

になります。 

これがオープン化するってどういうこと

かというと、ユーザーが嗜好データっていう

ものを、つまり自分のパーソナルなデータっ

てものはあくまでユーザーのもとで管理しま

しょう。そこに対して、キュレーターって呼

ばれる、この情報の推薦をしてくれる人って

いうところを別の組織として持って、そこと

お金のやり取りで、このキュレーションの仕

組みっていうものをユーザーは買い取って、

ユーザーは自分が持っている嗜好データを入

力して、その中で解析して、そこで見つかっ

たコンテンツっていうものに対してお金を払

って取ってくる。そうしたらユーザーは、キ

ュレーターを自由に選べるわけですし、自分

の嗜好データをどう使うかってのも自由に選

べると。こんな感じで推薦の主体をコンテン

ツ提供者から切り離すことで、情報探索の主

権っていうものをユーザーに何とか移せない

かっていうことを考えています。 

その1つの例として、僕、映画が趣味なの

で、映画のデータセットを用いたパーソナラ

イズ推薦っていうものを考えています。これ

が例えば映画のレビューサイトですよね。こ

の映画を見て何点とかってユーザーがつける、

食べログ的なサービスが映画にもあるのです

が、それをネットワーク化して、その中でネ

ットワーク解析をして、簡単な、例えばスマ

ホぐらいでできる計算量で推薦手法を作って、

そこに対してキュレーターの味付けをしてい

くっていうものを3段階で示していきます。 

ここで、今、次に見る映画を決めたいア

ニメ好きの映画ファンっていうようなものが

いたとして、モチベーションとして、今、人

気作品はもうある程度見たし、今度は教養を

深める古典作品を見たいなと。最初、サウン

ド・オブ・ミュージックっていうミュージカ
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ル映画を観て、良かったと思ったとして、そ

れをもとに原始的な解析手法でやると、こん

な映画が出てくるわけですよね。ショーシャ

ンクの空に、フォレスト・ガンプ、羊たちの

沈黙みたいな。人気ランキングが 1位、2位、

5位っていうものが出てきています。 

そこに、人気なものはもういいよと、マ

イナー映画を強く推薦するように味付けして

っていうふうにやると、この中で、そしたら

メリー・ポピンズとかオズの魔法使いとか、

サウンド・オブ・ミュージックと近そうなも

のっていうものが上がってくると。人気ラン

キングを見ても、大体3桁順位ぐらいのもの

がコンスタントに出てくるようになるってい

う感じになります。そこに、今度アニメ好き

だからアニメ作品を強く推薦してよっていう

ふうに味付けをしてもらうと、ライオン・キ

ングが 8位から 4位に上がってきて、9位に

リトル・マーメイドが出てくるみたいな、味

付けができるようになります。 

ここに、古典映画をもっと見たいなって

いうような味付けをすると、今度何が起こっ

てくるかっていうと、今までのアニメが好き

とか、サウンド・オブ・ミュージックが好き

みたいなところは残したまま、古典作品を強

化してくれるってことが起こります。その結

果、ファンタジアっていう、1940 年のミッ

キーが主役の映画や、ピノキオといった、こ

の世代の古典ディズニー作品が上位に出てく

るようになる、みたいな感じです。 

そうすると、各映画がどれくらい古典的

かということを頑張って定量化する事業者が

いたら、その人が「僕はこう古典作品をおす

すめできるよ」っていうふうに、キュレータ

ーとしてそのキュレーション市場に自分の知

見を売り出すことができるようになるわけで

すよね。こうすることによって、情報探索っ

ていうところをもうちょっとオープンな形に

していきたいっていうことを考えています。 

最近の研究としては、こういうものの、

コンピューター的にどう計算したらいいかと

いったアルゴリズム開発などをやっています。

この映画の推薦のデモについても、後ろでや

っているので、この会が終わった後にでも、

興味ある方いらっしゃいましたら、ぜひお試

しください。以上となります。ありがとうご

ざいました。 
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パネルディスカッション 
 
●パネリスト 
池谷 のぞみ 
（慶應義塾大学文学部教授） 
 
佐藤 千尋 
（慶應義塾大学大学院メディアデザイン
研究科准教授） 
 
杉浦 裕太 
（慶應義塾大学理工学部准教授、DMC
研究センター所員） 
 
シン・アンドリュー 
（慶應義塾大学理工学部助教、DMC 研
究センター所員） 
 
山下 剛志 
（慶應義塾大学 DMC 研究センター特任
助教、DMC 研究センター所員） 
 
●モデレーター 
見上 公一 
（慶應義塾大学理工学部准教授、DMC
研究センター所員） 
 
 
見上：それでは、早速始めさせていただ
きたいと思います。先ほど、佐藤先生の
スライドに、いろんな状況の人がいて、
中にはちょっと気持ち的に疲れている人
もいるという話がありました。こういっ
たセッションをやっていると、パネルデ
ィスカッションとか、皆さんと一緒にデ
ィスカッションできる時間が一番盛り上
がるので、ここに時間を使いたいんです

けど、始まるこの段階で予定したよりも
既に 15分ぐらい押していて、今、一番気
が揉んでいる状態なのが私なんですけど
も、早速始めていきたいと思います。 
今日は最初に池谷先生と佐藤先生から

ご講演をいただきまして、その後で、
DMC の方からどんな研究、特に技術的
なものを使った研究としてどのようなこ
とをやってるのかという話がありました。
せっかくですので、それを見ていただい
た上で、池谷先生と佐藤先生に何かお感
じになったところがあれば、まずはじめ
にお伺いしたいなと思っております。池
谷先生からお願いしてもいいですか。 
 
池谷：はい、ありがとうございます。す
ごくいろいろな刺激的なご研究を紹介し
ていただいて、どれについて何を話そう
ってちょっと考えてしまっていました。
でも少し安心したというか、最後にお話
がありましたが、テクノロジーの民主化、
デザインの民主化といった辺りまで考え
てらっしゃるのだなという。マネタイズ
の領域だけじゃないところで、私たち
個々人が自分たちで関与できる余地を残
してくれるっていうところを、山下先生
も考えてらっしゃるっていうことに少し
安心をしました。やっぱり全部が AIの中
でぐるぐる回っちゃうと、じゃあ私たち
人間は何をしましょうかっていうところ
になりかねませんが、そうじゃない方向
を見せていただいたんだなというふうに
思いました。 
それから、シン先生には、ハルシネー

ションとか、それからコストとか、広く
はエネルギーを削減するみたいなところ
を、どういうふうに両立させながら LLM
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と SLMを作っていくかっていうところで、
最後、司法試験のところなんか、以前ど
こかで伺った記憶があったのですが、そ
の先生でしたか、と思いながら拝聴して
いました。だけど一方で心配になったの
は、私最近、癌の末期患者に余命をどう
いうタイミングで、どうやって伝えるの
かみたいなところを医師に対してインタ
ビュー調査したのですが、そういうとこ
ろがもし AIにまかせるという話になった
としたら、ちょっとどうなっちゃうのか
しらと。どこまでをこういうマシーンに
任せて、どこからやっぱり人間がやって
いこうねっていうことをどのようにみん
なで合意を取っていくのか。そうした点
はぜひ一緒に考えていきたいと思いまし
た。ありがとうございます。 
 
見上：ありがとうございます。続きまし
て、佐藤先生からもぜひお願いします。 
 
佐藤：もう、池谷先生に全部言っていた
だいたと思うんですけれども、やっぱり
いろいろな分野を横断してこういう議論
をする場そのものが素晴らしいなって、
とても思いました。工学だったり、図書
館情報学だったり、私の場合は経済学と
商学と社会学と、いろいろな分野すべて
混ざっていて。それぞれが目指してるゴ
ールとか、その哲学観みたいなものって
あると思うんですけれども、総論的には
皆さん、より良い未来を目指していると
思うんです。じゃあその「より良い」と
いうものは一体何なのかっていうのが、
多分、論ずるべきことだと思います。ど
のようにアプローチするのかって時に、
何が技術でできるのか、何は議論するべ

きなのか、何は試すべきなのか、何は考
えなきゃいけないのかみたいな余地が、
すごくいろいろあるなと。それぞれの専
門性を統合していくことで、次の世代と
いうものに何を私たちが作って、学者と
して残せるのかということを、いろいろ
頼もしく思いました。ちょっと総論的な
感想になります。 
 
見上：ありがとうございます。それでは
DMC のお三方にも。今、池谷先生の方
からもお話がありましたが、技術に任せ
る部分と、あるいは人が担うべき部分の
関係性をどう考えるのかという点です。
杉浦先生のお話の中にも、ビジネスとし
てやれる部分を目指していくのと、研究
としてやっていくみたいなことが、必ず
しも同じ方向を向いてないんじゃないか
っていうお話もありましたし、山下先生
のお話の中でも、パーソナライズと工学
っていうものは相反するものなんだって
いう、そういったお話があったと思うん
です。 
個別化とか、個人にパーソナライズし

ていくという時に、どちらかというと、
ユーザーの人に委ねようかなっていう感
じを私としては受け止めたんですね。自
分が求めているものが何か、ただ単にリ
ストが出てくるんではなくて、その後に
どんなテイストを含めるかとか、あるい
はコンテクストとして、どんな背景情報
を一緒に AIに伝えて、より適切な回答を
得るかとかですね。そういった形で、自
分がどのようなコンテクストにいるのか
っていうことを伝えることで、より良い
回答を得よう、みたいな感じで受け止め
たんですけども、それで本当にいいのか
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ということを、ちょっとお三方に順番に
お伺いしたくて。山下さんからいきまし
ょうか。 
 
山下：そうですね。今日、池谷先生のお
話の中で、情報ニーズのレベルというお
話がありましたが、その「自分が欲して
いるものが言語化できる」っていう状況
は、確かに見上さんもご指摘された通り、
限定的ではありますよね。その中で、そ
れが限定的であるっていうことを本当に
我々がちゃんと自覚できてるのか、とい
う点はちょっと考えた方がいいかなって
思っています。AI が発展してきたとき、
基本的には、あくまで人間がめんどくさ
いことを代わりにやってもらうっていう
ことが重要で、本当に大事なところまで
代替させるべきではないかなと。だから、
自分の情報探索の癖とか、そういうとこ
ろは自分のパーソナリティを作る大事な
部分だから、そこは代替させるべきでは
ない。ただ、人気なものをちょっと排除
したいな、みたいなその程度の話だった
ら、それはちゃんと言語化ができている
ので AI的なものに頼ってもいいかもしれ
ません。そんな感じで、自分が大事にし
ている部分と、めんどくさくて時間がか
かってしまっている部分は、しっかり分
けて考えるっていうのが、パーソナライ
ズとかを考えていく上では重要なことな
のかなと思っています。 
 
見上：ありがとうございます。じゃあ、
次に、シンさんお願いします。 
 
シン：そうですね。ちょっと話が脱線す
るかもしれないですけど、私は 5 歳の娘

がいるんですが、幼稚園に送り迎えする
たびに、AI とかロボットがいくら発展し
ても、幼稚園の先生は絶対に置き換えら
れないなと思っています。やっぱり人と
直接接続するっていうところを、親であ
れば誰もが大事にしてるので、そこは変
わらないなと思っていて。 
その延長線でまた脱線するんですけど、

学生時代、作曲活動をしていたんですが、
最近 AIでもほぼ商業クオリティで音楽を
作れるようになったんです。でもそれは、
クリエイターとして個人的にあんまり嬉
しくないんですね。考えてみると、30 年、
40年、50年前に電子音楽が出た時に、多
分ギターとかセッションで直接楽器演奏
をしてた方々は、あんまり嬉しくなかっ
たんじゃないかなって思って。でも、未
だに人は直接ライブを見に行ったり、実
際の楽器を弾きたかったり、弾くのを見
に行きたかったり、バンドマンを格好い
いと思ったりして、そういうところは生
き残っているので。 
結構脱線してますよね。何の話でした

っけ。そうですね、やっぱりいくら AI時
代になるとしても、人によって大事にし
ているレイヤーは変わるかもしれないん
ですが、機能的には置き換えられるとし
ても、そういうふうに大事にされたり、
求められていることによって、意外と変
わらないところはあるんじゃないかなっ
て思います。 
 
見上：じゃあ、杉浦先生お願いします。 
 
杉浦：はい。AI がどこまで担うかってい
う問いに関しては、人間のモデルを少し
具体的に考えてみると理解できるかなと
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思っていて。例えば歩行っていう観点だ
と、人間ってかなり複雑な足の制御をし
てますけど、普段意識しないものですよ
ね。でも一方で、ある状況になってくる
と意識的なモードになって、人間は歩行
を自分自身の意志で制御するようになる。
おそらく、こういったバランスが大事な
のかなと思っています。無意識的に任せ
られる部分っていうのは AIが担う。一方
で、必要に応じて意識的に介入すべき部
分っていうのは人間が担う。この部分を
上手に設計していくっていうのが、ヒュ
ーマンインターフェース的には大事かな
と思っている、っていう部分が回答です
ね。 
 
見上：ちょっと同じ質問を佐藤先生にも
投げかけてみたいと思います。お話の中
で、相手がやっぱり欲しいと思っている
もの、そこにこそ価値があるんだってい
う点を強調されていたと思うんですが、
相手が必ずしも欲しくない、でも一般的
に価値があるみたいな場合に、サービス
をデザインする側としてはそこをどうや
って調整されるのでしょうか。 
 
佐藤：必ずしも、自分に価値があるから
自分に価値があるわけではないですよね。
要は、私たちって共同体として誰かと一
緒にいるわけですし、例えばこの空間に
は何十人かいるわけで、私が価値と思わ
なかったとしても、この中のあの人は好
きかもとか、この人だったら今欲しいか
もとか、そういう、誰かの文脈を知って
いるからこそ、「私はいらないけど、あ
の人なら欲しい」ということがあると思
います。 

そういう時に、テクノロジーができる
ことって多分いろいろあると思っていて、
私はいらないけど、もしかしたらこれに
価値を感じてくれる人のところに届けた
方が、便益が上がっていくのではないか
って時に、先ほど自分らしさとパーソナ
ライズという話がありましたが、自分に
は当てはまらないけど、他の誰かには当
てはまるかもしれないじゃないですか。
それを探して、そちらに届けるっていう
方が多分幸せだと思うんですよね。 
届けられるものも、物かもしれません

し、あるいはサービス、あるいは情報、
あるいはいろいろな資源かもしれません。
作られたものが人にとってはゴミかもし
れないし、人にとってはすごい価値があ
るかもしれません。昔から猫に小判、豚
に真珠と言いますけれども、やっぱりそ
の小判を価値だと思ってくれるところに
届けた方がいいし、その方が、小判も真
珠もきっと輝くのではないかなと思いま
す。そのためにはやっぱりいろいろな人
を知っているだとか、いろいろなコンテ
クスト、コミュニティとつながっている
っていうことが重要で、それによってよ
りいろいろな情報の価値というものも総
合的に上がっていくのではないかと思い
ます。 
 
見上：ありがとうございます。池谷先生
には、ちょっと図書館の話にいきたいん
ですけども、大学の図書館といえば学生
さんが情報を探索しに来ることが多いと
思います。ですが、学生さんは情報を必
要として来る一方で、必ずしも自分に必
要な情報が何かを理解していなかったり、
あるいは何か欲してきてはいるんだけど
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も、学習という観点からだと、ちょっと
違った情報の方に目を向けてもらった方
が望ましいといったこともあると思いま
す。その場合に、パーソナライズという
観点において、本人の抱えているニーズ
と、そうではない価値観みたいなものを
どう調整していくべきか、何か理想とし
てあるのか、あるいは過去の研究なんか
で何か示唆されるところがあるのかとい
うことを、ちょっとお伺いできたらと思
うんですけども。 
 
池谷：ここは一番難しい部分ですよね。
もしかしたらそれこそがレファレンスラ
イブラリアンのやってきた部分かもしれ
ません。あなたは A って言っているけど、
実は A より B の方がいいというようなと
ころ、B の方向を取ることで、より質の
高い研究とか質の高い学習ができるのだ
よっていうことを示唆するという。そう
いったところでは、やっぱり知識が必要。
それを価値があるものと見なせるだけの、
それに見合う知識が必要で、そこを授け
るところからやるっていうのは、なかな
かしんどいところではありますが、でも
そこも含めてやるのが、多分レファレン
スサービスが図書館のパーソナライゼー
ションをやってきてた部分なんだろうな
とは思います。 
でもカウンターに来る学生なんて多分

わずかですよね。とはいえ実は最近は結
構増えてるっていうことも聞きます。そ
れはまた別の意味で、もうよく分かんな
いからとりあえず聞いちゃう、みたいな
ところでしょうか。だから、そうした知
識を広げるっていうことをまた別の場面
で、座学やセミナーを図書館ツアーやガ

イダンスでやったりして知識を授けつつ、
このように行動することで、さまざまな
レベルのより広い知識が得られる、とい
うことを知ってもらうっていうサービス
も一環としてやっているっていうのが、
多分実情なのかと思います。 
そういう意味で、これからシステムで

何か提供する時に、利用者からの質問を
即物的な「コマンド」として利用者のニ
ーズを受け付けるんじゃなくて、実はこ
ういうものもあってね、みたいな、他の
ものに自分の目を広げられる動きをとる
のが、これまでにも増して大事だと思い
ますので、その辺りを山下さんとか研究
で実現なさろうとしてるのかなと思いま
す。 
 
見上：ありがとうございます。今回のシ
ンポジウムの問いは「情報システムはど
こまでコンテクストに寄り添えるのか？」
というものですが、コンテクストを反映
できるのかっていうことではなくて、
「寄り添う」っていう言葉を使っている
んです。つまり、ただ単にコンテクスト
を把握して、それに適したものを提示す
るだけではなく、あるいはパーソナライ
ズをニーズっていうものに落とし込むと
いうだけではなくて、そのコンテクスト
自体を一緒に作っていくような、そうい
う活動としての情報システムのあり方が
可能なのかっていう問いなのかなと思い
ます。ここら辺について、杉浦さんどう
ですかね。 
 
杉浦：そういう意味で、私が今すごい大
事だなと思っているのは、その人間の主
体性っていう部分です。いろいろな研究
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室とかの運営をしていると、主体性とい
うものに結構ダイバーシティがあるとい
うか、バラバラになる。でも一方で、今
後、実際に主体的に行動しないとどうし
ようもないっていう時代になってくる中
で、どういうふうにその主体性っていう
のを引き出してあげるか、それは実は情
報システムでサポートできるのではない
かっていうところは、結構面白い問いだ
なと思っています。その人の主体性をど
ういうふうにエンハンスしてあげるかっ
ていうところは、やっていきたいなと思
います。 
 
見上：ありがとうございます。シン先生、
何かありますか。 
 
シン：そうですね。また音楽の話になっ
て申し訳ないですけど、昔、ちょっと前
までは音楽とか、美術でも何でもいいん
ですけど、限られた一部の、いわゆる才
能を持っている人しかできなかった領域
だったと思います。それが今では AIや技
術によって、普通に、才能とか関係なく、
誰でもすぐ生成できるようになっていま
す。そうすると、そもそもどういうもの
を生成させて、あるいは生成されたもの
の中から何を選ぶかという、そういうプ
ロデューサー的な、マネージャー的な役
割が重要になってきている時代になった
かなと思っていて。それは別に音楽に限
らず、会社を作るとか、ソフトウェアを
作るとか、何であっても同じで、そうい
うハイレベルな能力、細かい知識や才能
とかとは関係なく、企画力というか、マ
ネージャーとしての力が問われる時代に
なってきているのかなというふうには思

っています。 
 
見上：山下さんもぜひ。 
 
山下：先ほど池谷先生の方から、図書館
では A を求めている学生に対して、B の
方がよいと言うこともある、というお話
がありました。ただ、これも例えば情報
を得るということだけであれば、B を勧
めて読んでもらうのがいいかもしれない
けど、これが教育機関だっていうことも
考えると、A を見て、ちょっと的外れだ
ったなって思う経験も、多分それは教育
効果があると思うんですよね。それが多
分、コンテクストに寄り添うっていうこ
とだと思いますし、この学生自身がどう
できるかっていうと、それは図書館の方
をどれだけ信頼を置くかっていうところ
に結局はつながってきていて。 
僕、キュレーションという言葉を使っ

て、情報探索の仕組みは自分で制御でき
るべきっていう話をしてたんですけど、
これは技術がより進んだ段階の話であっ
て、その前の段階では、どのエージェン
トに託す、どのエージェントを選ぶかぐ
らいの話をすればいいかと思います。例
えば大学で言えば、どの研究室に行った
ら自分にいい教育をしてくれそうかな、
みたいな。それはエージェントを選んで
るっていう感覚だと思うんですよね。な
ので、そういうふうに、自分がどれを信
じたら良さそうか、どのキュレーターな
らコンテクストに寄り添ってくれそうか
みたいな、そういう直感レベルの話で。
それが先生なのか AIなのか分かりません
けども、そうしたものを選んでいくこと
がこれから可能になってくるのではない
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かと思います。今はもうGoogleに言われ
るがままかもしれないけど、この部分は
Google を信じるけど、この部分は
Amazon を信じたいみたいにできるよう
になってくるのが、現代からちょっと進
んだステップなのかなと考えています。 
 
見上：ありがとうございます。今の研究
室の例はちょっと面白いと思うので、も
う少しその話をしてみたいと思います。
研究室を選ぶ時に、どの先生がどんなこ
とをやっているのか、どんな形で研究を
進めているのか、いろんなことを調べて
いくと思うんですけど、不確定要素がど
うしてもあります。たとえば同期だった
り、でどんな人が一緒に研究室に入って
くるのかということが、自分が修士の 2
年間を過ごす時の学びの質に大きな影響
を与えることになると思うんです。 
なので、今回の情報システムっていう

のを考えた時に、その情報システムは、
AI みたいな構築された技術システムだけ
ではなくて、先生を AIシステムに例えて
いいのか分からないですけども、確定要
素として構築されたシステムそのものだ
けではなくて、そうした不確定要素も含
めての情報システムと捉えなければいけ
ないのかなと思います。その時に、質の
担保とか、どれだけニーズに応えられる
かっていうのは、元々の技術的なデザイ
ンの意図と、必ずしも一致してこないか
なと。そこら辺はどのようにマネジメン
トしていくのが適切ですかね。 
別に山下さんだけに聞こうというわけ

ではなく、図書館でももちろん、検索シ
ステムとか、司書さんとか、ある程度整
備されたシステムがありますが、それだ

けではない不確定要素がさまざまにある
と思うんです。例えば、学びの場をどう
作るかとか、コミュニティとしてその施
設をどう使ってるかみたいなことが、図
書館でどういう活動ができるかっていう
ことにもまた影響していると思いますし。
そこら辺の、より広い意味合いでの情報
システムみたいなものを考えた時に、ど
うやって質の担保ってできるものなのか
なっていうのを、ちょっと聞いてみたい
なと思ったんです。 
研究室運営みたいな形に落とし込むと、

お話ししていただきやすいですかね。杉
浦さん、どうですかね。研究室運営にお
いて学生さんのニーズを満たすっていっ
た時に、何かうまい方法みたいのがある
んですか。 
 
杉浦：研究室運営については常に考えて
ることですが、本当に答えはなくてです
ね。私、着任してから 5、6年ぐらい経つ
んですけども、研究室のシステムをどう
したらいいか、どうしたら学生が研究を
通して成長する機会を得られるのかって
いうのをずっと考えてるところではあり
ます。 
 
見上：学生さんごとにコンテクストが違
う。それを複数一緒に受け入れて、一緒
にシステムを構築していく、そういうイ
メージで捉えた時に、どうやってそのマ
ネジメントみたいなのをして、全体の質
を高めるという方向に持っていけている
のかなっていうことですね。 
 
杉浦：そうですね、難しいですね。現状
が本当に質が良いと言えるのかどうかっ
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ていうのもあるとは思うんですけども、
常に悩みながら、しかも学生が時代によ
って変わってくるので、その時代に合わ
せても変えないといけないというふうに
は思ってはいます。 
先ほどちょっとお話ししましたが、最

近特に重視しているのは、やはり研究の
主体性です。学生が研究をできるだけで
はなく、それを主体的にやってるかって
いうのは、私が今すごく大事にしてる部
分です。いい成果がたとえ出てなくても、
それに主体的に取り組んでるかどうかで
評価はしてあげたいなと思っています。
研究室の質の担保というか、研究室とい
うエコシステムをうまく回すためには、
そういった考え方で取り組むってのが結
果として大事になってくるんじゃないか
なという考え方ではあります。確たる答
えはないですが、現段階での研究室のポ
リシーとしては、そういう感じですね。 
 
見上：ちょっと同じ質問を佐藤先生にも
してみたいんですけども、いかがでしょ
うか。 
 
佐藤：はい。私は、杉浦先生と同じ研究
科出身ですが、今、全然違う研究科で同
じように研究室運営をしています。私の
いるメディアデザイン研究科ってところ
は本当に多様で、年齢は大学院なので若
くて 21 歳から 65 歳を超える方まで、国
籍も 30数か国で、宗教もバラバラですし、
性別とかの考え方もすごいいろいろ多様
な、そうした学生と常に向き合ってると、
もう画一的なものなんか何ひとつ存在し
なくって、それこそすごいパーソナライ
ズだと思います。 

特に私のように、メディアデザイン学
という、まだ十分に輪郭の定まっていな
い学問領域にいると、それぞれがこの学
問をいろんな解釈をしてくるので、その
解釈と研究室として提供できることとの
マッチングみたいなものを、もう本当、
日々精査しながら動き続けていますね。 
私たち、教育機関としての目的は、や

はり何かしら学んで、入ってきた時より
も出ていく時の方が、何らかの意味で良
くなっていることにあると思います。た
だし、何が良いのかっていうのは、今日
ずっと言ってますけれども、やっぱりそ
れぞれだと思うんですよね。私たちが良
いと思っていた卒業後の進路というもの
と、彼らが思う良い卒業後の進路という
ものは、本当にギャップが年々大きくな
っていて。本当に半学半教で、私がむし
ろ学生から教わってる感じなんです。 
そうした中で、情報に限らずいろいろ

な資源というものを、当然こちらは教育
機関として持っているわけで、それにも
ちろん価値があると思って、授業だった
り研究活動だったり、課外活動とかでい
ろいろな形で伝授しようとしていますけ
れども、本人にとって不要であればそれ
はそれでよいと、それも自由だと思って
ます。10 人いて 10 人に刺さるわけはな
いので、その打率を上げていくこと。あ
とやっぱり今は刺さらないかもしれない
けど、意外と 5 年後に、あの時言ってた
あれやっと分かった、みたいなふうに言
ってきてくれる卒業生とかも結構いたり
して、なので、即時的な成果みたいなも
のを追い求めすぎない方がいいのかなと。
気を長くして居続けること、どんと構え
とくのが一番大事なのかなというふうに
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は思いますね。 
 
見上：ありがとうございます。最初に金
子所長からも、長期と短期という違った
スパンの中での価値の捉え方みたいなも
のにどうやって対応していくのかとかっ
て話もありましたが、研究室も 1 つのシ
ステムだと考えると、皆さんこれだけ苦
労して個別のコンテクストを踏まえなが
ら運営されている。それを踏まえて、情
報システムを構想して作り上げることを
考えた時に、その中でどれぐらい技術的
な部分に任せて、どれぐらい人間の側が
担う部分があって、そこをどうやって調
整していくのかっていうのは、やっぱり
結構大きな課題なのかなと思います。 
すいません。こちらの方でいろいろ質

問させていただいてきましたが、せっか
くですので、残り 10分ほどではあります
が、会場あるいはオンラインで聞いてい
る皆さんの方から、何かご質問などあり
ましたら受け付けたいと思います。いか
がでしょうか。 
 
質問者：東京農業大学で非常勤をしてお
ります。バックグラウンドは図書館情報
学です。1つ補足と、1つ質問をさせてい
ただきたいと思います。1 つは、山下先
生のところで、嬉しいことに日本十進分
類法を出していただきました。たまたま
それをよく使ってる者として一言申し上
げると、あれは実は 3 桁ではなくて、ま
だまだ桁数は増やすことができます。こ
れを言っとかないと、ひょっとして皆さ
んが誤解されるといけないと思いまして。
理屈の上では 3 桁以上に 4 桁とか 5 桁と
か、深く分類できます。実際にそこまで

やる図書館はあまりありませんが、理屈
上それが可能だというのが補足です。 
そのうえで質問ですが、今、情報リテ

ラシー、あるいはもう AIリテラシーって
言うんでしょうかね。どんどんどんどん、
若い時から、生まれた時からそうしたも
のに親しむ時代になっています。しかし
どの時代でも結局リテラシー弱者ってい
うのはいらっしゃるわけですよね。そう
いう方々に対して、AI 時代になっても、
どのようなことをしていくべきなのか。
つまり、仕事がどんどん AIに取って代わ
るようになってくると、学生たちは何を
どうしていけばよいのか、悩むことにな
ると思いますし、SDGs の観点からも、
やっぱり障害のある方や高齢者の方々も
含めて考えなければいけないと思います。
私自身もそうですが、システムでやって
いくのはどうも苦手で、最後、「オペレ
ーターへ」とあると、そこでほっとする
ことがあります。これは非常に退化して
るんだろうなと思うんですけれど。そう
いう AIから取りこぼされる人をフォロー
するような AIについて図書館もいろんな
利用者を抱えている以上、考えていかな
ければならないと思います。その点につ
いて、もしお考えがあればお聞かせして
いただきたいと思いました。 
 
見上：これもやはり、コンテクストの違
いというところだと思います。システム
とかとの整合性が高いユーザーの方と、
必ずしも高くない方がいたときに、その
差をどうやって埋めるのか、あるいは埋
めるための方法っていうのが考えられる
のかということですよね。重要な問いだ
と思うんですけども、どなたに聞くのが
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いいですかね。シン先生、ぜひお願いし
ます。 
 
シン：はい。リテラシー弱者というお話
が出たので、その点からお話ししたいと
思います。ChatGPTとかだと、基本的に
はテキストで入力して、テキストで返っ
てくるので、それ自体は別に何の技術力
がなくても使えるはずではありますね。
ただ、本当に専門的に、高いクオリティ
で使おうとしたら、今日私が話しました、
いろんな手法とかあったりはするんです
けど、特に LLM とか AI に興味持ってる
方々じゃないと、なかなか慣れてないと
ころが多いかと思います。なので、そう
いう意味でリテラシー弱者が存在すると
いうか、まだ技術的な障壁があるんです
けど、ただ、だいぶ急にそのハードルが
低くなりつつはあると思っていて。 

ChatGPT が出る前までは、AI がなん
かすごいことになっているって言われて
も、一般の方々にとっては、別にへえっ
ていう感じだったと思いますね。それが
本当に、そういうことになりつつあるん
だなって実感できるようになったという
のが、ChatGPTなどが貢献したところで
あると思っています。変なプログラム言
語とかシステムセットアップとか環境と
か何も分からなくても、AI 技術のベネフ
ィットを得られるようになったことは、
ここ数年間での変化ですし、これからも
障壁がどんどん減っていくことを期待し
てもいいんじゃないかなっていうふうに
は思ってます。 
 
見上：杉浦さん、ユーザーインターフェ
ースみたいな観点からだと、どれぐらい

こういった情報格差、リテラシー格差み
たいなところはカバーできそうでしょう
か。あるいはそういった研究はあります
か。先ほどの感じだと、例えば何かを打
ち込んで調べなきゃいけないというのと
違って、センシングによって必要な情報
みたいなものを取り上げてくれて、それ
で環境に対して働きかけてくれるとか、
そういうこともできるのかなというイメ
ージを受けたんですが。 
 
杉浦：はい。おそらく AIはそうなってく
るはずで、今まではテキストレベルでの
コミュニケーションだったのが、AI が実
世界につながるっていうフェーズは来つ
つあります。今度は人間側も実世界を見
ていて、AI 側も実世界を見ている、両方
見てるところは同じという中で、どうい
うふうに支援をしていくかっていう段階
に入っていくのだろうと思ってます。 
そうなってくると、もはや人間は明示

的に AIと対話するだけではなくなります。
今まではテキストで会話するかなり意識
的なコミュニケーションだったのが、も
う気づいたらその支援を受けられるとい
う状況になってくる。これはインタラク
ションというか、インテグレーションみ
たいな、ヒューマン AIインタラクション
というよりヒューマン AIインテグレーシ
ョンみたいな世界になってくると。そう
なった時に、どんどん AIの恩恵がリテラ
シー格差をなくしてくるっていうのが、
今後来る世界なのかなと思っています。 
もちろん、気づいたら人間が AIにコン

トロールされてるっていう状況になる可
能性はあります。その中でどういうふう
に設計者側が、そういったディストピア
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的な世界観にならないように、人間性と
いうのは何なのかを考えながら設計する
っていうのが、今後重要になってくると
思います。 
 
見上：ありがとうございます。もう 1 つ
ぐらい質問を取りたいと思います。金子
先生でよろしいですか。ここで DMC 所
長の権限を発動しても大丈夫でしょうか。
じゃあ、お願いします。 
 
金子：こういう、人間と絡む、直結して
くるような話をし始めた時に求められる
ものを考えると、先ほどの佐藤先生のお
話でもありましたが、こういうシステム
を作りたいです、そうすると課題がバン
バン出てきて、そのたび対応策をバンバ
ン打っていくけど全然完成しなくて、み
たいな話になっていくのが、僕的には見
えるんですね。 
そうすると、情報のシステムを作って

いこう、（コンテクストに）寄り添って
いこうと思った時に、皆さんが考えるミ
ニマムの世界って何なのかということが
気になります。拡大することはものすご
く簡単なんですよ。先ほどのバリアフリ
ーというか、情報弱者やリテラシー弱者
に対して何ができるかも考えなければい
けませんが、技術の進歩として考えるな
ら、ミニマムから始めて、次ここを救っ
ていこう、次ここを救っていこうと進め
ていかないと、サステイナブルにならな
いって僕は思うんですね。 
そういった観点から、この情報サービ

スにおいて、皆さんがこれから欲しいミ
ニマムなものっていうのはどういうもの
なのか。最後、短くて構わないので、一

言ずついただけると。 
 
見上：一言ずつということですので、皆
さんにお願いしたいと思います。じゃあ、
杉浦さんからいきますか。 
 
杉浦：ちょっと、ミニマムかは分かんな
いですけども、どういう状態が望ましい
かなという意味で申し上げると、少し料
理のメタファーで考えてみます。料理っ
て、自分で作る人や、均一化されたもの
を買ってレンチンして作る人や、レスト
ランに行く人、多種多様なところがある
わけです。それはその人のスキルや目的
に応じて、いろんな人間での調整が働い
て、それで上手になってるわけなんです
けども。おそらく AIも同じで、そういう
ふうに 1 つ均一的なものを作るんじゃな
くて、やはり多様なものがある中で、人
間が取捨選択する。必要な時は使って、
不要な時は外せる。そんな関係性を上手
に作っていくっていうのが、今、私の中
では大事かなと思っています。ミニマム
の答えではないですけど、そういう状態
である必要があるとは思っています。 
 
見上：ありがとうございます。そしたら、
シン先生、山下先生の順番でいって、こ
ちらに戻ってくるっていう形にさせてい
ただこうかなと思います。 
 
シン：ちょっとスキップさせてください。 
 
山下：そうですね。僕も先ほど、図書館
情報学へのリテラシーの低さがあったわ
けなんですけれども、ミニマムなリクワ
イアメントっていうことで言うと、僕は
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「情報探索の主権」がどこにあるかって
いうところは、やっぱり非常に意識して
います。その主権が誰かに握られてしま
うと、やっぱりそれは取り返しのつかな
いことが起こってしまうと。身近な例で
言うと、アメリカの大統領選とか、
Brexit の投票の時に、広告会社が過剰な
パーソナライズをした結果、人々の投票
行動が変わってしまったみたいな例が
Netflix のドキュメンタリーとかにあった
んですけど、それって情報探索の主権が
どこかの一企業に行ってしまったってい
うことの現れだと思うんですよね。そう
いうことはやはり避けなきゃいけない。
AI が発達してくると、人間が置き去りに
して行かれてしまうっていうことがどう
しても併発してしまうと思うので、そこ
でいかに主権をちゃんと手放さないか。
この我々の意識っていうところは、ミニ
マムなリクワイアメントとして大切にし
ていきたいなと、僕の研究の中では考え
てます。 
 
見上：シンさんはもうパスのままで大丈
夫ですか。じゃあ、ご講演下さったお二
人に。 
 
佐藤：私は結局、「筋トレ」だと思って
ます。筋トレってのは本当に筋肉のトレ
ーニングではなく、基礎力のことです。
人間側が、それこそ主体性を持ち続ける
ためには、やはり準備運動なしに急には
できません。私、ピアノ弾くんですけど、
ステージピアニストとして、最近ニュー
ヨークのカーネギーホールという大きな
舞台で弾いて、次は 7 月にまた弾きに行
く予定です。ここにたどり着くために、

一晩でできたわけではありません。すご
い重ねて重ねて、ずっと蓄積している知
見と、体力、筋力、いろいろなアビリテ
ィ、あるいはコンピテンスがあるからで
きることだと思うんですね。 
それをいきなり一晩でできるようにな

れっていうのは、やっぱりすごく難しい
と思うんです。結局、人間が判断するっ
ていうことも、その判断の訓練みたいな
感じのことをしないと全然できないと思
います。主体性を持って判断して行動す
るといったことは、練習しないとできな
いと思うんですよね。その練習の場をど
れだけ作れるのかが一番の近道なのでは
ないかなと私は思っています。いろいろ
なシステムを作る時もそうだと思うんで
す。システムの使い方っていうのも結局、
練習しないとできないと思うんですよね。
練習っていうものがすごく長い時間がか
かる時もあれば、一瞬でできる時もある
と思うんですけれども、メンタルモデル
の転用みたいな感じのことだと思うんで
すけれども。なので、筋トレかなと思い
ます。 
 
見上：池谷先生、お願いします。 
 
池谷：かなり似てることなのかもしれま
せんが、今までの広告会社はやはり情報
を消費者に吟味してもらいたくない形で
広告をしてきたところがあると思います。
つまり、すっと感覚で手に取って買って
ほしい、そのためのコマーシャルをやっ
てきたと思います。なんかその感じが、
情報に関わるあらゆる分野で今起きつつ
あるっていう感じがして。もちろんそれ
以前から、広告に踊らされる人だってい
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たし、でも踊らされないでじっくり考え
て買う人もいたし、多分いろいろなんだ
と思うんですが。 
その、じっくり考えるって言った時に、

調べるやり方をいろいろ知ってるか否か
で大きく違う。またそうした知識を誰が
持っているかということを知ってるかど
うかによってもやはり全然違う。だから、
今後すべての人間があらゆる生活領域で、
これまで広告会社がやってきたようなこ
とに踊らされる側に回るのかというと、
多分そうじゃないと思うんですよね。じ
っくり考えたい、じっくり調べてみたい
っていう人は絶対に残るでしょうし。 
その時に、やはりじっくり考えたい、

見たいっていう時のやり方をちゃんと知
ってるか。知っている上で AIの利用とか
をできるっていうことが、すごく大事な
んだと思うんですが、そこをどう担保す
るか。ミニマムっていう言い方をすると
難しいのですが、システムにすべてを求
めるのは違う気もします。でもエクスプ
レイナビリティとまでは言わないまでも、
オルタナティブはここにあるといったこ
とを示してくれる仕組み、もしくはそれ
を教育として担保していくことが必要な
のだろうと思います。常に別の手立てが
あることを見せていく、とよいのではな
いかと思います。 
 
見上：ありがとうございます。ちょっと
時間が来てしまっているんですけども、
私からも一言だけ金子先生のご質問に答
えさせていただくと、我々いつも（DMC
内で）こうやって議論させていただいて
るんですけども、やっぱりミニマムを考
えるっていうこと自体がちょっとずるい

のかなっていうのが、私の返答ですね。
結局、ミニマムを誰かが決めてくれれば、
それに従えばよいので、自分の責任が回
避されてしまう、そういう発想にもなり
かねないのかなって思うんです。金子さ
ん自身がどこで切りたいのか、どこで切
るのが適切なのかっていう判断のもとで
システムを作る。それに対して、批判の
声もあるかもしれませんし、うまくいか
ないかもしれない。それでもそれを乗り
越えるのが先ほどのお話にあった「筋ト
レ」で、やっぱりシステムの側も良くな
っていくし、社会の側も良くなっていく
っていう、そのバランスが本来は必要な
のではないでしょうか。客観的なミニマ
ムみたいなものがどこかにあって、それ
が見つかったらいいなっていう、そうい
う考え方はあまり望ましくないんじゃな
いかなって、私はいつも思います。こん
な回答で申し訳ないですが、ここでディ
スカッションを終わりにしたいと思いま
す。 
ちょっと長くなってしまいましたが、

難しい問題にいろいろお答えいただいて、
面白いディスカッションができたと思い
ます。ぜひ皆さんと一緒に拍手でお礼を
伝えたいと思います。ありがとうござい
ました。（会場拍手） 
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終わりに 
安形 麻理 

（DMC 研究センター副所長、慶應義塾大学

文学部教授） 

 

文学部、図書館・情報学専攻で、DMC で

副所長を務めている安形と申します。本日は、

年度末で本当にさまざまなイベントが開かれ

ている中、本シンポジウムにご参加くださり、

本当にどうもありがとうございました。 

冒頭のご挨拶でも申し上げましたように、

今回のシンポジウムは、問いに答えを直接的

に出すというところは目指しておりませんが、

いろいろお考えいただくためのさまざまな材

料を提供することはできたのではないかと思

います。先ほどのディスカッションの最後の

ところでも、（DMC の）中でのディスカッ

ションがありましたけれども、実はこのシン

ポジウムのテーマを決めるにあたっても、こ

のDMCの所員の中でさまざまな議論を重ね

てまいりました。 

実は開催の趣旨も何度もみんなで書き換

えまして、価値ある情報とは何かとか、コン

テクストとはそもそも何かですとか、あるい

は人間に寄り添ってくれる情報システムとい

うのと、物やサービスを売りつけようとする

システムとはどう違うのかですとか、本当に

さまざまなことを議論してまいりました。 

情報と人間の関係ということで言うと、

ご存知の方もいらっしゃると思いますが、ブ

レアという方が書いた『情報爆発』という本

があります。この『情報爆発』は何を扱った

ものかと言うと、ヨーロッパで活版印刷術が

15 世紀に誕生して普及すると、16 世紀、17

世紀に大量の書物が印刷されて出回ってくる。

こんな情報の洪水の中で我々はどうしたらい

いのかということで、当時のルネサンスの人

たちが、個別に自分のためのノートを作るで

あるとか、あるいは標準化をしてさまざまな

目録なんかを作っていくとか、そういった、

やはり汎用化と個別化のさまざまな方策で大

量の情報に対処しようとしてきた。それを描

いた様子なんですね。 

そうすると、やはり現代、この情報が本

当に降り注いでくる世の中だということを、

登壇者の方々も何度かおっしゃっていまして、

この情報の量っていうのは本当にすごいもの

があるわけですが、一方で、これは古くて新

しい問題だということもできるかと思います。 

そんなわけで、今回のシンポジウムで皆

様にお答えを示すことはできないわけですけ

れども、DMC ではこうした問題についても

今後またさらにいろいろ考えていき、皆様と

共有したいと思っていますので、どうぞまた

来年度以降もシンポジウム等にご参加いただ

ければと思います。 

最後に、改めまして登壇者の皆様に拍手

でお礼を申し上げたいと思います。 

それでは、こうしたご挨拶は短ければ短

いほど良いかと思いますので、これで閉会の
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言葉とさせていただきます。今回は本当にご

来場くださり、ありがとうございました。 
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記録 
 

会議開催記録 
 
●DMC 運営委員会 

4 月 1 日（火）、5 月 15 日（木）、 
8 月 20 日（水）、9 月 25 日（木）、 
9 月 29 日（月）、9 月 30 日（火）、 
12 月 8 日（月）、1 月 26 日（月）、 
2 月 24 日（火）、3 月 2 日（月） 
 

●DMC ミーティング 
4 月 25 日（金）、5 月 30 日（金）、 
6 月 27 日（金）、7 月 25 日（金）、 
9 月 29 日（月）、10 月 10 日（金）、 
11 月 7 日（金）、12 月 5 日（金）、 
1 月 9 日（金）、2 月 4 日（水）、 
3 月 18 日（水） 
 

●FutureLearn Meeting 
4 月 8 日（火）、5 月 20 日（火）、 
6 月 17 日（火）、7 月 22 日（火）、 
8 月 19 日（火）、9 月 16 日（火）、 
10 月 28 日（火）、11 月 18 日（火）、 
12 月 18 日（木）、1 月 27 日（火）、 
2 月 26 日（木）、3 月 27 日（金） 
 
 

                以 上 
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研究・教育活動業績 
 
(2025 年 1 月～12 月) 
凡例＝本記録は、研究員による研究・教育活動の業績一覧であり、研究員の投稿にもとづくも
のである。 
1．著書・訳書、2．論文、3．学会発表、4．講演・展覧会・ワークショップ等、5．その他 
 
金子 晋丈（所長 理工学部准教授） 
2. 論文 
・ T. Yamashita, N. Matsumoto and K. Kaneko, "Reducing Re-Indexing for Top-k Personalized 

PageRank Computation on Dynamic Graphs," IEEE Transactions on Big Data, vol.11, no. 4, 
pp. 1707-1719, Aug. 2025, doi: 10.1109/TBDATA.2024.3524833. 

・ Shuhei Nakano, Tsuyoshi Yamashita, Andrew Shin, Naoki Matsumoto, Kunitake Kaneko, 
Weighted APPR with Restart for Community Extraction from Multilayer Networks, 
Knowledge and Information Systems, vol.67, pp. 8919-8939, Jun. 2025, doi: 
10.1007/s10115-025-02488-1. 

3. 学会発表 
国際会議発表 
・ Andrew Shin and Kunitake Kaneko, “Improved Understanding of Legal Text with Graph 

Attention Networks,” In Proceedings of the Twentieth International Conference on Artificial 
Intelligence and Law (ICAIL '25). Association for Computing Machinery, New York, NY, 
USA, pp. 364–368, 2025, doi:10.1145/3769126.3769214. 

・ K. Fujii, T. Yamashita, A. Shin and K. Kaneko, "A Flexible Weighting Framework for 
Converting Relational Database to Hypergraphs," In Proceedings of 2025 International 
Conference on Information Networking (ICOIN), Chiang Mai, Thailand, 2025, pp. 607-612, 
doi: 10.1109/ICOIN63865.2025.10993172. 

・ T. Yamashita, and K. Kaneko, “Balancing Global Importance and Source Proximity for 
Personalized Recommendations Using Random Walk Length”. Advances in Intelligent Data 
Analysis XXIII (IDA) 2025, Lecture Notes in Computer Science, vol. 15669, Springer, May 
2025, doi: 10.1007/978-3-031-91398-3_11. 

・ K. Okamatsu, T. Yamashita and K. Kaneko, "WalkSum: Graph Summarization for Accurate 
Random Walks," In Proceedings of the Sixteenth International Conference on Ubiquitous 
and Future Networks (ICUFN), Lisbon, Portugal, Jul. 2025, pp. 644-649, doi: 
10.1109/ICUFN65838.2025.11169864. 

・ T. Yamashita, K. Kaneko, “Flexible Adjustment of Feature Vector Correlations for 
Personalized Recommendations”. Advances in Social Networks Analysis and Mining 

・ (ASONAM), Lecture Notes in Social Networks, Springer, Dec. 2025. doi.org/10.1007/978-
3-032-13509-4_20. 
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・ Andrew Shin and Kunitake Kaneko, “Group Relative Policy Optimization for Multi-Joint 
Dynamics,” In Proceedings of the 1st International Workshop on Multimodal Foundation 
Models for Spatial Intelligence (MFMSI '25). Association for Computing Machinery, New 
York, NY, USA, pp. 1–6, Oct. 2025, doi:10.1145/3746272.3760474. 

・ Andrew Shin and Kunitake Kaneko, “Generating Visually Consistent Images for Storytelling 
via Narrative Graph Prompting,” In Proceedings of 2025 IEEE/CVF International 
Conference on Computer Vision Workshops (ICCVW), Honolulu, HI, USA, Oct. 2025, pp. 
3831-3836, doi: 10.1109/ICCVW69036.2025.00399. 

国内会議発表 
・ 秋元 大河, 山下 剛志, 金子 晋丈, “分散型動的グラフにおけるランダムウォーク演算の負荷分

散のためのグラフメンテナンス,” 信学技報, vol. 124, no. 344, NS2024-172, pp. 13-18, 2025
年 1 月. 

・ 山下 剛志, 金子 晋丈, “特徴量ベクトル間の相関を任意かつ高速に制御可能なパーソナライ
ズ推薦,” 信学技報, vol. 124, no. 420, IN2024-132, pp. 331-339, 2025 年 3 月. 

・ 山下 剛志, 金子 晋丈, “パーソナライズ推薦におけるランダムウォークの経路長を用いた全
体重要性と起点近接性の影響の制御“, 第 17 回データ工学と情報マネジメントに関するフォ
ーラム (DEIM), 2025 年 3 月. 

・ 金子晋丈, “ネットワーキング：分断された情報の接続,” 電気学会 超スマート社会における
低雑音センシング技術に関する調査専門委員会, 2025 年 3 月 

・ 金子晋丈, “小規模データベースのグラフ接続による広域情報探索のためのネットワーキン
グ,” 電子情報通信学会総合大会講演論文集 BI-13-02, 2025 年 3 月. 

・ 金子晋丈, “Home Assistant を用いた住宅用大規模温熱環境制御,” 電子情報通信学会総合大
会講演論文集 BI-7-04, 2025 年 3 月. 

・ 金子晋丈, “ネットワーク：自然と人工のインタラクション,” 慶應義塾大学教養研究センタ
ー 文理連接研究会, 2025 年 6 月. 

・ 名取 和玖, 岡松 紀伸, 山下 剛志, 金子 晋丈, “ランダムウォーク制御による高速なパーソナラ
イズグラフ要約,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-14, pp. 19-24, 2025 年 8 月. 

・ 岡田 和真, 山下 剛志, 金子 晋丈, “ランダムウォークに基づく興味ノード群を媒介する部分グ
ラフの選択,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-15, pp. 25-30, 2025 年 8 月. 

・ 岡本 涼夏, 山下 剛志, 金子 晋丈, “マルチプラットフォームグラフにおけるノード間距離に基
づく指向性の揃ったコミュニティ検出,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-16, pp. 31-36, 
2025 年 8 月. 

・ 川端 由布子, 山下 剛志, 金子 晋丈, “モチーフの個数に基づくエッジ再配線に対して堅牢なグ
ラフの電子透かし,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-17, pp. 37-42, 2025 年 8 月. 

・ 岸 真唯子, 山下 剛志, 小泉 創紀, 金子 晋丈, “分散ランダムウォークのための規模拡張性を担 
・ 保した高速な認証方式,” 信学技報, vol. 125, no.173, IN2025-24, pp. 1-6, 2025 年 9 月. 
・ 江口 さくら、金子 晋丈, “DHT を用いたグラフ分散管理システムにおけるノード探索効率

化,” 信学技報, vol. 125, no.173, IN2025-25, pp. 7-12, 2025 年 9 月. 
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・ 金子晋丈, “Home Assistant を用いた住宅用大規模温熱環境制御, ” 産学協力研究コンソーシ
アム インターネット技術研究会 第 58 回研究会, 2025 年 11 月. 

・ 山下 剛志, 金子 晋丈, “［ポスター講演］パーソナライズ情報サービスのためのグラフを用
いた情報資源のスケーラブルなネットワーク,” 超知性ネットワーキングに関する分野横断
型研究会 (RISING), 2025 年 11 月. 

・ 戸塚 舜, 山下 剛志, 金子 晋丈, “［ポスター講演］ローカルコミュニティ検出のためのランダ
ムウォークアプローチ,” 超知性ネットワーキングに関する分野横断型研究会 (RISING), 
2025 年 11 月. 

・ 戸塚 舜, 山下 剛志, 金子 晋丈, “ローカルコミュニティ検出のためのマルチステップ重み付け
ランダムウォーク,” 信学技報, vol. 125, no. 285, IN2025-43, pp. 40-47, 2025 年 12 月. 

4. 講演、展覧会 
・ Kunitake Kaneko, “From the Japanese Experience to the World: Innovation in Content and 

Digital Networks,” Arab Media Summit 2025, Dubai, U.A.E., 2025 年 5 月 27 日. 
・ 金子 晋丈, “情報資源のグローバルソーシャルネットワーク, ”第 26 回慶應科学技術展, 2025

年 12 月 12 日. 
5．その他 
受賞 
・ 優秀発表賞, 山下 剛志, 金子 晋丈, “特徴量ベクトル間の相関を任意かつ高速に制御可能なパ

ーソナライズ推薦”, 電子情報通信学会 情報ネットワーク研究専門委員会, 2025 年 3 月. 
・ 優秀発表賞, 川端由布子, 山下剛志, 金子晋丈, “モチーフの個数に基づくエッジ再配線に対し

て堅牢なグラフの電子透かし”, 電子情報通信学会 情報ネットワーク研究専門委員会, 2025
年 7 月. 

・ 優秀発表賞, 名取和玖, 岡松紀伸, 山下剛志, 金子晋丈, “ランダムウォーク制御による高速な
パーソナライズグラフ要約”, 電子情報通信学会 情報ネットワーク研究専門委員会, 2025 年
7 月. 

・ 優秀ポスター発表賞, 山下剛志, 金子晋丈, “[ポスター講演] パーソナライズ情報サービスの
ためのグラフを用いた情報資源のスケーラブルなネットワーク”, 電子情報通信学会 通信ソ
サイエティ 超知性ネットワーキングに関する分野横断型研究会実行委員会, 2025 年 11 月. 

 
安形麻理（副所長 文学部教授） 
1. 著書、訳書 
・ 書物と言葉：極東証券寄附講座「文献学の世界」2024 年度報告書. 編著. 慶應義塾大学文学

部, 2025 年 03 月, 96p. 
2. 論文 
・ Sugie, N., Hashizume, A., Dam, D., & Agata, M. (2025). Are Japanese Manga Held in Dutch 

Libraries? An Analysis of Collection Trends Using Library Metadata. Journal of Library 
Metadata, 25(2), 69–97. https://doi.org/10.1080/19386389.2025.2469993 

・ 安形麻理. (2025). 世界における日本マンガの翻訳版. 書物と言葉：極東証券寄附講座「文献
学の世界」2024 年度報告書. 慶應義塾大学文学部, 57-63. 
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3. 学会発表 
国際会議 
・ 安形麻理. 西洋初期刊本の活字画像の認識と活字研究への応用/ Recognizing Type Image in 

the Early Printed Books and their Application to Type Analysis. 国際シンポジウム: デジタル
画像とテキストの新展開：自動文字読み取りの最新動向とその利活用.（東京、慶應義塾大
学）,  2025 年 6 月 3 日. 

・ 安形麻理. 慶應義塾大学におけるＤＨ教育と研究の展開. 国際シンポジウム: デジタル‧ヒュ
ーマニティーズ教育の最前線：欧州と⽇本の事例を通じて. （東京、慶應義塾大学）,  2025
年 9 月 13 日. 

・ Agata, Mari. Digital Humanities Education and Research in Japan with Case Studies on the 
Analysis of Western and East Asian Printed Books. Nanjing Forum 2025. (Nanjing, 南京大
学), 2025-11-15. 

・ Agata, Mari. The Types Speak: Digital Evidence and the Physical Witness of the Gutenberg 
Bible. Symposium: Decoding the Book as Material Object: Evidence, Data, and Methods in 
Studying the History of the Book. (Tokyo, Keio University), 2025-11-29. 

国内会議 
・ 安形麻理, 安形輝. 行単位の校合に基づく初期印刷本の印刷方法の推定手法. 第 138 回人文科

学とコンピュータ研究発表会. （東京、慶應義塾大学）,  2025 年 5 月 17 日. 情報処理学会
研究報告（IPSJ SIG Technical Report） 

・ 安形麻理. グーテンベルク聖書の上巻第 4 葉表ページに見られる異物の痕跡とその意義. 第
73 回日本図書館情報学会研究大会.（京都，同志社大学）, 2025 年 12 月 14 日. 日本図書館
情報学会研究大会発表論文集, p. 87-88. 

・ 安形輝, 江藤正己, 安形麻理, 橋詰秋子, 杉江典子, 大谷康晴. 日本のマンガの翻訳版の差分画
像を用いた文字領域の自動検出と情報抽出の試み. 第 73 回⽇本図書館情報学会研究⼤会
（京都，同志社大学）, 2025 年 12 月 14 日. 日本図書館情報学会研究大会発表論文集, p. 95-
96. 

4. ワークショップなど 
・ Agata, Mari. Analyzing the Earliest Type: Insights into Printing History from Image 

Recognition of the Gutenberg Bible Type. The 2nd International Workshop for Library and 
Information Science and Digital Humanities. (Tokyo, Keio University), 2025-12-01.（発
表） 

・ International Workshop on Catholicon. (Tokyo, Keio University), 2025-11-27.（主催） 
・ Decoding the Book as Material Object: Evidence, Data, and Methods in Studying the History 

of the Book. (Tokyo, Keio University), 2025-11-29. （主催） 
 
大川 恵子（研究員 メディアデザイン研究科教授(〜2025 年 3 月)、 

グローバルリサーチインスティテュート特区特任教授(2025 年 4 月〜)） 
2. 論文 
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・ Assilmia, F., Pramudito, A., Sato C., Okawa, K., (2025) COLLAGE-MAKING AS A WAY 
TO IMPROVE REFLECTION IN THE CAREER EXPLORATION PROCESS FOR 
CHILDREN, ICERI2025 Proceedings, pp. 6676-6684. 
https://doi.org/10.21125/iceri.2025.1831 

・ Miyakita, G., Akashi, E., Yimin, A.,Okawa., (2025, November) Community-Centric Digital 
Preservation:Collaborative Model for Cultural Heritage in the Asia-Pacific presented at THE 
21ST INTERNATIONAL CONFERENCE ON DIGITAL PRESERVATION (iPRES 2025), 
Wellington, New Zealand https://www.ipres2025.nz/ 

・ Yimin, A., Miyakita, G., Akashi, E., Dawood, R., Fitria, M., Budi, S, A., Setiawan, E., Chalise, 
S., Okawa, K., (2025, April). Digitizing and Visualizing Cultural Heritage in Asia: The 
DHASH Project's Approach to Digital Archive, at IEEE Pacific Visualization Conference 
(PacificVis) 2025. National Taiwan Normal University, Taiwan 
https://pacificvis2025.github.io/pages/index.html 

・ Yimin, A., Okawa, K., (2025, June). Creating an Online Learning Community at Keio 
University Through Enhanced Course Facilitation on FutureLearn, at DULEARN25, the 
17th annual International Conference on Education and New Learning Technologies 
conference. Palma, Spain. https://iated.org/edulearn/ 

4. 講演・展覧会・ワークショップ等 
・ Okawa, K. Closing Speech: International Conference: Constructing a Future of Secure and 

Resilient Energy Resource Aggregation in the Digital Era at Bandung, Indonesia on April 24, 
2025 

・ Okawa, K. Invited-Talk: “SOI Asia” Opening Ceremony, APAN59 in Yokohama on March 4, 
2025 

 5. その他 
・ 石川県野々市市 SDGs アドバイザリボード委員（2023 年〜） 
・ 鳥取県補助金等審査会（産業未来共創研究開発補助金「技術革新型（デジタル先端技術分

野）」審査会）委員（2021 年〜） 
・ FutureLearn オンラインコース新規リリース（Executive Director）：”Participating in the 

Internet” (2025 年 7 月) 
 
重野 寛（研究員 理工学部教授） 
2．論文 
・ 鈴木潮音, 岡﨑翔大, 八木陵介, 西前太揮, 重野寛, 吉廣卓哉, 都市規模交通シミュレーション

のための交通・信号制御モデルの作成支援スクリプト, 情報処理学会論文誌, Vol.66, No.6, 
pp.901-915, 2025 年 6 月, doi: 10.20729/0002002601 

3．学会発表 
・ Yuki Miyata, Hiroshi Shigeno, Collective Perception Service with Risk and Redundancy-

Based Object Selection in Cellular-V2X, 2025 Fifteenth International Conference on Mobile 
Computing and Ubiquitous Network (ICMU), Busan, Korea, 2025, 6 pages. 
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・ Kenichi Miyazaki, Hiroshi Shigeno, SMAD: Self-Managed Authentication-Based Data 
Delivery for Secure and Privacy-Preserving Communication in Vehicular Networks, 2025 
Fifteenth International Conference on Mobile Computing and Ubiquitous Network (ICMU), 
Busan, Korea, 2025, 4 pages. 

4. 講演、展覧会、ワークショップ等 
・ 北谷眞穂，岩品勇利，重野寛，混走環境の安全性と効率性向上を目指した無信号交差点に

おける車両走行制御の検討，第 100 回高度交通システムとスマートコミュニティ研究会
（ITS）研究発表会, 6 pages，2025 年 3 月． 

・ 山下裕太郎，重野寛，MCS におけるコスト計算を用いた協調手法の検討，第 100 回高度交
通システムとスマートコミュニティ研究会（ITS）研究発表会，7 pages，2025 年 3 月． 

・ 野邊彩乃，北谷眞穂，重野寛, 片側 2 車線の無信号交差点における混走環境下の CAV 優先
度の検討, 第 101 回高度交通システムとスマートコミュニティ（ITS）, 2025-ITS-101, No. 
12, 7 pages, 2025 年 5 月. 

・ 上町航太，水島大志，重野寛, 交通混雑状況下における厳格な遅延制約を持つ計算タスクへ
の対応, 第 115 回モバイルコンピューティングと新社会システム（MBL）, 2025-MBL-115, 
No. 60, 8 pages, 2025 年 5 月. 

・ 小林隼太郎，下出起也，重野寛，車両ごとの遅延を考慮した MEC 対応 V2X サービス配置
の検討，情報処理学会 マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2025）シンポジ
ウム，pp.617-622，2025 年 6 月. 

・ 原まなみ，宮田佑樹，柳始鉉，重野寛，車両と歩行者の混在環境におけるメッセージ送信
頻度の検討，情報処理学会 マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2025）シン
ポジウム，pp.896-901，2025 年 6 月. 

・ 水島大志, 上町航太, 重野寛, タスクの重要度を考慮した自動車ネットワークタスクオフロー
ド手法の検討, 第 204 回マルチメディア通信と分散処理研究発表会(DPS),Vol.2025-DPS-
204 No.16, 8 pages, 2025 年 9 月. 

・ 宮北稜，重野寛，山中直明，岡本聡，大規模自動バレーパーキングにおける割り込み対応
型スケジューリング手法の検討, Vol.2025-DPS-204 No.15, 7 pages, 2025 年 9 月. 

・ 国本大輝, 山下裕太郎, 重野寛, CAV を用いた高速道路分流での優先度付き協調車線変更制
御手法, 情報処理学会 第 33 回マルチメディア通信と分散処理(DPS)ワークショップ, pp. 
42–48, 2025 年 11 月. 

 
荒金 直人（研究員 理工学部教授） 
2．論文 
・ 荒金直人「人工物としての客観性」慶應義塾大学教養研究センター文理連接研究会論考集

『連接』第 3 号, pp.57-68, 2025 年 4 月. 
4.  講演・展覧会・ワークショップ等 
・ DMC シンポジウム第 13 回「知と情報と人間：デジタル知の深化と共有に向けて」2025 年 

3 月 17 日,「客観性・明証性・連続性―私たちは情報に何を求めているのか」（口頭発
表）. 
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池田 真弓（研究員 理工学部准教授） 
1．著書 
・ 池田真弓「レイアウト・フォーマット」『アイデア：美しい書物を求めて—中世ヨーロッパ

の写本とデザイン』vol. 409（誠文堂新光社）2025 年 4 月、pp. 33-40. 
2．論文 
・ Mayumi Ikeda, “The “Trier I” Copy of the Gutenberg Bible and the Early Mainz Printing 

Shops,” Gutenberg-Jahrbuch 100(2025): 18-36. 
3．学会発表 
・ （ポスター発表）池田真弓「1460 年出版（？）『カトリコン』の装飾イニシャル比較分析

の試み」西洋中世学会全国大会、2025 年６月 15 日（ポスター賞・審査員賞受賞）。 
4．講演、展覧会、ワークショップ等 
・ （シンポジウム発表）池田真弓「ヨーロッパ中世から近世における知の所有と共有につい

て—薬草事典を例に」『知と情報と人間：デジタル知の深化と共有に向けて：DMC シンポ
ジウム第 13 回』慶應義塾大学 DMC 研究センター、慶應義塾大学日吉キャンパス、2025
年 3 月 17 日。 

・ （シンポジウム発表）Mayumi Ikeda, “What do I see in the Gutenberg Bible? An Art 
Historian’s Point of View.” Decoding the Book as Material Object: Evidence, Data, and 
Methods in Studying the History of the Book. Keio University, Tokyo, 29 November 2025. 

 
 
杉浦 裕太（研究員 理工学部准教授） 
2．論文 
・ Takumi Yamamoto, Takashi Amesaka, Anusha Withana, Yuta Sugiura. ShadoCookies: 

Creating user viewpoint-dependent information displays on edible cookies. Computers & 
Graphics, Vol.127, 2025-1-24． 

・ Takashi Amesaka, Hiroki Watanabe, Yuta Sugiura, Masanori Sugimoto, Buntarou Shizuki. 
EarLock: Personal Authentication System for Hearables Using Sound Leakage Signals. IEEE 
Transactions on Mobile Computing,Vol.24,Issue7,1-15,2025-2-10． 

・ Takumi Yamamoto*, Hiyori Tsuji*, Sora Yamaji, Maiko Kobayashi, Kyoshiro Sasaki, Noriko 
Aso, Yuta Sugiura (*these authors contributed equally). CradleCoach: A Smartphone and 
Stuffed Animal-Based System for Teaching Neonate Holding Based on Midwife-Inspired 
Motions. SICE Journal of Control, Measurement, and System Integration, Vol.18, Issue1, 
2025-5-14． 

・ Kaori Ikematsu*, Xiang Zhang*, Kunihiro Kato, and Yuta Sugiura (*co-1st authors). 
Investigation of Smartphone Grasping Posture Detection Method Using Corneal Reflection 
Images through a Crowdsourced Experiment. International Journal of Human-Computer 
Interaction, Vol.42, Issue3, Pages 1351-1361, 2025-6-11． 
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・ Kai Miyashita, Takashi Amesaka, Shogo Hanayama, Takumi Yamamoto, Yuta Sugiura. 
ScanRing: Hybrid Authentication System in a Ring Device Using a Distance Sensor and an 
IMU Sensor. Proceedings of the ACM on Human-Computer Interaction (HCI), MobileHCI 
2025, Vol.9, No.5, Article No.: MHCI026, Pages 1 - 23, 2025-9-9． 

・ Takumi Yamamoto*, Naoharu Sawada*, Yukina Sato, Takashi Amesaka, Yuta Sugiura (*these 
authors contributed equally). "Selfie WanD: Designing User-Defined Gestures for Selfie 
Stick Photography and Gesture Recognition Using a Smartphone’s Built-in IMU". 
International Journal of Human-Computer Interaction, 1–2, 2025-12-17． 

3．学会発表 
・ Natsumi Onosato, Naoharu Sawada, Yohei Kawasaki, Masahiko Takeda, Masaki Inoue, Yuta 

Sugiura. Detachable Robot that Moves the Baby Bouncer. The 2025 17th IEEE/SICE 
International Symposium on System Integration (SII 2025), IEEE, 134-140, January 21-24, 
2025, Munich, Germany. 

・ Hiyori Tsuji, Takumi Yamamoto, Maiko Kobayashi, Kyoshiro Sasaki, Noriko Aso, Yuta 
Sugiura. CradlePosture: Camera-Based Approach for Estimating Neonate's Posture Based on 
Caregiver's Holding Behaviors. The 2025 17th IEEE/SICE International Symposium on 
System Integration (SII 2025), IEEE, 434-439, January 21-24, 2025, Munich, Germany. 

・ Sarii Yamamoto, Jia Jun Wang, Liwei Chan, Yuta Sugiura. PuzMaty: Supporting Puzzle Mat 
Design Creation. The 2025 17th IEEE/SICE International Symposium on System Integration 
(SII 2025), IEEE, 919-923, January 21-24, 2025, Munich, Germany. 

・ Takehisa Furuuchi, Takumi Yamamoto, Katsutoshi Masai, Takashi Amesaka, Yuta Sugiura. 
GestEarrings: Developing Gesture-Based Input Techniques for Earrings. The 2025 17th 
IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII 2025), IEEE, 897-904, 
January 21-24, 2025, Munich, Germany. 

・ Shogo Hanayama, Riku Kitamura, Takumi Yamamoto, Takashi Amesaka, Liwei Chan, Yuta 
Sugiura. SkinRing: Ring-shaped Device Enabling Wear Direction-Independent Gesture 
Input on Side of Finger. The 2025 17th IEEE/SICE International Symposium on System 
Integration (SII 2025), IEEE, 386-392, January 21-24, 2025, Munich, Germany. 

・ Takumi Yamamoto, Suguru Kanoga, Yuta Sugiura. Comparison of Nine Deep Regressors in 
Continuous Blood Pressure Estimation Using Single-Channel Photoplethysmograms under 
the PulseDB. The 2025 17th IEEE/SICE International Symposium on System Integration 
(SII 2025), IEEE, 165-170, January 21-24, 2025, Munich, Germany. 

・ Riku Kitamura, Kenji Yamada, Takumi Yamamoto, Yuta Sugiura. Ambient Display utilizing 
Anisotropy of Tatami. In Proceedings of the 19th International Conference on Tangible, 
Embedded, and Embodied Interaction (TEI 2025), ACM, Article No.: 3, Pages 1 - 15, March 
4-7, 2025, Bordeaux, France. 

・ Fumika Oguri, Katsutoshi Masai, Yuta Sugiura, Yuichi Itoh. MaGEL: A Soft, Transparent 
Input Device Enabling Deformation Gesture Recognition. Proceedings of the 30th 
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International Conference on Intelligent User Interfaces (IUI '25), ACM, 982 - 992, March 
24-27, 2025, Cagliari, Italy. 

・ Takashi Amesaka, Takumi Yamamoto, Hiroki Watanabe, Buntarou Shizuki, Yuta Sugiura. 
FlexEar-Tips: Shape-Adjustable Ear Tips Using Pressure Control. The ACM CHI 
Conference on Human Factors in Computing Systems (CHI 2025), ACM, Article No.: 350, 
Pages 1 - 13, April 26 - May 01, 2025, Yokohama, Japan. 

・ Tian Min, Yuma Tsukakoshi, Chengshuo Xia, Anusha Withana, Yuta Sugiura. SoilSense: 
Appropriating Soil-based Microbial Fuel Cells to Create Tangible Interfaces. In Proceedings 
of the 38th annual ACM symposium on User interface software and technology (UIST '25), 
ACM, Article No.: 38, Pages 1 - 15, Sep 28 - Oct 01, 2025, Busan, Republic of Korea. 

・ 田島 孔明，池松 香，礒本 俊弥，加藤 邦拓，杉浦 裕太．スマートフォン利用時の手の疲労
度推定．インタラクション 2025 インタラクティブ発表（ポスター）（一般発表），学術総合
センター内 一橋記念講堂，東京，2025 年 3 月 2-4 日． 

・ 鷹取 優弥，杉浦 裕太．移動する複数の人々に異なる映像を提示するディスプレイシステ
ム．インタラクション 2025 インタラクティブ発表（ポスター）（一般発表），学術総合セン
ター内 一橋記念講堂，東京，2025 年 3 月 2-4 日． 

・ 内藤 龍，雨坂 宇宙，Tian Min，杉浦 裕太．空間オーディオを用いたヘッドパスワードの
提案と 音源提示手法の最適化．インタラクション 2025 インタラクティブ発表（デモ）（プ
レミアム発表），学術総合センター内 一橋記念講堂，東京，2025 年 3 月 2-4 日． 

・ 宮下 海，雨坂 宇宙，山本 匠，花山 勝吾，杉浦 裕太．測距センサと IMU センサを用いた
指輪型デバイスにおける顔認証システムの提案．インタラクション 2025 インタラクティブ
発表（ポスター）（プレミアム発表），学術総合センター内 一橋記念講堂，東京，2025 年 3
月 2-4 日． 

・ 塚越雄真，Tian Min，杉浦 裕太．SoilSense:土壌微生物燃料電池を用いた自発電型力覚セン
サによるインタラクションの実現．インタラクション 2025 登壇発表，学術総合センター内 
一橋記念講堂，東京，2025 年 3 月 2-4 日．優秀論文賞． 

・ 一居 和毅，池松 香，礒本 俊弥，加藤 邦拓，杉浦 裕太．ユーザの自然なインタラクション
に基づく操作ミス推測．インタラクション 2025 登壇発表，学術総合センター内 一橋記念
講堂，東京，2025 年 3 月 2-4 日． 

・ 大門亮哉，小栗芙美果，上堀まい，正井克俊，杉浦裕太，伊藤雄一．PUNIcon: ゲルを用い
た柔らかい物体の物体識別およびインタラクションの取得．インタラクション 2025 登壇発
表，学術総合センター内 一橋記念講堂，東京，2025 年 3 月 2-4 日．インタラクティブ発表
賞（一般投票）． 

・ 花山勝吾，山本匠，杉浦裕太．駐車時における自動車ハンドルの回転角フィードバックシ
ステムの評価．第 24 回情報科学技術フォーラム（FIT2025），北海道科学大学，2025 年 9
月 2-4 日．FIT 奨励賞． 

・ 杉浦裕太，伊藤雄一．ガジェットを起点とした学生創造コンテストの開催： SICHI2024 の
報告．ヒューマンインタフェースシンポジウム 2025 対話発表，金沢工業大学，2025 年 9
月 10-12 日． 
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・ 鈴木達，王卓立，雨坂宇宙，杉浦裕太．行動センシングにおける意図的改ざん対策のため
の 装着部位・装着者認証．第 223 回ヒューマンインタフェース学会研究会 SIG-DeMO-
20 登壇発表，オホーツク文化交流センター，2025 年 10 月 2-3 日． 

・ 青柳日菜乃，辻ひより，一居和毅，麻生典子，杉浦裕太．顔とスマートフォンの相対位置
推定に基づくあやし動作の習得支援システム．第 223 回ヒューマンインタフェース学会研
究会 SIG-DeMO-20 登壇発表，オホーツク文化交流センター，2025 年 10 月 2-3 日． 

・ 鴨慧太朗，雨坂宇宙，杉浦 裕太．ヒアラブル端末からの画像撮影による顔ジェスチャ認．
第 223 回ヒューマンインタフェース学会研究会 SIG-DeMO-20 登壇発表，オホーツク文
化交流センター，2025 年 10 月 2-3 日． 

・ 大津陽翔，山本匠，杉浦裕太．Dishplay：シリアルの磁気応答を利用した可食ディスプレ
イシステム．WISS 2025: 第 33 回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワー
クショップ（口頭発表） ，定山渓ビューホテル，2025 年 12 月 3-5 日． 

・ 山本匠，Jiaji Li，Akib Zaman，Noah Barnes，杉浦裕太，Stefanie Mueller，鳴海紘也．
Zip-up Print: ジッパーを用いた高速かつ省サポート材の 3D プリント手法．WISS 2025: 第
33 回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ（デモ発表），定山
渓ビューホテル，2025 年 12 月 3-5 日．対話発表賞（プログラム委員）． 

・ 鷲見唯，杉浦裕太．クッションの動きとスマートフォンのセンサを用いた入力インタフェ
ース．WISS 2025: 第 33 回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショ
ップ（デモ発表），定山渓ビューホテル，2025 年 12 月 3-5 日． 

・ 宮崎亮吾，杉浦裕太．形状変化する食器型インタフェースによる食事体験の拡張．WISS 
2025: 第 33 回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ（デモ発
表），定山渓ビューホテル，2025 年 12 月 3-5 日． 

4．講演・展覧会・ワークショップ等 
・ 杉浦裕太．生活環境拡張のための即興インタフェース．株式会社 豊田中央研究所，東京キ

ャンパス，2025-5-23． 
・ 杉浦裕太．生活環境拡張のためのフィジカルインタフェース．技術とコンテンツ，東京大

学内授業，Online，2025-6-11． 
５．その他 
受賞 
・ 令和 7 年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞，杉浦裕太，環境知能を支える

包括的なインタラクション技術基盤の研究，2025-4． 
・ ポスター・デモ発表 

Yun-Hsuan Liang, Hsuan Hsuan Lee, Yuta Sugiura, Liwei Chan. Heel-Toe Tap: A Mode 
Switching Gesture for Engaging Foot-Assisted Gaze Selection and Reduced Unintentional 
Inputs. CHI EA '25: Extended Abstracts of the CHI Conference on Human Factors in 
Computing Systems, ACM, Article No.: 314, Pages 1 - 7, April 26 - May 01, 2025, 
Yokohama, Japan. 

・ Fengzhou Liang, Tian Min, Chengshuo Xia, Yuta Sugiura. Vsens Toolkit: AR-based Open-
ended System for Virtual Sensors. CHI EA '25: Extended Abstracts of the CHI Conference 

94



慶應義塾大学 DMC 紀要 13(1),2025 
 

on Human Factors in Computing Systems, ACM, Article No.: 754, Pages 1 - 5, April 26 - 
May 01, 2025, Yokohama, Japan. 

・ David Goedicke, Stacey Li, Donald Degraen, Kevin John, Yuta Sugiura, Tian Min, 
Hyunyoung Kim, Sonya S Kwak, Valkyrie Savage, Tom Igoe, David Sirkin, Wendy Ju, Stefan 
Schneegass. Bring Your Own Interface: Exploring Tactile Interaction in Maritime 
Automation. Companion Publication of the 2025 ACM Designing Interactive Systems 
Conference, ACM, 35-38, July, 2025, Funchal, Madeira. 

・ Takuro Watanabe, Koji Fujita, Yuta Sugiura. Unified Screening of Multiple Hand-Related 
Neurological Disorders via Classification of Stylus Drawings. In 27th International 
Conference on Mobile Human-Computer Interaction (MOBILEHCI Adjunct '25). 
Association for Computing Machinery, New York, NY, USA., ACM, Article No.: 16, Pages 1 
- 7, September, 2025, Sharm El-Sheikh, Egypt. 

・ Yuma Tsukakoshi, Tian Min, Annemarie Spiller, Chengshuo Xia, Anusha Withana, Yuta 
Sugiura. SoilTile: Soil-based Ground Sensing. In Adjunct Proceedings of the 38th Annual 
ACM Symposium on User Interface Software and Technology (UIST Adjunct '25), ACM, 
Article No.: 164, Pages 1 - 3, Sep 28 - Oct 01, 2025, Busan, Republic of Korea. 

・ Yudai Nakamura, Kaori Ikematsu, Naoto Takayanagi, Kunihiro Kato, Yuta Sugiura. 
ReflecTrace: Hover Interface using Corneal Reflection Images Captured by Smartphone 
Front Camera. In Adjunct Proceedings of the 38th Annual ACM Symposium on User 
Interface Software and Technology (UIST Adjunct '25), ACM, Article No.: 160, Pages 1 - 3, 
Sep 28 - Oct 01, 2025, Busan, Republic of Korea. 

・ Hiyori Tsuji, Takashi Amesaka, Sho Usuda, Wataru Muraoka, Taneaki Nakagawa, Yuta 
Sugiura. HearTMD: Detection of Temporomandibular Disorder Using Hearables. In 
Adjunct Proceedings of the 38th Annual ACM Symposium on User Interface Software and 
Technology (UIST Adjunct '25), ACM,Article No.: 97, Pages 1 - 3, Sep 28 - Oct 01, 2025, 
Busan, Republic of Korea. 

 
見上 公一（研究員 理工学部准教授） 
2．論文 
・ Koichi Mikami, “From reading to writing genomes: a new direction in ELSI,” Frontiers in 

Genetics, 16 (2025). Doi: 10.3389/fgene.2025.1667789 
3．学会発表 
・ Koichi Mikami. ELSI in the age of RRI: Responsibility of Social Scientists?. As-SIST Biennial 

Conference. June 2-3, 2025. Edinburgh, UK. 
・ Koichi Mikami. From SynBio To EngBio: Reverberations of Bioeconomy and Responsible 

Innovation. Society for Social Studies of Science 2025 Annual Meeting, September 3-6, 2025. 
Seattle, US. 

・ 見上公一「RRI の必要性と可能性」科学社会学会第 14 回年次大会、大正大学、2025 年 9
月 28 日 
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・ 見上公一「『バイオものづくり』への期待を読み解く」科学技術社会論学会第 24 回年次大
会、常磐大学、2025 年 12 月 6・7 日 

4．講演・ 展覧会・ワークショップ等 
・ 見上公一（招待講演）「科学技術社会論と医学サイエンスコミュニケーション」日本医学

サイエンスコミュニケーション学会、東京大学、2025 年 10 月 4・5 日 
５．その他 
・ 見上公一「『人新世』の可能性：飼い慣らされる『汚れた』キメラとその力」慶應義塾大

学教養研究センター文理連接研究会論考集 連接、3 号、2025 年、35-47． 
・ 藤原慶，見上公一（オーガナイザー）「鏡像生命創成とその関連研究は規制されても良い

のか？」「細胞を創る」研究会 18.0、立教大学、2025 年 9 月 16・17 日 
・ 田川陽一，見上公一（オーガナイザー）「（フォーラム）ゲノム合成と倫理−基礎研究に

おける社会との対話の可能性を探る−」第 48 回日本分子生物学会年会、パシフィコ横浜、
2025 年 12 月３-5 日 

 
宮北 剛己（研究員 グローバルリサーチインスティテュート特任准教授） 
1. 著書・訳書 
・ 宮北 剛己 (2025), 6-5. 社会教育との接続, ミュージアムの未来をつくる 博物館情報・メデ

ィア論(第 6 章 教育普及・研究支援),  編者: 阿児雄之、北岡タマ子、田良島哲、福島幸宏、
本間友、山内利秋, 出版者・発行元: 美学出版, p. 283-289. 

2. 論文 
・ 宮北 剛己、明石枝里子 (2025), アジア太平洋地域における文化資源のデジタル化:SOI 

(School on Internet) Asia の取り組み, The KeMCo Review, 2025, 3, p. 81-90. 
3. 学会発表 
・ 本間友、宮北剛己. デジタル・ミュージアムと展覧会アーカイヴ. 美術史学会 2025 年シンポ

ジウム「デジタル・コレクションの活用の現在：実現可能なデジタル展示の事例と短期的
展望 」(口頭発表・議論). 主催: 美術史学会(美術館博物館委員会).慶應義塾大学三田キャン
パス、東京、日本. 2025 年 3 月. 

・ Alinuer Yimin, Goki Miyakita, Eliko Akashi, Rahmad Dawood, Maya Fitria, Agung Setia 
Budi, Eko Setiawan, Sushant Chalise, Keiko Okawa. Digitizing and Visualizing Cultural 
Heritage in Asia: The DHASH Project's Approach to Digital Archive. IEEE Pacific 
Visualization Conference 2025 (ポスター発表). 張榮發基金會、台北市、台湾. 2025 年 4 月. 

・ Goki Miyakita, Eliko Akashi, Alinuer Yimin, Keiko Okawa. Community-Centric Digital 
Preservation: Collaborative Model for Cultural Heritage in the Asia-Pacific. The 21st 
International Conference on Digital Preservation (口頭発表 [Short Paper]). タキナ・ウェリ
ントン・コンベンション＆エキシビション・センター、ウェリントン、ニュージーランド. 
2025 年 11 月. 

4．講演・展覧会・ワークショップ等 
・ Goki Miyakita, Eliko Akashi, Maya Fitria, Eko Setiawan, Sushant Chalise, Alinuer Yimin. 

Project Impact Panel: DHASH – Connecting Cultures in 3D: Ensuring Long-Term Access to 
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APAC's Cultural Heritage. The 60th School On Internet (SOI) Asia Meeting (パネルセッシ
ョン). アジア工科大学院、バンコク、タイ. 2025 年 10 月. 

・  宮北剛己、本間友. 大学美術館で実践している、様々な DH プロジェクト.  仏教学とデジタ
ル・ヒューマニティーズ国際シンポジウム：DX-AI 時代における人文学の意義と研究基盤
の構築 (ポスター・デモンストレーションセッション).  主催: 科研費特別推進研究「デジタ
ル研究基盤としての令和大蔵経の編纂―次世代人文学の研究基盤構築モデルの提示 
(JP25H00001).  東京国際フォーラム、東京、日本. 2025 年 12 月. 

 

有馬 俊（研究員 グローバルリサーチインスティテュート特任講師） 
2. 論文 
・ Uriu, D., & Arima, S. (2025, April). Designing virtual funerals as a design fiction: a film-

based exploration of near-future memorial rituals. In Proceedings of the 2025 CHI 
Conference on Human Factors in Computing Systems (pp. 1-19). 
https://doi.org/10.1145/3706598.3713399 

3．学会発表 
・ 瓜生 大輔, 有馬 俊, 高木 良子, 金 セッピョル, & 堀江 宗正. (2025). バーチャル葬儀のゆくえ

－映画で描く近未来像と世界の最新事例－. 日本宗教学会 第 84 回学術大会 パネル発表, 上
智大学, 2025 年 9 月 14 日-16 日. 
https://www.jpars.org/data/files/separate_volume/vol_99.pdf 

・ Arima, S., & Uriu, D. (2025, April). Designing Diegetic Prototypes in Interfuit: A Design 
Fiction Film on Near-Future Virtual Funerals in Japan. In Proceedings of the Extended 
Abstracts of the CHI Conference on Human Factors in Computing Systems (pp. 1-2). 
https://doi.org/10.1145/3706599.3721348 

4.  講演・展覧会・ワークショップ等 
・ 瓜生 大輔, 有馬 俊, 茶屋元 崇行, & 岡江 晃児, 映画《それはかつてあったから》上映会, 別府

ブルーバード劇場, 2025 年 12 月 21 日. https://www.beppu-
bluebird.info/%e3%81%9d%e3%82%8c%e3%81%af%e3%81%8b%e3%81%a4%e3%81%a
6%e3%81%82%e3%81%a3%e3%81%9f%e3%81%8b%e3%82%89-2/ 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映会, 芝浦工業大学豊洲キャンパ
ス, 2025 年 12 月 13 日. https://interfuit.info/ 

・ 瓜生 大輔, 有馬 俊, 奈雲 祐稀, & 朽木 量, CUC 教室映画講座 第 1 回『それはか つてあった
から』上映会～デジタル社会における新しい弔いのかたち～, 千葉商科大学, 2025 年 10 月 
25 日. https://www.cuc.ac.jp/event/2025/movie_koza1025.html 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映会, とわノイエ峰, 2025 年 9 月 
28 日. https://interfuit.info/ 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映会, とわノイエ鶴田, 2025 年 9
月 6 日. https://interfuit.info/ 
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・ 瓜生 大輔, 有馬 俊, & 小林 茂, 映画《それはかつてあったから》上映会, 情報科学芸術大学
院大学, 2025 年 7 月 25 日. https://www.iamas.ac.jp/activity/interfuit-20250725/ 

・ 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映, 第 3 回 MATERIAL ショートムービーフェ
ス, 2025 年 7 月 19-21 日. https://material-event.com/smf03/ 

・ 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映, 唐津国際映画祭 2025, 2025 年 7 月 10 日. 
https://festival-karatsu.com/news/nominations2025/ 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映会, 芝浦工業大学豊洲キャンパ
ス, 2025 年 6 月 21 日. https://interfuit.info/ 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映会, 芝浦工業大学豊洲キャンパ
ス, 2025 年 5 月 1 日. https://interfuit.info/ 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映会, Kino Cinéma 横浜みなとみ
らい, 2025 年 4 月 30 日. https://interfuit.info/ 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, デスフェス 2025「バーチャル葬儀×未来映画『それはかつてあった
から』上映会」, 渋谷ヒカリエ, 2025 年 4 月 17 日. https://deathfes.jp/2025/program/771/ 

・ 瓜生 大輔, & 有馬 俊, 映画《それはかつてあったから》上映会, 芝浦工業大学豊洲キャンパ
ス, 2025 年 3 月 27 日. https://interfuit.info/ 

 
5. その他 
オンラインコース制作 
・ FutureLearn コース 「Participating in The Internet」, 2025 年 7 月 28 日公開. 

https://www.futurelearn.com/courses/participating-in-the-internet/2 
寄稿 
・ 有馬 俊,  新 慶應義塾豆百科 FutureLearn, 三田評論 2025 年 4 月号. https://www.mita-

hyoron.keio.ac.jp/new-encyclopedia/202504-1.html 
映像制作 
・ それはかつてあったから（映画） 

URL: https://interfuit.info/ 
・ APIE CAMP#6 in UB (2025 年 2 月公開) 

URL:https://youtu.be/WIMV5CYNr08?feature=shared  
・ APIE ADVANCED CAMP#2 in HND (2025 年 5 月公開) 

URL:https://youtu.be/PAQj2PyTV1Y?feature=shared  
・ APIE CAMP#7 in USM (2025 年 8 月公開) 

URL:https://youtu.be/tzVIu4q6Bbs?feature=shared  
・ APIE CAMP#8 in UNSRAT (2025 年 11 月公開) 

URL:https://youtu.be/vY-O4XG0Iok?feature=shared  
・ APIE ADVANCED CAMP#3 in HND (2025 年 12 月公開) 

URL: https://youtu.be/WDvGGmMY0rA?si=3Vllk5NqhUYu7CKi 
 
シン，アンドリュー（研究員 理工学部助教） 
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2．論文 
・ Shuhei Nakano, Tsuyoshi Yamashita, Andrew Shin, Naoki Matsumoto, Kunitake Kaneko, 

Weighted APPR with Restart for Community Extraction from Multilayer Networks, 
Knowledge and Information Systems 2025 Vol.67 Issue 10 

 
3．学会発表 
・ Andrew Shin, Kunitake Kaneko, Improved Understanding of Legal Text with Graph 

Attention Networks, International Conference on Artificial Intelligence and Law (ICAIL 
2025) 

 
・ Kotaro Fujii, Tsuyoshi Yamashita, Andrew Shin, Kunitake Kaneko, A Flexible Weighting 

Framework for Converting Relational Database to Hypergraphs, International Conference on 
Information Networking (ICOIN 2025) 

 
イミン，アラヌル（研究員 グローバルリサーチインスティテュート特任助教） 
3．学会発表 
・ Yimin, Alinuer, Goki Miyakita, Eliko Akashi, Rahmad Dawood, Maya Fitria, Agung Setia 

Budi, Eko Setiawan, Sushant Chalise, and Keiko Okawa. “Digitising and Visualising Cultural 
Heritage in Asia: The DHASH Project’s Approach to Digital Archive.” Presented at 
PacificVis 2025, April 2025, Taiwan. 

・ Yimin, Alinuer, Keiko Okawa. “Creating an Online Learning Community at Keio University 
Through Enhanced Course Facilitation on FutureLearn.” Presented at EDULEARN25, June 
2025, Spain. Full paper published in conference proceedings. 
 

山下 剛志（研究員 ＤＭＣ研究センター特任助教） 
2．論文 
博士論文 
・ T. Yamashita. "Fast index-based random walks on dynamic graphs for personalized analysis". 

Doctoral thesis, Keio University, 2025. 
https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO50002002-
20246419-0002. 

国際誌 
・ S. Nakano, T. Yamashita, A. Shin, N. Matsumoto, and K. Kaneko, “Weighted APPR with 

restart for community extraction from multilayer networks”. Knowledge and Information 
Systems, vol. 67, pp. 8919–8939, Jun. 2025. https://doi.org/10.1007/s10115-025-02488-1. 

・ T. Yamashita, N. Matsumoto and K. Kaneko, "Reducing Re-Indexing for Top-k Personalized 
PageRank Computation on Dynamic Graphs," in IEEE Transactions on Big Data, vol. 11, no. 
4, pp. 1707-1719, Aug. 2025, doi: 10.1109/TBDATA.2024.3524833.  

3．学会発表 
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国際会議 
・ K. Fujii, T. Yamashita, A. Shin and K. Kaneko, "A Flexible Weighting Framework for 

Converting Relational Database to Hypergraphs," International Conference on Information 
Networking (ICOIN), Chiang Mai, Thailand, 2025, pp. 607-612, doi: 
10.1109/ICOIN63865.2025.10993172.  

・ T. Yamashita, and K. Kaneko, “Balancing Global Importance and Source Proximity for 
Personalized Recommendations Using Random Walk Length”. Advances in Intelligent Data 
Analysis XXIII (IDA), May 2025. Lecture Notes in Computer Science, vol 15669. Springer. 
doi: 10.1007/978-3-031-91398-3_11. 

・ K. Okamatsu, T. Yamashita and K. Kaneko, "WalkSum: Graph Summarization for Accurate 
Random Walks," International Conference on Ubiquitous and Future Networks (ICUFN), 
Lisbon, Portugal, Jul. 2025, pp. 644-649, doi: 10.1109/ICUFN65838.2025.11169864. 

・ T. Yamashita, K. Kaneko, “Flexible Adjustment of Feature Vector Correlations for 
Personalized Recommendations”. Advances in Social Networks Analysis and Mining 
(ASONAM), Aug. 2025. Lecture Notes in Social Networks. Springer. doi.org/10.1007/978-
3-032-13509-4_20. 

国内会議 
・ 秋元 大河, 山下 剛志, 金子 晋丈, “分散型動的グラフにおけるランダムウォーク演算の負荷分

散のためのグラフメンテナンス,” 信学技報, vol. 124, no. 344, NS2024-172, pp. 13-18, 2025
年 1 月. 

・ 山下 剛志, 金子 晋丈, “特徴量ベクトル間の相関を任意かつ高速に制御可能なパーソナライ
ズ推薦,” 信学技報, vol. 124, no. 420, IN2024-132, pp. 331-339, 2025 年 3 月. 

・ 山下 剛志, 金子 晋丈, “パーソナライズ推薦におけるランダムウォークの経路長を用いた全
体重要性と起点近接性の影響の制御“, 第 17 回データ工学と情報マネジメントに関するフォ
ーラム (DEIM), 2025 年 3 月. 

・ 名取 和玖, 岡松 紀伸, 山下 剛志, 金子 晋丈, “ランダムウォーク制御による高速なパーソナラ
イズグラフ要約,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-14, pp. 19-24, 2025 年 8 月. 

・ 岡田 和真, 山下 剛志, 金子 晋丈, “ランダムウォークに基づく興味ノード群を媒介する部分グ
ラフの選択,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-15, pp. 25-30, 2025 年 8 月. 

・ 岡本 涼夏, 山下 剛志, 金子 晋丈, “マルチプラットフォームグラフにおけるノード間距離に基
づく指向性の揃ったコミュニティ検出,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-16, pp. 31-36, 
2025 年 8 月. 

・ 川端 由布子, 山下 剛志, 金子 晋丈, “モチーフの個数に基づくエッジ再配線に対して堅牢なグ
ラフの電子透かし,” 信学技報, vol. 125, no. 137, IN2025-17, pp. 37-42, 2025 年 8 月. 

・ 岸 真唯子, 山下 剛志, 小泉 創紀, 金子 晋丈, “分散ランダムウォークのための規模拡張性を担
保した高速な認証方式,” 信学技報, vol. 125, no.173, IN2025-24, pp. 1-6, 2025 年 9 月. 

・ 山下 剛志, 金子 晋丈, “［ポスター講演］パーソナライズ情報サービスのためのグラフを用
いた情報資源のスケーラブルなネットワーク,” 超知性ネットワーキングに関する分野横断
型研究会 (RISING), 2025 年 11 月. 
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・ 戸塚 舜, 山下 剛志, 金子 晋丈, “［ポスター講演］ローカルコミュニティ検出のためのランダ
ムウォークアプローチ,” 超知性ネットワーキングに関する分野横断型研究会 (RISING), 
2025 年 11 月. 

・ 戸塚 舜, 山下 剛志, 金子 晋丈, “ローカルコミュニティ検出のためのマルチステップ重み付け
ランダムウォーク,” 信学技報, vol. 125, no. 285, IN2025-43, pp. 40-47, 2025 年 12 月. 

5．その他 
受賞 
・ 優秀発表賞, 山下 剛志, 金子 晋丈, “特徴量ベクトル間の相関を任意かつ高速に制御可能なパ

ーソナライズ推薦”, 電子情報通信学会 情報ネットワーク研究専門委員会, 2025 年 3 月. 
・ 優秀発表賞, 川端由布子, 山下剛志, 金子晋丈, “モチーフの個数に基づくエッジ再配線に対し

て堅牢なグラフの電子透かし”, 電子情報通信学会 情報ネットワーク研究専門委員会, 2025
年 7 月. 

・ 優秀発表賞, 名取和玖, 岡松紀伸, 山下剛志, 金子晋丈, “ランダムウォーク制御による高速な
パーソナライズグラフ要約”, 電子情報通信学会 情報ネットワーク研究専門委員会, 2025 年
7 月. 

・ 優秀ポスター発表賞, 山下剛志, 金子晋丈,  “[ポスター講演] パーソナライズ情報サービスの
ためのグラフを用いた情報資源のスケーラブルなネットワーク”, 電子情報通信学会 通信ソ
サイエティ 超知性ネットワーキングに関する分野横断型研究会実行委員会, 2025 年 11 月. 
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活動実績（2025 年度） 
 
●4 月 8 日(火) 
杉浦裕太所員が、令和 7 年度科学技術分

野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞を受賞 
 
●4 月 16 日(水) 
情報の教養学「わたしの声はわたしのも

の？わたしの顔はわたしのもの？〜デジタ
ルレプリカの法律学入門」（弁護士:福井
健策）講演会の収録・編集を実施（日吉） 

 
●4 月 30 日(水) 
留学フェア(国際センター)用理事・学生

対談の収録・編集を実施（三田） 
 

●5 月 9 日(金) 
金子晋丈所長・山下剛志特任助教が、

IDA 2025 にて、論文  (Balancing global im-
portance and source proximity for personal-
ized recommendations using random walk 
length)を発表（ドイツ・コンスタンツ） 

 
●5 月 14 日(水) 
情報の教養学「TOD によるサステナブ

ルな田園都市」（株式会社東急総合研究所 
フェロー:太田 雅文）講演会の収録・編
集を実施（日吉） 

 
●5 月 21 日(水) 

2025 年度慶應義塾大学新入生歓迎行事
の収録・編集を実施（日吉） 
 
●5 月 22 日(木) 
自然科学教育センター講演会（1回目/全

4 回）の収録・編集を実施（日吉） 
 

●5 月 27 日(火) 
金子晋丈所長が、アラブ首長国連邦大学

に招聘され、Arab Media Summit 2025 に
て講義を実施（アラブ首長国連邦 ドバイ） 
 
●5 月 29 日(木) 
自然科学教育センター講演会（2回目/全

4 回）の収録・編集を実施（日吉） 
 
●6 月 5 日(木) 
自然科学教育センター講演会（3回目/全

4 回）の収録・編集を実施（日吉） 
 
●6 月 12 日(木) 
自然科学教育センター講演会（4回目/全

4 回）の収録・編集を実施（日吉） 
 

●6 月 15 日(日) 
池田真弓所員が「西洋中世学会 第 8 回

ポスター賞 審査員賞」を受賞 
 

●6 月 17 日(火) 
シン・アンドリュー所員が、ICAIL 2025

にて、論文(Improved Understanding of Le-
gal Text with Graph Attention Networks)を
発表（アメリカ・シカゴ） 

 
●6 月 18 日(水) 
理工学部 新版・窮理図解（1 回目/全 3

回）の収録・編集を実施（矢上） 
 
●6 月 26 日(木) 
理工学部 YIL プロモーション動画制作

を実施（編集のみ） 
 
●7 月 1 日(火) 
イ ミ ン ・ ア ラ ヌ ル 所 員 が 、
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EDULEARN25 にて、論文 (CREATING 
AN ONLINE LEARNING COMMUNITY 
AT KEIO UNIVERSITY THROUGH EN-
HANCED COURSE FACILITATION ON 
FUTURELEARN)を発表（スペイン・パル
マ） 
 
●7 月 5 日(土) 

Hiyoshi Research Portfolio2025 の収録・
編集を実施（日吉） 

 
●7 月 8 日(火) 
金子晋丈所長・山下剛志特任助教が、

ICUFN 2025 にて、論文  (WalkSum: Graph 
Summarization for Accurate Random 
Walks)を発表（ポルトガル・リスボン） 
 
●7 月 9 日(水) 
情報の教養学「慶應義塾で学ぶというこ

と」（慶應義塾長 伊藤公平）講演会の収
録・編集を実施（日吉） 
 
●7 月 17 日(木) 
理工学部 新版・窮理図解（2 回目/全 3

回）の収録・編集を実施（矢上） 
 
●7 月 24 日(木) 
理工学部 新版・窮理図解（3 回目/全 3

回）の収録・編集を実施（矢上） 
 
●7 月 28 日(月) 
【無料オンライン講座・FutureLearn】

「Participating in the Internet: How to En-
gage Actively in Cyberspace」開講 
 
●7 月 31 日(木) 
看護医療学部ピニングセレモニーの収

録・編集を実施（信濃町） 
 

●8 月 23 日(土) 
2025 年度経済学部説明会（PEARL・4

月入学者向け）の収録・編集を実施（三田） 
 

●8 月 25 日(月) 
山下剛志特任助教が、ASONAM 2025 に

て、論文(Flexible Adjustment of Feature 
Vector Correlations for Personalized Rec-
ommendations)を発表（カナダ・オンタリ
オ州・ナイアガラ フォールズ） 

 
●9 月 3 日(水) 
学生総合センター科目「大学生活におけ

る責任と危機管理」の差し替え映像制作を
実施（DMC スタジオ） 
 
●10 月 4 日(土) 
高等学校学校説明会の収録・編集を実施

（日吉） 
 
●10 月 9 日(木) 
学生総合センター科目「大学生活におけ

る責任と危機管理」のダイジェスト版差し
替え映像制作を実施（DMC スタジオ） 

 
●10 月 20 日(月) 
シン・アンドリュー所員が、ICCV 2025

にて、論文(Generative AI for Storytelling)
を発表（ハワイ・ホノルル） 
 
●10 月 22 日(水) 
情報の教養学「使いやすいユーザインタ

フェースのデザインを理論的に研究する」
（LINE ヤフー株式会社 DS 統括本部 LINE
ヤフー研究所 上席研究員 山中 祥太）講
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演会の収録・編集を実施（日吉） 

●11 月 5 日(水)
理工 DD 開設 20 年記念シンポジウムの

収録・編集を実施（三田） 

●11 月 5 日(水)
情報の教養学「AI×アテンション・エコ

ノミーと人間の尊厳 - SNS はあなたを幸福
にしていますか？ -」（慶應義塾大学大学
院法務研究科教授 山本 龍彦）講演会の収
録・編集を実施（日吉）

●11 月 10 日(月)、11 月 11 日(火)
YIL プロモーション動画の収録・編集を

実施（矢上） 

●11 月 17 日(月)
入学希望者向け日吉キャンパス紹介動画

の収録・編集を実施（日吉） 

●11 月 19 日(水)
山下剛志特任助教が、超知性ネットワー

キングに関する分野横断型研究会  (RIS-
ING)にて、論文(ローカルコミュニティ検
出のためのランダムウォークアプローチ)
を発表（沖縄県那覇市）

●11 月 27 日(木)
【無料オンライン講座・FutureLearn】

「Global Codex: A Tactile Journey in the 
History of the Book（仮題）」制作に伴う
貴重書の撮影を実施（三田） 

●12 月 3 日(水)
情報の教養学「音の AI を知り人間を知

ろう」（慶應義塾大学理工学部情報工学科

准教授 高道 慎之介）講演会の収録・編集
を実施（日吉） 

●12 月 3 日(水)
薬学部・薬学研究科紹介動画（1回目/全

4 回）の収録・編集を実施（芝共立） 

●12 月 18 日(木)
自然科学研究教育センター 2025 塾生

会議提言発表会・修了証授与の収録・編集
を実施（日吉） 

●12 月 22 日(月)
薬学部・薬学研究科紹介動画（2回目/全

4 回）の収録・編集を実施（信濃町） 

●1 月 8 日(木)
薬学部・薬学研究科紹介動画（3回目/全

4 回）の収録・編集を実施（芝共立） 

●1 月 10 日(土)
第 191 回福澤先生誕生記念会の収録・編

集を実施（三田） 

●1 月 19 日(月)
2025 年度体育研究所ゼミ成果発表会の

収録・編集を実施（日吉） 

●1 月 28 日(水)
薬学部・薬学研究科紹介動画（4回目/全

4 回）の収録・編集を実施（芝共立） 

●2 月 25 日(水)
法学部新入生ガイダンスの収録・編集を

実施（DMC スタジオ） 

●3 月 5 日(木)
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山下剛志特任助教が、第 42 回情報ネッ
トワーク・ネットワークシステム研究ワー
クショップにて、論文(分散管理されたグ
ラフの相互接続におけるランダムウォーク
に基づく接続先選択手法・複数特徴量に基
づくパーソナライズ推薦のための保証付き
ベクトル相関制御)を発表（沖縄県那覇市）

●3月 6 日(金)
【無料オンライン講座・FutureLearn】

「Global Codex: A Tactile Journey in the 
History of the Book（仮題）」制作に伴う
貴重書の撮影を実施（三田） 

●3月 7 日(土)
井奥洪二教授 （自然科学研究教育センタ

ー・経済学部）最終講義の収録・編集を実
施（日吉） 

●3月 9 日(月)、3月 10日(火)
【無料オンライン講座・FutureLearn】

「Global Codex: A Tactile Journey in the 
History of the Book（仮題）」制作に伴う
貴重書の撮影を実施（三田） 

●3月 11日(水)
普通部演説会記録録画・オンライン配信

を実施（三田） 

●3月 12日(木)
経済学部新入生ガイダンスの収録・編集

を実施（DMC スタジオ） 

●3月 14日(土)
鈴木忠准教授 （自然科学研究教育センタ

ー・医学部）最終講義の収録・編集を実施
（日吉） 

●3月 17日(火)
第 14回 DMCシンポジウム「情報と人

間―情報システムはどこまでコンテクスト
に寄り添えるのか？」を開催（日吉） 

●3月 19日(木)
野末聖香教授・小池智子准教授（看護医

療学部）最終講義の収録・編集を実施（信
濃町） 

●3月 20日(金)
KGRI (X Dignityセンター)「AI時代に世

代を超えて挑む、健全で開かれた情報空間
の構築 - デジタル社会をもっと良くしたい
人、この指と〜まれ！-」の収録・編集を
実施（三田） 

●3月 26日(木)
【無料オンライン講座・FutureLearn】

「Global Codex: A Tactile Journey in the 
History of the Book（仮題）」制作に伴う
貴重書の撮影を実施（三田） 

以 上 
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名簿 

教職員 
2026 年 3 月 31 日現在 

所長    金子 晋丈 慶應義塾大学 理工学部准教授（Ph.D.） 
副所長   安形 麻理 慶應義塾大学 文学部教授（Ph.D.） 
研究員   重野 寛 慶應義塾大学 理工学部教授（Ph.D.） 

  大川 恵子 慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート特任教授（Ph.D.） 
  荒金 直人 慶應義塾大学 理工学部教授（Ph.D.） 
  池田 真弓 慶應義塾大学 理工学部准教授（Ph.D.） 
  杉浦 裕太 慶應義塾大学 理工学部准教授（Ph.D.） 
  見上 公一 慶應義塾大学 理工学部准教授（D.Phil.） 
  宮北 剛己 慶應義塾ミュージアム・コモンズ専任講師（Ph.D.） 
  有馬  俊 慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート特任助教（Ph.D.） 
シン，アンドリュー 慶應義塾大学 理工学部助教（Ph.D.）
イミン，アラヌル 慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート特任助教（Ph.D.）
 山下 剛志 慶應義塾大学ＤＭＣ研究センター特任助教（Ph.D.） 

専門員   岡田 豊史 

事務長   伊達 幸輝 
事務員   前田有紀子 

  小川 武 
  坂梨 美香 

委託職員 松澤聡比古 
新部 貴弘 
小磯 勝人 
喜多村直之 
伊得 大翔 
松浦 祥子 
上田好之輔 
後藤 英和 
井上 結太 

以 上 
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編集後記 

安形 麻理  
慶應義塾大学 DMC 研究センター副所長 

慶應義塾大学文学部教授 

DMC 紀要第 13 号をお届けします。 
本年度のシンポジウムは、情報システムはどこまで個々人のコンテクストに寄り添える

のかということをテーマに掲げました。検索エンジンや生成 AI などによる情報システムの
進展が目覚ましい一方、そうしたシステムが個々に異なる背景や要求を持つ利用者にどこ
まで個別的に向き合うことが可能なのかという問題意識から立てた問いであり、情報シス
テム側、それを使う人の側をそれぞれ代弁してくださる研究者をお招きして議論をしまし
た。当日の様子は本紀要に収めた記録に加え、YouTube に公開している録画からもご覧い
ただくことができます。
価値ある情報を効率よく得たいというのは、決して目新しい夢ではありません。そのた

めに、伝統的には図書館、20 世紀後半からはコンピュータとウェブ検索エンジン、21 世紀
に入ると SNS や生成 AI などの様々な情報システムが生み出されてきました。こうした情
報システムはそれぞれの特性に応じて使えば、とても便利なものです。ここでポイントに
なるのが「特性に応じて」という部分です。人は、本来は一人一人異なる多様なコンテク
ストの中に置かれているので、求める情報もそれぞれ個別的なもので、しかも求めている
のは自分でも言語化が難しいあいまいなものであるということが珍しくありません。しか
し、使おうとする既存の情報システムにあわせて、自分の要求を言語化、定式化せざるを
得ません。たとえば、論文に使われそうなキーワードを考えて書誌データベースを検索す
る、生成 AI にわかりやすい形で質問文を考える、といった経験を思い出していただくとわ
かりやすいでしょう。
それでは、経済的合理性や汎用性を前提とする情報システムは、「価値ある」情報を提供

するために、どこまで個人に寄り添うことができるのでしょうか。そもそも、人間にとっ
て「価値ある」情報とは何なのでしょうか。本シンポジウムはこうした疑問から始まりま
した。とても 1 回のシンポジウムで解決できる疑問ではありませんが、本号に収録したシ
ンポジウムの記録をご覧いただければ、講演とパネルディスカッションを通じて、さまざ
まな観点からの議論がなされ、また今後みなさまにもお考えいただくための豊かな材料が
提供されたことがおわかりいただけることと思います。

DMC の今後の活動にご期待いただき、また一緒に考えを深めていくこうした機会に引
き続きご参加いただければ幸いです。 
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